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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　呼び出し音が八回を数えた時点で相手が出た。


『──法ほう務む省しようです』


　いかにも公こう務む員いんらしい事じ務む的てきな口く調ちようが電話回線越ごしに伝わってくる。


　ドースン・サラバンドはすぐには応おうじず──先まずは相手に悟さとられない様にゆっくりと深呼吸をした。緊きん張ちよう故ゆえの行こう為いではない。吐と息いきにこもる倦けん怠たいと憂ゆう鬱うつを秘ひ匿とくする為ためだった。


『もしもし？……もしもし？』


　電話相手の声に怪け訝げんそうな響ひびきが混まじる。


　ドースンは極きよく力りよく抑おさえた口調で言った。


「紙とペンを用意したまえ」


『はい？　すいませんがもう一度──』


「記録を取る用意をしたまえ。何ならこの会話を録ろく音おんしてもいい。三十秒待とう。だが二度とは言わない。注意して聞くがいい」


『なんですって？』


　咄とつ嗟さにはこちらの言葉の意味を理解できなかったのだろう。相手は困こん惑わく混まじりの口調で問い返してくる。


　だがドースンは沈ちん黙もくを以もつてそれに応じた。


『記録を取れ』とは言ったが、実を言えば細こまかな言葉面づらに然さしたる意味は無い。ドースンとしては今回起こる惨さん劇げきが、誰だれの意い図とによるものなのかを役人共に知らしめる事が出来ればそれで良いのだ。


　無む論ろん、後から犯はん行こう声せい明めいを送っても良いのだが──昨さつ今こんは何か事件が起これば、さも自分達の行こう為いであるかの様に装よそおって、犯行声明を関係各省しよう庁ちように送りつける恥はじ知らずな組織も多い。それらの虚きよ偽ぎ申しん告こくの中にこちらの犯行声明が埋うもれてしまうのもさすがに間が抜ぬけているだろう。あくまでこれはドースン達の犯行なのだと役人共に──ひいては世せ間けん一いつ般ぱんに確実に知らせる為に打った手の一つであって、それ以上でもそれ以下でもない。


　更さらに言えば法務省を選んだ事にも特別な理由は無い。


　強しいて言えばそれは単なる様よう式しき美びに過ぎない。最近はなりふり構かまわない組織も増えている様だが──革かく命めい的てき闘とう争そうには美び学がくが必要だ。それはドースンにとって譲ゆずれない一線だった。さもなくばそれは単なる大だい規き模ぼ犯罪や組織犯罪と大たい差さ無くなってしまう。活動家と単なる破落戸ごろつきや通り魔を区別するものは主義主張や行為の内容ではなく、この一線であるとドースンは信じていた。


『もしもし？　ちょっと──』


　腕うでに巻いた時計の針がきっかり半はん周しゆうするのを待ってドースンは再ふたたび口を開いた。


「現在、ゼルキンからトリスタンに向けて航こう行こう中ちゆうである、ハウゼ社所しよ有ゆうの大型貨物旅客船フエリー〈グアルネーリ号〉は間もなく沈ちん没ぼつする」


『……は？』


　受話器の向こうからまろび出る間の抜けた声。


　怪訝そうな表情で固かたまっている小役人の姿が脳のう裏りに浮うかぶ。ドースンは薄うすい苦く笑しようを浮かべながら予あらかじめ用意しておいた言葉を口にした。


「我々は〈秩ちつ序じよ成す炎ほのお〉である。堕だ落らくした資本主義社会を終しゆう焉えんさせ、高こう邁まいなる理想、共産主義社会を実現する為に闘たたかっている」


『おい、冗じよう談だんは──』


「我々の同どう志しがたった今〈グアルネーリ号〉船上にて作戦行動を開始した」


　ちらりと時計を確かく認にんしながらドースンは言った。実じつ際さいには〈グアルネーリ号〉上の同志が直ちよく接せつ的てきな行動に出るまであと五分少々の時間が残っているが──何なに事ごとにも腰こしが重い役人共にはこの程度の余よ裕ゆうを与あたえてやった方が事が円えん滑かつに進むというものだ。どうせ今から政府がどんな手段を採とろうと間に合いはしない。


　理想的なのは──新聞社の飛ばした取材撮さつ影えい用の航こう空くう機きが到とう着ちやくしたまさしくその瞬しゆん間かんに〈グアルネーリ号〉が沈没する事だろう。大型貨物旅客船の断だん末まつ魔まを捉とらえた写真が第一面に載のった明日の朝刊を想像すると──活動家としては既すでに老ろう境きようの域いきに突とつ入にゆうしたドースンでさえ胸が高たか鳴なるのを感じる。


「恐おそらく〈グアルネーリ号〉の乗員乗客合わせて百五十名余あまりは全ぜん滅めつするだろう。だがこれは始まりに過すぎない」


『…………』


　相手は沈黙した。


　代わりに受話器の向こうでがたがたと慌あわてた様な音がする。ようやくメモを取る気になったのだろう。かつては役所のこうした愚ぐ鈍どんさに腹を立てていたものだが──最も早はや今となっては微笑ほほえましい気持ちさえドースンは覚おぼえる。


　彼は微び苦く笑しようを浮かべたまま、これも用意しておいた言葉を並べて見せた。


「我々の要求はまずボールト刑けい務む所しよに収しゆう監かん中の同志ロッド・ウィリアムズを解かい放ほうする事である。これが三日以内に実行されない場合、次の犠ぎ牲せい者しやが何ど処こかで──更さらに大量に出る事になるだろう。当然ながらこれは脅おどしではない。警けい告こくである。また交こう渉しようには一いつ切さい応じられない。我々の要求を呑のむか否いなか、そちらに許ゆるされた答えはただ二通りのみだ」


『わ、分かった、待ってくれ！　今別の者に──上の者に代わる、代わるから──』


　思いとどまれとでも言いたかったのだろうか。


　だがドースンは最後まで聞かずに電話を切った。あまり長く話していると逆ぎやく探たん知ちされる恐れもあるし──何よりもだらだらと言葉を交かわしていては真しん剣けん味みに欠ける。限げん定てい的てきな情報を与えて相手の不安と恐きよ慌うふを煽あおるのはテロの定じよう石せきだ。


「──さて」


　ドースンは背後を振ふり返る。


　固かた唾ずを呑んで彼の電話を聞いていた同志達は興こう奮ふんと喜き悦えつに歪ゆがんだ表情を浮かべていた。


　男も居れば女も居る。若者も居れば老人も居る。


　貸倉庫の中に集まった人数は約三十。これを多いと見るか少ないと見るかは判はん断だんする者の立場に依よるだろうが──かつては末まつ端たんの構成員まで含ふくめれば四百を超こえていた組織の、これが生き残りの全すべてだと言われれば、ドースンでなくても全身が腐くさり落ちていくかの様な疲ひ労ろう感かんを覚えずにはおれないだろう。


　しかし……


「諸しよ君くん。勇ゆう敢かんなる同志サイモンの健けん闘とうに期待しよう」


　鷹おう揚ような微び笑しようを取り繕つくろいながらドースンは言った。





　　　　●　　●　　●





『海はあらゆる生命の源である』


　そんな文言をナレアは以前何処かで読んだ覚えがある。


　生命はこの広大な海の中から生まれてきた。海は言ってみれば巨きよ大だいな子宮であり、生きとし生けるものは全てその進化と発生の過か程ていを逆さかしまに辿たどれば、この莫ばく大だいな水の領りよう域いきに至いたるのだそうだ。その証しよう拠こに海水の組成は血液や羊水のそれに酷こく似じしているのだとか。


『故ゆえに人は皆みな、海に郷きよう愁しゆうを抱いだく』『母なる海うな原ばら。生命の苗なえ床どこ』


　確かそんな記き載さいも在あった。


　だが……ナレアに言わせれば、それは頭でっかちの学者が机の上で資し料りようだけを眺ながめて書き散らしただけの、いい加か減げんな主張に違ちがいなかった。


「うー……」


　船の舷げん側そくに触ふれては砕くだける波を見下ろしながら、ナレアはふと身体からだから力を抜いて眼めを閉じ──そして溜ため息いきをついた。


　無む辺へんとも言うべき広大な海原。


　眼がん下かに広がるそれが、ナレアにはひどく無む味み乾かん燥そうとしたものに見えた。どんな荒こう野やでもこれよりは愛あい想そが在るだろう。此こ処こには何も無い。ただ遥はるか水平線の彼方かなたに向けて広がり続ける青黒い平面が在るばかりだ。


　此処にはただ途と方ほうもない量の水が、どこまでもどこまでも満たされているだけで、踏ふみ締しめるべき足場すら無い。船せん舶ぱくという紛まがい物の地面を浮かべる事で、初めて人はこの世界に在る事が出来る。逆に言えば此処は人間がその身一つでは存在し続ける事さえ難むずかしい──ただ立つ事はおろか倒たおれ伏ふす事さえも許されず、力尽つきれば死に直ちよつ結けつする場所であった。


「やっぱり陸りく路ろにするべきだったかな……」


　ナレアは溜め息混じりに呟つぶやいた。


　どうせだから──という事で、トリスタンに向かう経けい路ろに船便を選んだのは彼女自身である。陸路よりも安く、のんびりと移動出来るという事で、当初は素す敵てきな思いつきだと思えたのだが──乗って三時間、早くも彼女は船便にした事を後こう悔かいし始めていた。


　実を言うと彼女は泳げない。


　そもそもずっと内ない陸りく部ぶで育ってきた上に、旅行の類たぐいもあまりした事が無い為ため、海を直接自分の眼で見るのも十八歳さいにして初めての経けい験けんなのである。家の近くに小さな川と池は在ったが、前者は泳げる程ほどに深くはなく、後者はいつも藻もで濃のう緑りよく色しよくに濁にごっていて見るからに汚きたない印象が在り、脚あしを浸ひたした事も無い。


　そんな彼女にとって海の──即すなわち膨ぼう大だいな水の領域の真ん中に在るという現在の状じよう況きようは、ひどく緊きん張ちよう感かんを強しいられるものであった。


　少々大おお袈げ裟さな言い方をすれば──彼女に言わせれば大袈裟でも何でもなく事実なのだが──船の周囲は人間個人の能力では生存不可能な死の領域なのだ。船腹にて砕ける波の飛しぶ沫きさえ、ナレアには、鰭ひれも鰓えらも持たずに海を行こうとする身の程ほど知らずの人間を──主に彼女を──あざ笑っている様に見えた。


「…………」


　ナレアは再び眼を開いて海を睨にらみ付ける。


　怖こわいのならば船室にでも閉じこもっていれば良いものを、わざわざ出てきて海の風景と対たい峙じしているのは単にナレアの性格故の事である。妙みように負けん気の強いナレアとしては、敢あえて逆ぎやつ境きように挑ちよう戦せんする事で自分を精神的に鍛きたえる──そんな気持ちで第二甲かん板ぱんへと上がってきたのだ。


　だがさすがに意気込みだけではどうにもならない。


　ただでさえ落ち着かないのだが──これに加えて、航海中はずっと船のエンジンが発する低く鈍にぶい音と振しん動どうに途と切ぎれる事無く包つつまれている訳わけで、これが更さらに落ち着けない原因になっている。まあ列車や自動車のそれに較くらべると随ずい分ぶん小さなものではあるのだが、一いつ旦たん気になるとどうにも無む視ししきれないのだ。


　ナレアの乗っている船は〈グアルネーリ号〉という。


　彼女の立っている第二甲板の下に、更に第三から第五までの甲板を持ち、第三、第四には各種車両──一いつ般ぱん的てきな乗用車からトレーラーまで──を何十台と積み込める様になっている大型貨物旅客船フエリーである。


　第一及および第二甲板上に在る客室区く画かくは彼女が思い描えがいていたよりもずっと立りつ派ぱなもので、何ど処こかのホテルを想おもわせる造つくりになっていた。


　特に乗船口近く、第二甲板船内部分のロビーには絨じゆう毯たんが敷しかれ、ソファが置かれ、天てん井じようからはシャンデリアが鮮あざやかな色の光を振ふりまいている。ロビーには隣りん接せつして船内カフェや売店、果はてはピンボール・マシン等を置いた遊ゆう戯ぎ室しつまで在り、更には共同浴よく場じようやサウナと言った各種設せつ備びもそこそこに充じゆう実じつしている。昨さつ今こん発はつ達たつが激はげしい鉄てつ道どうとの差さ別べつ化かという事で、列車には置けない様な快かい適てき設備の充実が計はかられているのだろう。恐おそらくナレアの様な神しん経けい質しつな客でもなければ、それなりに快適な船旅を楽しむ事も出来る筈はずだった。


　とはいえ──


『──次のニュース』


　何処からかざらざらした雑ざつ音おん混じりの声が響ひびいてくる。甲板の上には他ほかにもちらほらと人ひと影かげが見えるが……その中の誰かがラジオでも聞いているらしい。


『十六日未み明めいにトリスタン市において急性魔法中毒患者事件ケースＳＡが発生しました。急性魔法中毒患者ソーサリイ・アデイクトは発生確かく認にん後約四十五分でフィリシス・ムーグ戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストによって駆く除じよされましたが、トリスタン市における魔族事件は今月に入って既すでに七件に達たつしており、一部市民の間では不安が広がっています──』


「…………」


　ナレアは振り返って顔をしかめた。


　トリスタンでケースＳＡ、即ち魔族事件の発生件数が多いのは彼女も知っている。だが、今まさにそこへ向かおうとしている立場で事件発生の報ほうを聞くと、何やら良くない事が起こる前まえ触ぶれの様な気がして益ます々ます気が滅め入いった。


　代わり映ばえのしない海面を親の敵かたきの如ごとく睨む事三十分──さすがに精神力の鍛錬も限げん界かいである。少々風が冷たくなってきた事もあって、ナレアは船内に戻もどろうと踵きびすを返した。


　その時──


「──あ」


　軽い衝しよう撃げき。


　振り返った瞬しゆん間かんにたまたま近くを歩いていた船客とぶつかってしまったらしい。殊こと更さらに痛みを感じる様な衝しよう突とつではなかったが、不ふ意いの事で脚あしをもつれさせた彼女は大きくよろめき──体たい勢せいを立て直そうと反はん射しや的てきに相手の服に手を掛かけていた。


「……ごめんなさい」


　相手の──自分よりも頭一つほど小こ柄がらなその船客に縋すがり付く様な状態で何とか体勢を立て直したナレアは、これまた反射的に謝しや罪ざいの言葉を口にするが──


「…………!?」


　次の瞬間、彼女は表情を驚きよう愕がくに凍こおらせて絶ぜつ句くした。


　改あらためて見れば彼女が摑つかんでいたのは、その船客が着ているコートのフード部分だ。顔を隠かくす様に──いや実じつ際さいに隠していたのだろう──船客の頭部を覆おおっていたそれは、ナレアの手によって肩かたの辺あたりにまで引きずり降ろされて、内に秘ひめられていたものを白はく日じつの下もとにさらけ出していた。


　まず最初に見えたのは紅あかい髪かみ。


　いわゆる赤毛ではない。肩口で切りそろえられたその髪は、染せん料りようで染そめているのでもなければ有り得えない様な、鮮せん血けつを想わせる深しん紅くを示しめしていた。


　そして次に眼めに止まったのは──その白い顔の真ん中に在ある四つの紅い眼だった。


　いや。違ちがう。


　眼は二つしかない。だが双そう眸ぼうの上──眉まゆ毛げが本ほん来らい在るべき位置に、瞳ひとみと全く同じ色しき彩さいを湛たたえた紅い球体が埋うまっている。それが一瞬、まるでもう一いつ対ついの眼がん球きゆうであるかの様に見えたのだった。


　すぐ目の前に在る異い貌ぼう。


「あ……えと……」


　ナレアは次に繫つなぐべき言葉を失った。


　この船客がどういう言葉で総そう称しようされる類たぐいの者か、即そく座ざに思い至いたったからである。


　殆ほとんど無む意い識しきの内に素す早ばやく相手から身を離はなし……しかし、自らのその行こう為いが、汚けがらわしいものや忌いまわしいものに触ふれた人間の如ごとく、無ぶ様ざまで遠えん慮りよの無い動きであった事をナレアは心の片かた隅すみで恥はじた。


　一歩身を引いて見れば──その船客はまだ十代半ば辺りとおぼしき少女であった。異い形ぎようとはいえ決して醜みにくい訳わけではなく……むしろ顔立ちそのものはよく整ととのっており愛らしいとさえ言える。


　しかし──


「その……ごめんなさい」


　他に言うべき言葉が見つからず、ナレアは呻うめく様な声でそう繰くり返した。


　先天性魔法中毒患者ＣＳＡ。半魔族ハーフ・ブルート。


　そんな言葉が脳のう裏りで渦うずを巻く。この少女が自分の異形を隠す為ためにフードを被かぶっていたのは明らかだ。それをナレアが取り払はらってしまったのである。幸い他の客達はこの少女の異形に気付いてはいない様だったが……先の反射的な行動の事も含ふくめ、謝罪以外にナレアに言える言葉は無かった。


「──いえ」


　少女はただそう言って淡たん々たんとした仕し草ぐさでフードを元に戻した。


　慌あわてる様子も無ければ怒おこる気配も無い。そもそもその顔には喜き怒ど哀あい楽らくの一いつ切さいが映うつっていない。意志の力で表情を圧あつ殺さつしているのではなく──単に無いのだ。その超ちよう然ぜんとした風ふ情ぜいには何処か異い国こくの神しん像ぞうを想わせるものが在った。


　そして──


「カペル──何してんだ？」


　不ふ意いに声がかかる。


　気まずい思いでその少女と相対していたナレアは、これ幸いと声の掛かった方向へと視線を移した。


　一人の青年がナレア達に近付いてくる。


　中ちゆう途と半はん端ぱに伸のばした黒髪、鼻の先に引っかけているかの様な丸レンズのサングラス、そしてどことなくくたびれた感じの蒼あおいコート。風体から受ける印象はただただ胡う乱ろんに尽つきる。ナレアがまず想像した青年の素す性じようは麻ま薬やく煙草たばこの売ばい人にんだった。もっとも田舎いなか住まいのナレアは本物の密売人を見た事は無いのだが。


「いえ。別に」


　やはり淡々とした口調で少女が応じる。恐おそらく『カペル』というのがこの少女の名前なのだろう。


　青年はナレア達の側そばまでやってくると──しばし無む言ごんで二人を見み比くらべた。


「──ふむ？」


　改あらためて近くで見れば、青年はそこそこに端たん正せいな顔立ちをしている。きちっとした身なりをしていればそれなりに格かつ好こう良いだろうに──とナレアは密ひそかにその青年の服ふく装そうに関する感性センスの貧まずしさを惜おしんだ。


　それはさておき──


「…………見た？」


　不ふ意いに青年はそんな事を尋たずねてくる。


「はい──」


　反射的に頷うなずいてしまってから──ナレアは後こう悔かいした。


　見ても問題の無いものを『見たか』とは尋ねるまい。見えすいた噓うそであったとしても、ここは否定の言葉を口にすべきであったのだろう。


　そもそも半魔族ハーフ・ブルート──ＣＳＡはその行動や権けん利りを大きく法律で制せい限げんされている。後見人の側から離れて行動するだけで、逮たい捕ほ理由にもなるのだ。また、彼かれ等らが様さま々ざまな偏へん見けんとそれに基もとづく迫はく害がいを受けているのはナレアも知っている。ＣＳＡという理由で乗船拒きよ否ひされる場合も在るだろう。


　故ゆえに──


「色々と騒さわがれると面めん倒どうだし──黙だまっていてくれると助かるんだが？」


「あ……そ、それは、はい」


　ナレアは慌あわてて頷いた。


　このＣＳＡの少女が無用な揉め事トラブルを避さける為に顔を隠していたのはナレアにも分かる。そしてＣＳＡが一いつ般ぱん人じんと較くらべて常つねに不公平な立場に置かれているという事も理解している。謝罪の意味も含ふくめナレアとしても黙っている事に異い論ろんは無かった。


　だが──


「すまんね」


　そんなナレアの態度をどう想おもったのか──青年は口の端はしを小さく歪ゆがめて笑うと、懐ふところから取り出した紙し幣へいを一枚、ナレアの上着のポケットにねじ込んだ。


「じゃ──そういう事で」


　言って青年はナレアから離れ、歩み去っていく。少女もごく自然に彼の後を追った。


　しばし呆ぼう然ぜんとナレアは二人の後ろ姿を眺ながめていたが──ふと我に返って自分の上着のポケットを探さぐる。目的のものを探し当てて引っ張り出した指先には、くしゃくしゃの百ドルク札が一枚挟はさまっていた。


　口止め料という事だろう。


　これが高いのか安いのかはナレアには分からない。もっとも決して裕ゆう福ふくとは言えない彼女の懐事情からすれば、願ってもない臨りん時じ収しゆう入にゆうではある。


「…………」


　一瞬、ナレアは黙ってそれを財さい布ふの中に収おさめたい誘ゆう惑わくに駆かられたが──しかし顔をしかめてそれをポケットに戻もどすと、二人を追って歩き出した。
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　唐とう突とつに船せん橋きようの扉とびらが開いた。


　その音に反応し船員達が怪け訝げんそうに振ふり返る。


　船橋要よう員いんの交代時じ刻こくには未まだ随ずい分ぶんと間がある筈はずだ。決してそれ以外に人の出入りが無い訳わけではないが──基本的に乗客が立ち入る様な場所ではないし、他の部ぶ署しよの船員とは船内電話で連れん絡らくを取るのが常つねなので、わざわざやってくる程ほどの用はまず無い。


「…………？」


　振り返った船員達の視線の先には、一人の若い男が立っていた。船員ではない。恐おそらくは乗客の一人だろう。いかにも神しん経けい質しつそうな細ほそ面おもて──そんな青白いその顔の真ん中で、眼めだけが追い詰つめられた獣けものの様な、ぎらぎらした光を放っている。体たい調ちようでも悪いのか……乾かわいた唇くちびるからは小こ刻きざみに喘あえぐ様な息が漏もれていた。


「なんですか貴方あなたは？　ここは立ち入り禁止で──」


　と──扉近くに居た船員の一人が声を掛かけて近付いたのは、若者が小こ柄がらな上に素す手でだったからである。右手には何やら黒い装そう丁ていの本を一冊携たずさえているが、他には何も持っていない。小さな刃は物ものなど何ど処こにでも隠かくせるが──船橋内の全員が注ちゆう視しする中で不ふ審しんな動きをすれば、すぐにでも屈くつ強きような船員達に取り押おさえられてしまうだろう。


　しかし──


「…………〈インパクト〉……」


　やや俯うつむき加か減げんの姿し勢せいで扉の側に立つ男の口から、陰いん気きに呟つぶやく様な言葉が漏れる。


　それが呪じゆ文もんであると気付いた者は居いなかった。たとえ気付いたとしても、それが結けつ果かとして如い何かなる事じ態たいをもたらすのか──理解が及およぶだけの時間など船員達には許ゆるされなかったであろうが。


「……イグジスト……」


　次の瞬しゆん間かん。


　船橋の強きよう化か硝子ガラスの全すべてに亀き裂れつが走り──その上にべしゃりと音を立てて大量の紅あかいものがへばり付いた。
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　かつて一人の学者が言った。


「迷めい信しんという闇やみの中に閉じこめられてきた素す晴ばらしい技ぎ術じゆつを、今こそ理性の灯とう火かの下に引き出そう」


　そしてその学者──ジョージ・グレコ教きよう授じゆは、大おお勢ぜいの有ゆう識しき者しやの前で実じつ際さいにその技術を行こう使しして彼かれ等らの度ど肝ぎもを抜ぬいた。彼の事を詐さ欺ぎ師し呼ばわりする者も大勢居いたが、その場に据すえ付けられていた全ての記き録ろく機き械かいが、そして多くの冷れい静せいな観かん察さつ者しや達たちが、グレコ教授の公こう開かい実じつ験けんが奇き術じゆつや欺ぎ瞞まんの類たぐいでないという事を証しよう明めいした。


　これが世に言う〈聖シューマンの実験〉である。


　この日を境さかいに世界の様よう相そうは劇げき的てきに変わり始めた。


　グレコ教授がその実じつ在ざいを証明して見せたもの──それは『魔法ソーサリイ』だった。


　人間の意識を物理現象に変へん換かんする究きゆう極きよくの技術。それは多少の才能差は在あるものの、一定の心理的処しよ置ちを施ほどこせば誰もが簡単に使えるものだった。それは不可能と想われた諸もろ々もろの理想を一気に現実の領りよう域いきに引き込む程の力であり、多くの場合には物理法ほう則そくすらその力の前には屈くつせざるを得えなかった。


　人々はこの新技術……いや超ちよう技術をもたらしたグレコ教授を救世主と称たたえ、その効こう能のうがもたらす輝かがやかしい未来の像に酔よった。


　経済。医い療りよう。工業。芸術。そして軍ぐん事じ。


　ありとあらゆる分野に魔法技術は凄すさまじい勢いきおいで浸しん透とうし、旧きゆう態たい依い然ぜんとした不ふ便べんな技術はその多くが施し設せつごと駆く逐ちくされていった。この現象に──急きゆう激げきすぎる社会構こう造ぞうの変化に、そして何よりも人々の価か値ち感かんや常識の変化に危き機き感かんを覚おぼえる者も居なくはなかったが、『夢の新技術』の前に浮うかれる人々の耳に彼等の声は殆ほとんど届とどかなかった。グレコ教授は〈聖シューマンの実験〉の直後、謎なぞの失しつ踪そうをするが──彼の遺のこした研究ノートの一部は助手達の手によって解かい析せきされ、魔法技術は恐おそろしい程の勢いで発はつ達たつしていった。


　そして。


　実験から二十五年を経へたある冬の日。


　唐とう突とつに全ては破は綻たんした。


　北歴一八二四年……〈イエルネフェルト事じ変へん〉発生。


　後に『魔法中毒患者ソーサリイ・アデイクト』あるいは『魔族メレヴエレント』と呼ばれる事になる怪かい物ぶつの大量発生事件は、今なお正確な数字がつかめない程に莫ばく大だいな数の死傷者と経済的損そん失しつを生み出した。政府は大量の燃ねん料りよう気き化か爆ばく弾だんを使い、街の幾いくつかを住民ごと消し飛ばす事によってこの事じ態たいを収しゆう拾しゆうしたが、それを非ひ道どうと責せめる者は少数だった。そうしなければ国が──否いな、世界が滅ほろんでいたかもしれないのだという事を誰もが理解していたからだ。


　この〈イエルネフェルト事変〉の時まで、人々は自分達が無む分ふん別べつに使い続けてきた『夢の新技術』が文字通り悪あく魔まの技わざであると気付いていなかった。


　魔法は人間の在り方を汚お染せんする。


　度たび重かさなる魔法の行使は人間の存在そのものを浸しん食しよくし別のものに変えてしまう。


　即すなわち人間の魔族化である。


　だが魔族化と魔法の因いん果が関係に人々が気付いた時には既すでに遅おそかった。


　呪じゆ素そ──かつてはこの世界に存在しなかったその汚染要よう素そは二十五年に及およぶ魔法の無む計けい画かくな大たい量りよう行こう使しと、そして何よりも〈イエルネフェルト事変〉そのものにより世界中に振ふりまかれてしまっていたのだ。呪素は世界中隅すみ々ずみにまで、水の中に、空気の中に、食物の中に遍へん在ざいする事となり──現在、ありとあらゆる人間の体内に一定濃のう度どで蓄ちく積せきされてしまっている。汚染されきった人々は最も早はや、簡かん単たんな魔法を一つ使うだけでも『人間である事』を放ほう棄きしてしまう事になった。


　しかも魔法使い達のなれの果はて──魔族は本能的に人間を襲おそう。


　呪素により、肉体はおろか精神までもが汚染され変へん質しつしてしまった人間達は、その膨ぼう大だいな魔法の力を以もつて人間の天てん敵てきという座に君くん臨りんしてしまった。不死身に等ひとしい肉体に加えてわずか一個体で重じゆう戦せん車しやにも優まさる攻こう撃げき力りよくを備そなえた怪かい物ぶつが、ある日突とつ然ぜん街中に出現するのである。通常警けい察さつの装そう備びや人員では到とう底てい対たい処しよ出来る筈はずも無かった。


　こうして、かつては夢の新時代を築きずく技術としてもてはやされた魔法は、人類最大の禁きん忌きとして認にん識しきされる事となった。


　だが……一方で、その事が分かっても人々はもう後戻りできない所にまで来ていた。


　棄すてるのは簡単だがそれを取り戻すのは常つねに難むずかしい。放棄された技術を復ふつ活かつさせた上で傷ついた社会を修しゆう復ふくする──そんな余よ裕ゆうは〈イエルネフェルト事変〉で疲ひ弊へいしきった社会には無かったのである。


　故ゆえに……人々は辛かろうじて魔族化を防ふせぐ事の出来る『人間の鋳い型がた』、俗ぞくに〈モールド〉と呼こ称しようされる特とく殊しゆ作さ業ぎよう服ふくを開発して魔法を使い続けた。〈イエルネフェルト事変〉前よりごく少数の、魔法技術の無分別な発達を危き惧ぐしていた者達によって基き礎そ的てきな技術は蓄ちく積せきされていた為ため、事変後わずか一年でこの特殊作業服は実用化された。


　回数制限付きではあるが、このモールドに『人間としての在り様』を拘こう束そくされている間は、人間は人間として魔法を使う事が出来る。以後──魔法使いとはこの特殊拘束作業服を身にまとい人間と人間以外の境きよう界かい線せん上ぎりぎりを渡わたっていく者達の事を指す様になる。拘束服ストレイト・ジヤケツトに存在そのものを緊きん縛ばくされながら魔法を使い続ける者達を──一つ間ま違ちがえば最悪の怪物として暴あばれ出しかねない者達を、一般人は皮ひ肉にくな意味を込めて『ストレイト・ジャケット』と呼んだ。


　だが──当然ながらそれで全てが解決した訳ではない。


　いかなる技術といえど絶対ではなく、いかに注意を払はらっても事故というものは発生する。


　魔法使い達が居る以上、魔族も完全に根こん絶ぜつされる事は無く──当然ながら時とき折おり発生する魔族化という事故を速すみやかに『処しよ理り』する職しよく種しゆの誕たん生じようは必ひつ然ぜんであった。


　魔法使いのなれの果てを狩かる魔法使い。


　戦せん闘とう用に特とつ化かしたタクティカル・モールドに身を包つつみ、かつて軍用として開発された攻撃用魔法を操あやつって、局きよく地ち災さい害がい指定された魔法中毒患者を殲せん滅めつする者達。


　魔法士の中でも最も恐おそれられ忌いまれる同どう胞ほう狩り。


　それが戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストであった。





　　　　●　　●　　●





　窓の外には相あい変かわらずの海上風ふう景けいが広がっている。


　欠伸あくびを嚙かみ殺しつつ、レイオットは香こう茶ちやのカップを口元に運ぶ。どうにも安っぽい匂においが気にはなったが──専せん門もん店てんでもない店で出てくる香茶など、この程てい度どであろうと納なつ得とくして舐なめる様に少し飲んだ。どうせ味を期待して注文した訳わけではない。席料チヤージの代わりだ。店側としてもその積つもりの値ね段だん設せつ定ていであろう。おまけに文もん句くや不満を覚えても仕方が無い。


「あー……」


　だれきった溜ため息いき混じりの声が漏もれる。


　元より彼は潑はつ剌らつとした性格ではないが、今は常にも増して疲ひ労ろう感かんが強い。いや──正しくは徒と労ろう感かんと言うべきであろう。同じ程度の疲労でも、無む駄だになった労ろう力りよくがもたらすそれは倍近くも重苦しく感じるものだ。


　もっとも彼の仕事の性質上──こうした無駄骨は別に珍めずらしくも無いのだが。


　レイオット・スタインバーグ。


　彼は無む資し格かくの戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストである。


　つまりそれは正せい規きに魔法管かん理り局きよくの名めい簿ぼに登とう録ろくされた魔法士ではないという事であり、当とう然ぜんながら彼には不正規の筋すじから──即すなわち魔法管理局を通さずに持ち込まれる依い頼らいも少なくないという事でもある。


　合法非合法を問わず魔法という究きゆう極きよく的てきな力が求められる場面は多い。


　だがその結果──事実関係や状じよう況きように関する情報も満足に得られないまま、あるいは得られても確かく実じつ性せいの低いままに現場に出向き、いざ仕事に取りかかろうとすると、戦術魔法士への依頼そのものが全くの見けん当とう違ちがいだったと分かる場合も意外に多い。正規の魔法士の場合、労ろう務む省しよう魔法管理局がある程てい度どの情報を得てから魔法士に出動要よう請せいが出るので、誤ご解かいの生じる余よ地ちは少ないのだが……依頼主ぬしと直接連れん絡らくをとる場合は、事実関係の確かく認にんが曖あい昧まいなものも多いのである。また依頼主も無資格の魔法士に仕事を依頼するのは非合法である為ために、詳しよう細さいな事情を電話で話すのを嫌いやがる傾けい向こうが強い。


　今回の一件もそれであった。


『魔族が出た』という事で引っ張ぱり出された訳だが……出で掛かけていってみると魔族と想おもわれていたのは単なる手て負おいの熊で、しかも彼の現げん場ば到とう着ちやく直前に、地元の猟りよう師し達たちがこれを仕し留とめてしまっていた。


　当然、事実誤ご認にんの責任は彼を呼びつけた依頼者に在あり、違い約やく金きん交こう渉しようだの何だのに入る訳だが……大たい抵ていの場合にここで揉もめる。


　最も早はや、現実的な脅きよう威いが無いからだ。


　後々の利り益えきにも繫つながらない金となれば正当不当の区別無く出し渋しぶるのが人間の常つねである。


　今回の様に、財ざい政せい難なんに喘あえぐ地方の寒かん村そんともなれば、その傾けい向こうは更さらに強い。また相手が無資格の戦術魔法士である以上、契けい約やくの法的拘こう束そく力りよくに訴うつたえられる事も無いだろう──という小こ狡ずるい計算も依頼者側には働いた様だった。


　だがこれはあまり賢かしこい対たい応おうとは言えない。


　無資格の魔法士の中にはこういう場合に、実力行使に出る──つまりは暴ぼう力りよくに訴える者も少なくない。そしてそれだけの力を魔法士という存在は持っているのである。無資格の魔法士を呼びつけたという以上は、依頼者側にも公的権力に頼たよれない事情が在る訳で……迂う闊かつに戦術魔法士に対して違約金を値ね切ぎろうものなら、結果として『素す直なおに払はらっていた方が何百倍もマシだった』という事じ態たいになりかねない。


　もっともその意味でレイオットは異い常じような位に良心的と言えたろう。


　彼は必要経けい費ひ──つまりは往復の旅りよ費ひだけを受け取ってそのまま帰き路ろについたのである。


　無む論ろん、これは彼が善人という訳ではない。元々金きん銭せんにあまり執しゆう着ちやくの無い彼にしてみれば、村の連中と押おし問答をするのも、まして魔法士の力を誇こ示じして恐きよう喝かつ行こう為いに出るのも、ただ単純に面めん倒どうくさかったのである。


「まあ……ちょっとした旅行だと想えば腹も立たないよな」


　呟つぶやくように言って──ふと言い訳じみているかと思い、傍かたわらに一いち瞥べつを投げてみる。


　だが同行者たる少女はまるで何も聞こえていないかの様に無反応だった。ただ淡たん々たんと両手で包つつむ様にティーカップを持って、特に美う味まくもない香茶に口を付けている。フードの中の眼めはレイオットの方を向いてさえいない。


「…………」


　応おう対たいの必要を感じれば簡かん潔けつな言葉で、必要を感じなければ無言で以もつて応じるのがこの少女の常つねである。気まずいなどという感情は恐おそらく彼女には縁えん遠どおいものであろう。


　カペルテータ・フェルナンデス。


　諸もろ々もろの事じ情じようでレイオットの同居人というか助手をしている──世せ間けん的てきにはレイオットの愛人だとも言われている様だが──半魔族ハーフ・ブルートの少女は、何ど処こで誰を相手にしていても同じである。まるで人形の様に愛あい嬌きようが無い。この少女にとって、今生きている人間の中で一番つきあいの長い他人はレイオットの筈はずだが、彼ですら彼女の笑った所は未いまだかつて見た事が無い。彼女の異い常じような生い立ちを考えれば、それは無理からぬ事であるのだが。


　紅あかい眼と髪かみと、そして眉まゆの代わりに備そなわった紅い球面という異い形ぎようを備えたカペルテータは、船内であるにもかかわらずフードを被かぶったまま己おのれの容よう貌ぼうを隠かくしていた。時とき折おり、他の乗客から奇き異いな視線を注そそがれる事はあるが、わざわざフードの中身を詮せん索さくしようとする様な物好きや暇ひま人じんは居ない様だった。


「さて──」


　レイオットは窓から改めて船外の情じよう景けいを──といってもひたすら海が見えているだけだが──を眺ながめつつ言った。


「どうするかな」


　船がトリスタンに着くのは今日の深しん夜や──それまでにはまだ数時間ある。


　狭せま苦くるしい船室にこもっていても退たい屈くつなので、今はこうして船内カフェに居るが……いつまでもここに居い座すわる訳にもゆくまい。限界まで粘ねばったとしてもカフェの営業時間は午後九時までである。


　子供だましを覚かく悟ごで船内の娯ご楽らく施し設せつを利用するか、売店で雑誌でも買ってくるか──そんな事を考えてレイオットが腰こしを浮うかした時。


「──やっと見つけた！」


　そんな声が彼の後こう頭とう部ぶに当たった。


「…………？」


　振ふり返るレイオット。


　船内カフェの入り口──そこには、ついさっき第二甲かん板ぱん上で出会った少女が頰ほおを紅こう潮ちようさせて立っていた。


　小こ柄がらだが……とても存在感が在あるというか、よく目立つ少女である。


　栗くり色いろの癖くせの強い髪を短く整ととのえている為ために、活動的な印象──というか何ど処こか腕わん白ぱく少年を思わせるものがある。両腰に手を当てて立っているから尚なお更さらだ。


　年の頃ころは大体十代半ばであろうか。


　もっとも単に小柄な体たい軀くと童どう顔がんのせいでやや幼おさなく見えるだけで、実じつ際さいには二十歳はたち前後、という事も有り得る──ある知り合いの顔をふと思い浮かべながらそんな事をレイオットは考えていた。


「返すわよ」


　少女は憤ふん然ぜんたる足取りで近付いてくると、レイオット達のいるテーブルに先さき程ほど彼が渡わたした百ドルク札を置いた。


「安く見ないで」


「……足りなかったか？」


「じゃなくて！」


　テーブルを叩たたいて少女は言った。


　何なに事ごとかとカフェに散見する客達がこちらを眺ながめてくる。だが少女は構かまわず──単に周りが見えていないだけなのかもしれないが──不ふ機き嫌げん丸出しの表情でレイオットに向かって言った。


「貴方あなたにはどう見えたのか知らないけど──別にこんなの貰もらわなくても言いふらしたりしないわよ。見み損そこなわないで」


「…………ふむ」


　レイオットは机の上の百ドルク札をぼんやりとした表情で眺め──


「……なあ、お嬢じようさん」


「何よ？」


「黙だまっててくれるのは嬉うれしいんだが」


　レイオットは微び苦く笑しようを浮かべながら言った。


「このまま大声で叫さけばれると、結果的には余よ計けいな注目を集めてしまって困こまるんだが？」


「…………！」


　慌あわてて周囲を見回す少女。


　レイオットの言う通り、周囲の船客達の視線が自分に向いているのに気付き、彼女は表情を引きつらせて黙り込んだ。やはり興こう奮ふんする余あまりに周りが見えていなかったらしい。


「ま──落ち着いてくれ。良かったら座すわって」


　レイオットは肩かたを竦すくめて自分の隣となりの椅い子すを勧すすめる。


「…………」


　少女はしばし躊躇ためらうかの様にレイオットと椅子を見比べていたが──やがて溜ため息いきを一つついて、すとんとその上に腰を下ろした。


「何か飲むか？」


　とレイオットは手元に在った品書きメニユーを少女の方に滑すべらせる。不ふ審しんげな表情でこちらを眺めてくる少女の青い瞳ひとみを平へい然ぜんと見返しながら、レイオットは言葉を繫つないだ。


「別に茶の一杯ぱいで買収しようとは想おもってないから安心してくれ」


「……じゃ、じゃあ林りん檎ごジュース」


　片手を挙あげて船内カフェのウェイトレスを呼び、少女の選んだ品を伝えるレイオット。ウェイトレスが去ると彼は改めて少女に向き直った。


「で……わざわざこれを返しに？」


　と指先でテーブルの上の百ドルク札を叩く。


「そうよ。あちこち探し回ったんだから」


「律りち儀ぎな子だな……」


　再び苦笑を浮かべるレイオット。


　少女は彼を真正面から見み据すえながらきっぱりとした口く調ちようで言った。


「豊ゆたかな生活はしてないけど、いわれのないお金を貰もらう様な教育は受けてきてないのよ」


「御ご立りつ派ぱ」


　レイオットは肩を竦めた。


「それと」


　少女はふと想い出したようにちらりとカペルテータを振り返る。


「単純に個人的な興きよう味み」




[image: ]


「ふむ？」


「ＳＡとかＣＳＡとか」


「……なるほど」


　レイオットは頷うなずいた。


　魔法中毒患者ＳＡ。そして先天性魔法中毒患者ＣＳＡ。


　これは法律の条文にも記き載さいされる正式名めい称しようであるが、一いつ般ぱん的てきにはそれぞれ『魔族メレヴエレント』『半魔族ハーフ・ブルート』という侮ぶ蔑べつ混じりの呼こ称しようの方が通りが良い。最近は新聞や雑ざつ誌しでもこの呼称を使う所が多く、むしろ正式名称の方を知らない人間も居いる筈はずだ。


　逆に言えばわざわざここでＳＡ、ＣＳＡという言葉を使う以上、ある種しゆの興味と理り解かいをこの少女は持っているという事になる。少なくともＣＳＡ本人の前で『半魔族』などという蔑称を口にしない程てい度どには。


「ま……最近は若い連れん中ちゆうの間に妙みような本も出回ってる様だしな」


「〈黒本〉の事？」


「知ってるか。まあそうだろうな」


〈黒本〉。


　真っ黒に塗ぬり潰つぶされた装そう丁ていの、魔法関かん連れんの知ち識しきを記き載さいした密みつ造ぞう本ぼんは若者を中心に今大量に出回って問題となっている。


　そもそも魔法関連の各種資料は魔法士ソーサリイか魔法監かん督とく官かん、モールド・エンジニア、あるいは研究者しか閲えつ覧らん出来ないと法律に定さだめられているのだ。強大な力を発はつ揮きできる魔法が各種違い法ほう行こう為いに用いられれば治ち安あんが乱れる上──不ふ適てき切せつな魔法の行使は使用者の存在そのものを冒おかす。その結果、魔法中毒患者ＳＡと呼ばれる者達が大量発生すれば、国家の存そん続ぞくどころか人類社会の存続さえも危あやうい。


　魔法士が資し格かく職しよくであるのはこの為ためだ。


　だが問題の〈黒本〉はその一般閲覧の禁止された知識を安あん易いかつ安価に市場に流りゆう通つうさせてしまった。元々はとある組織が量産した違法なモールド〈シェル〉の付属品──取マ扱ニ説ユ明ア書ルとして刷すられたものであったのだが、〈シェル〉の製造元が摘てき発はつされて供きよう給きゆうが途と絶だえた後も、様さま々ざまな業者によってこの取扱説明書だけは複ふく製せいが取られ、〈黒本〉としてあちこちに出回る事になったのである。


　これに最初に飛びついたのは思し春しゆん期きの少年少女であった。反はん抗こう期きの子供達、特に不良学生の様な連中にとって『違法』とは『勇気』の同どう義ぎ語ごである。しかもそれが強大な魔法の力の解説書となれば彼かれ等らの興味を引かない筈はずが無い。


　だが……彼等が幼よう稚ちな冒ぼう険けん心しんを満足させている内はまだいい。


　大多数の者達は禁きん制せい品ひんを密ひそやかに所しよ持じする事そのものに喜よろこびを見いだしている様だが、中には時とき折おり、何かの理由で自じ暴ぼう自じ棄きになり、モールドも無く魔法を使って『人間を止やめる』者達が居る。明らかにこれは一種の自殺であるのだが……それでもなお魔法は魅み力りよくであるのか、それとも人間や世界に絶ぜつ望ぼうした者が多いのか、〈黒本〉の売れ行きは止まらず、魔族事件も増ぞう加かの一いつ途とを辿たどっている。


　しかし……


「何度も言うけど安く見ないで」


　少女は睨にらむ様にして言ってくる。


「あんなもの買って喜ぶ様な馬ば鹿かじゃない積つもりよ。私はね──これでも魔法監督官目指してるんだから」


「……ほう？」


　レイオットは眼めを瞬またたかせて眼前の少女を眺ながめた。


　魔法監督官。正確に言えば労務省魔法管理局魔法行使監督官。このアルマデウスにおいて各種魔法が正しく行使されているかを管理する公務員である。


　扱あつかうものがものだけに、その管理者は有ゆう能のうたる事が当然の如ごとくに要求される。公務員資格の中では魔法監督官は難なん関かん中の難関と言えた。


「君、幾いくつだ？」


「十八よ。今年大学受じゆ験けん。トリスタンの大学に入ろうと思って下見に行くところ」


「なるほど」


　ちなみに魔法監督官試験は一部の特とく例れいを除のぞくと、四年制大学の教きよう養よう学部を修しゆう了りようしているか、それに同どう等とうとされる教育を受けている事が受験資格となる。


「名前を聞いていいかな？」


「人に名前を尋たずねる時は──」


「まず自分から名乗るのが礼れい儀ぎ──か。確かにな。俺おれはレイオット・スタインバーグ。こっちはカペルテータ・フェルナンデスだ」


　苦く笑しようしながら言うレイオット。


　満足したのか、少女は小さく頷いて──


「私はナレア。ナレア・シ──」


　少女の言葉は中ちゆう断だんを余よ儀ぎなくされた。


　唐とう突とつな轟ごう音おんが船内に響ひびき渡わたったからである。当然ながら船はずっと航こう行こう中ちゆうである為ため、エンジンから発せられる鈍にぶく低い轟音は常に船内を満たしていたが──それとは明らかに異ことなる突とつ発ぱつ的てきな音だ。


「……爆ばく発はつ!?」


　ナレアが表情を変えて音の響いてきた方向を振ふり返る。


　それは確かに爆ばく音おんに似にてはいた。しかし彼女が振り向いた方向は機き関かん室しつの在ある船せん尾び側がわではなく、車両を満まん載さいした脚あし下もとの第三あるいは第四デッキでもなく──船せん橋きようの在る船せん首しゆ側がわであった。そちら側には特に爆発するものなど無かった筈なのだが。


「レイオット」


　不ふ意いにカペルテータが顔を上げて言った。


「魔族メレヴエントです」


「…………」


　レイオットも顔をしかめて船橋の方を振り向く。


　丁ちよう度どそちら側から船内通つう路ろを通って何人もの人間が血相を変えて逃にげてくる姿が見えた。


「──え？」


　ナレアは咄とつ嗟さに何の事か分からなかったらしい。当とう然ぜんと言えば当然だろう。いきなり『魔族だ』と言われても即そく座ざに理り解かい出来る筈もない。街まち中なかで『虎とらが出ました』と突然告げられる様なものだ。


「……まずいな」


　レイオットは顔をしかめて言った。


　カペルテータは、魔法が行使される際さいに発はつ生せいするある種の波は動どうを感かん知ちする事が出来る。そしてその能力のその精せい度どは簡かん易い魔ま力りよく計けいよりも高い。彼女が『魔族が居る』と言えば間ま違ちがいなくそれはこの船の中に居るのだろう。


　その事そのものについては別に問題は無い。


　レイオットは戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストである。魔族と闘たたかう事に関しては間違いなく専せん門もん家かだ。


　だが──


「キャリアは第四デッキか……」


　彼の商売道具は、他の武器類と共ともに車の中である。


　そもそも乗っ取りハイジヤツク事件等を防ふせぐ為ための手続きとして、乗船の際さいに乗客は簡かん単たんな身体検けん査さを受けるのが常つねだ。故ゆえに今のレイオットはナイフ一本持っていない。


　また、航こう海かい中ちゆうは車上荒あらしを防ぼう止しする為に、車両を搭とう載さいする第四、第五デッキには入れない様、鍵かぎがかけられてしまっている。簡単な鍵ならレイオットにも開けられるが、最近の複ふく雑ざつな構こう造ぞうのものともなると手の出しようが無い。


　つまり──魔族と闘おうというのなら、レイオットは封ふう鎖さされている第四デッキに至る方法を早さつ急きゆうに考えねばならないのだ。素す手でで魔族に挑いどむ程ほど、絶対確かく実じつな自殺法は無い。


　そして──


「──来ます」


　カペルテータの宣せん告こく。


　その瞬間──レイオット達が居る船内カフェを爆ばく風ふうが襲おそった。





　　　　●　　●　　●





　船内は大混乱に陥おちいっていた。


　原因が不明でも船内で爆ばく発はつが起きればすぐに『事故』や『沈ちん没ぼつ』へと連れん想そうが繫つながる。そして逃げ場の無い洋よう上じようともなれば恐きよう怖ふ感かんは簡単に増ぞう殖しよくして人間の理性を押おし潰つぶすものだ。


　しかも──こうした場合、即そく座ざに行われるべき船内放送も沈ちん黙もくしたままだった。


　乗務員達でさえ状じよう況きようを把は握あくできていなかったからである。


　爆発音の発生源と思おぼしき船せん橋きようには船内通話が繫がらず──仕し方かたなく事じ態たいの把は握あくに向かった乗務員達は船橋に近付くにつれて濃のう密みつになる臭しゆう気きに顔をしかめた。


　血けつ臭しゆうである。


　あるいは……ここで怖おじ気けづいて引き返していれば被ひ害がい者しやの数は何名か減へっていたかもしれない。だが不幸にも乗務員達は責任感と使命感を人一倍持ち合わせていた。彼かれ等らは口元を押さえて鉄てつ錆さびめいた臭においと沸わき上がるおぞましい予感に耐たえながら、船橋の中へと踏ふみ込んだ。


　そこで彼等が見たのは──


「…………!?」


　まるで別世界だった。


　自分達が何ど処こに脚あしを踏み入れたのか──一瞬乗務員達は理解できなかった。それ程までに船橋内部の印象は変わってしまっていたからである。


　紅あか。紅。紅。紅。見えるのはただひたすらの──深しん紅く。


　色しき覚かくがおかしくなってしまったのかと先まず乗務員達は己おのれの眼めを疑うたがった。船橋は完全に紅一色に塗ぬり潰つぶされており──しかも如い何かなる力が炸さく裂れつしたものか、各種操そう船せん用よう機き材ざいは一いち様ように、巨きよ大だいな鉄てつ槌ついで叩たたき潰したかの様にへしゃげていた。すぐさま沈没する様な事は無いかもしれないが、最も早はや〈グアルネーリ号〉に自じ律りつ航こう行こうする能力は無いだろう。


　船橋内を染そめ尽つくす塗と料りようの正体に思い至いたった瞬しゆん間かん、耐えきれずに乗務員の一人が床ゆかに胃の中のものをぶちまけた。


　よく見れば──紅い船橋のあちこちに不自然にへばり付いているものが在る。機械ではない何かの柔やわらかな残ざん骸がい。それが同どう僚りようのなれの果はてなのだと乗務員達全員が気付くには数秒を要ようした。それ程までに船橋要員の遺い体たいは分ぶん断だんされ、破は壊かいされていたのである。まるで悪あく趣しゆ味みな祭りの飾かざり付けの様に腸ちようが壁かべ際ぎわに長々と張はり渡され、左半分になった真っ赤な顔面が亀き裂れつの入った強きよう化か硝子ガラスに張り付いたまま、恨うらめしげに同僚達を見つめていた。


　そして──


「まっかっかっかっか」


　笑っている──のだろうか。


　ほぼ完全に紅く塗り尽くされた船橋の真ん中で、尚なおも全すべてを紅に染せん色しよくせんと励はげんでいる異い形ぎようの存在が居た。床に溜たまった大量の血を両手ですくっては自分の身体からだに塗りつけ、あるいは手近に在った機材の残骸に塗りつけ、文字通り血の泥でい濘ねいの中から内ない臓ぞうや肉片を拾っては表に裏にと何度もひっくり返しては満足げに頷うなずいてそれらを壁や機材の残骸に貼はり付けている。


「……！」


　息を呑のむ乗務員達。


　それは──当然の事ながら人間などではなかった。かつては人間であったのかもしれないが、既すでにその姿形は人間という存在の定てい義ぎから大きく逸いつ脱だつしてしまっていた。


「かか。かかかかかかッ。かかか──」


　それは鎌かまだった。


　何に似ているかと問われれば『鎌』が一番近い。農作業で作物を刈かり取るあの道具である。頭部は前後に一メルトル以上も伸のび、その先せん端たんは尖とがっている。ゴムか何かで造つくられた人形の頭を無理矢理前後に引っ張ればこんな感じになるのかもしれない。まるで鳥の嘴くちばしの様に尖りきったその先せん端たんで、おまけの様に備そなわった二つの鼻び腔こうがぴくぴくと動き、瞼まぶたの無い妙みようにまん丸の双そう眸ぼうが魚のそれの様に左右を別々に眺ながめている。


　体たい軀くは細い。どうやってその頭部を支えているのかと思える様な、枯かれ木の如ごとき胴どう体たいがあり、そのあちこちに──てんでばらばらな位置から、やはり異い様ように細く長い手足が総そう計けい六本、昆こん虫ちゆうの如ごとく生えている。胴体の下端から生えている二本の縄なわ状じようのものは異い様ような頭部との均衡バランスをとる為ための尻尾しつぽか……あるいは生せい殖しよく器きなのか。


「まっかにぬりぬり。ぬりぬーり。ぬりりりり。まっかっか」


　無む茶ちや苦く茶ちやだ。


　どういう骨こつ格かくでどういう筋きん肉にくなのか。内臓はどうなっていて神しん経けいはどうやってこの身体を制せい御ぎよしているのか。全くの謎なぞだ。真っ当な生物学者であればこの化け物を見た瞬間に頭を抱かかえただろう。生物の形けい態たいに必然として備わる機き能のう美びがそこには全く無かった。


　魔法中毒患者ＳＡ。


　それは魔法に冒された人間のなれの果て。悪あく夢むの如き姿に強きよう大だい無む比ひな魔法の力を備え、人間を本能的に襲おそう怪かい物ぶつ。人間の中より生まれ出いでる人間の天敵。


　故ゆえに彼等は多くの場合に無む味み乾かん燥そうな正式名めい称しようで呼ばれる事は無い。


　人々は限りない嫌けん悪おを恐きよう怖ふを込めてそれを──魔族メレヴエレントと呼ぶ。


「すみからすみまでまっかっか。ぼくのおへやはまっかっか。おさるのおしりもまっかっか。でっかいゆうひもまっかっか。なにからなにまでまっかっか～」


　あまりの惨さん状じように束つかの間ま呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた乗務員達であったが──彼等は誰からともなく、互たがいの横腹を小こ突づき合い、自らの身体に血を塗りたくるのに夢中の怪物を刺し激げきしない様、ゆっくりとした動作で後こう退たいし始める。


　しかし──


「…………」


　何が魔族の注意を引いたのか──赤い化け物はゆらりと乗務員達を振ふり返った。


　魔族は虚うつろな眼をきょろきょろと動かしながら機械めいた動作と速そく度どで乗務員達に近付いてくる。


　反射的に逃にげようとして──しかし乗務員達はその場に凍こおりついていた。


　魔族のその虚ろな眼を見てしまったからかもしれない。死んだ魚の様な濁にごった瞳ひとみの奥おくで……見る者の正気を浸しん食しよくする高圧の狂きよう気きが渦うず巻まいている。乗務員達は蛇へびに睨にらまれた蛙かえるも同然だった。あるいは本能が告げていたのかもしれない──『どうせ逃げられないから諦あきらめろ』と。


　そこへ──


「……あかくない」


　手を伸のばせば触ふれられる程ほどの距きよ離りに近付いてきた魔族が乗務員達を見つめてそう呟つぶやいた。


「あかくない……ああ……あかくない……そんなのいやっ」


「…………な……」


『何を言って居るんだ』と言いかけて──乗務員の一人はその無意味さに思わず口をつぐんだ。魔族と言葉を交かわす位なら昆こん虫ちゆうに語り掛かけた方がまだ有ゆう益えきだろう。自じ存ぞんする狂気の塊かたまりとまともな意思の疎そ通つうなど出来る筈はずが無い。


「あかくないとね？　やっぱりあかくないとね？　ね？」


「…………やめ……」


「あかくない……？」


　魔族は蜘く蛛もの脚あしの様に細く、それぞれ全く同じ長さの指を四本備えた掌てのひらで、先頭に居た乗務員の顔にぺたぺたと触さわりながら言った。


「あかくない。あああかくない。ああん。あかくないよ──」


　魔族は──叫さけんだ。


「そんなのフキョカッ！」


「──ッ!?」


「まっかになあれッ！」


　魔族がそう叫んだ瞬間──


「ぎッ……!?」


　短い苦鳴と共に魔族に触られていた乗務員が真っ赤に染まった。


　全身から赤い汗あせを──否いな血液を染しみ出させながらびくんびくんと痙けい攣れんする乗務員。だが彼の頭部は魔族ががっちりと押おさえていて微び動どうだにしない。繰くり手の狂くるった操り人形の様に、脱だつ力りよくした手足がびくんびくんと無意味に痙攣しながら跳はねて血の飛ひ沫まつを周囲にまき散らすが、彼は倒たおれる事さえ許されていないのだった。


　恐おそらく全身の毛もう細さい血けつ管かんが破は裂れつしたのだろう。


　魔族の言葉通り全身を鮮せん血けつの深しん紅くに染めながら乗務員は一ひと際きわ激はげしく跳ね──そして動かなくなった。わずか数秒の間に全身の血を出し切ったのだろう。その身体は半分程に萎しぼんで見えた。


「ほらあかくなった。あかいよあかいよきれいだよ」


　魔族は陶とう然ぜんとしながら言った。


　そして──


「みんなもまっかになろう。まっかにまっかに。ぜんぶまっかに。せかいはみんなまっかっかに……かかかかかかッ！　あかくないのフキョカッ！　あおいのもくろいのもきいろいのもみどりのもフキョカッ！　でもだいだいいろはちょとびみょう～」


　魔族が歌う様に言い──絞しぼり滓かすになった乗務員を投げ捨て、別の乗務員を一いち瞥べつする。


　今度は一いつ瞬しゆんだった。


　手も触れていないのにその乗組員は爆ばく裂れつした。


　人体が空気を詰つめすぎた風船の如く膨ふくらむ様は喜き劇げき的てきですらあった。全身の皮ひ膚ふが一瞬にして膨ぼう張ちようし、筋肉が限界を超こえて引き千切られ、放ほう射しや状じように破は片へんと体たい液えきがまき散らされる。


　だが恐るべきは──その後であったろう。


　同どう僚りようの血を浴びて呆ぼう然ぜんとする乗務員達の真ん中に骸がい骨こつが立っていた。


「あ……れ……？」


　まるで骨こつ格かく標ひよう本ほんの様なそれはカタカタと顎あごの骨を動かしながら呆然と呟つぶやいた。


「俺……どうなっ……」


　それは──一瞬にして表ひよう皮ひと筋肉を残らず剝はぎ取られ、骨格と内ない臓ぞうだけになった乗務員の姿だった。肋ろつ骨こつの間では心臓と左右の肺が活発に収しゆう縮しゆくし、その下では消化器系が震ふるえる様に蠕ぜん動どうしている。剝むき出しの頭ず蓋がい骨こつの奥で瞼まぶたを失った眼球が不安げに視線を彷徨さまよわせ、顎の奥で軟なん体たい動物の様な舌が痙攣しながら言葉を紡つむいだ。


「……さむ……い……」


　その言葉を最後に哀あわれな犠ぎ牲せい者しやは瓦が解かいした。


　まさしく支ささえを失った骨格標本の様に、自ら解ほどける様に分ぶん解かいすると、ばらばらになった骨格や内臓が、ばしゃばしゃと足あし下もとに出来ていた血ち溜だまりの中へ落下する。


「まっかだね～まっかっかだね～よかったね～」


　魔族が奇き怪かいな手足を振り回しながら言う。


「つぎのこいってみよお」


「ひっ──」


　この時点に至いたって──ようやく乗務員達の硬こう直ちよくが解けた。恐きよう怖ふによって停てい止ししていた思考が限界を超える異常事態に接せつしてむしろ正常に戻もどったのだろう。狂気が狂気を相そう殺さいしたのである。


「わあああああああああああああっ!?」


　悲鳴を上げて乗務員達は先を争って魔族から遠ざかろうとする。最も早はや刺し激げきするもしないもない。魔族にとって、人間を殺すのは呼吸や食事に等ひとしい行こう為いだ。何気なく至し極ごく当とう然ぜんに──それは人間を殺す。交こう渉しようや説せつ得とくは無論の事、そもそも小こ賢ざかしい駆かけ引きの類たぐいが通用する相手ではないのだ。


　こちらの行動など一いつ切さい関係なくこの怪物は一方的に人間を蹂じゆう躙りんする。神が人の都合など関係なく天てん災さいを地に引き起こすのと同じく。この怪物に出会った生身の人間は、その場で踵きびすを返し脇わき目めもふらずに全力で遁とん走そうするしか生き延のびる術すべは無い。


　しかし──乗務員達はその機きを永遠に逃のがした。


「フキョカッ！」


　何の前触れも無くある乗務員の上半身が破裂した。


　残った下半身の切り口から、人間一人──正確にはその半分──の体内に在あったとは信じられない程の、大量の血がこぼれ出す。神経の制せい御ぎよを失った筋肉が勝手に収しゆう縮しゆくし、内部に残った血液を自ら絞り出しているのだろう。


「フキョカッ！　フキョカッ!!　フキョーカッ!!　カカカカッ！」


　魔族の指が示す順に乗務員達が次々と爆裂していく。


　やはり触れもしないのに乗務員の腹部が風船の様に自ら膨ふくらみ──破裂した。身体からだの真ん中からまさしく花が開くようにして展てん開かいし、その乗務員は己おのれの中のものをぶちまけた。


　怪物は指一本乗務員達に触れていない。


　彼かれ等らを即そく死しさせたものは──言うまでもなく魔族の魔法ソーサリイだ。


　魔法とは事じ象しようの因いん果がを超ちよう越えつして結果だけをそこに現出させる。魔族はこれを生せい理り機き能のうの一部として行使するのだ。望めば炎ほのおを虚こ空くうに生み出す事も、人間を破裂させる事も、あるいは自らの肉体を異形に変形させる事も可能である。


　条じよう理りも常識も一切が魔法の前には屈くつするしかない。その力は時間的空間的な制せい約やくこそあれ──神話に語られる奇き蹟せきに等ひとしいものだった。


　小さな狂くるえる神。


　それが魔族メレヴエレントなのだ。まさしくその行動は問もん答どう無む用よう。理解不能。そもそも魔族は他者に共きよう感かんや理解を求めない。神は神としてただ独立してそこに在り、群むれなければ生存すらおぼつかない脆ぜい弱じやくな人間とは異ことなる。


　故ゆえに──


「ここにもそこにもあそこにもっ！　あかくっ！　あかく！　あかーくっ！」


　魔族が叫び視線を這はわす先々で鮮せん血けつがまき散らされ、爆ばく炎えんが吹ふき上がり、その望み通り船内の情じよう景けいを赤く赤く染め上げていく。無制限に発動する魔法が魔族以外のありとあらゆるものを粉ふん砕さいし、解体し、深しん紅くの狂きよう宴えんの供く物もつとして拝おがむ者とて居ない神に捧ささげていく。


「あーかーいあかーいー！　あかいおかおのおさるさーん！」


　魔族はげらげらと笑いながら次の獲え物ものを探して船内を進み始めた。





　　　　●　　●　　●





　右も左も分からない。


　船内には炎と煙けむりが充じゆう満まんし、視し界かいが殆ほとんど利きかない状じよう態たいになっていた。おまけに悲鳴と怒ど号ごうとそして爆ばく音おんがあちこちで交こう錯さくし、聴ちよう覚かくさえも当てにならない状態である。


　しかも恐きよう慌こう状じよう態たいに陥おちいった人々は、自分が何ど処こに向かっているのかさえ分からない状態にもかかわらず、狂くるったかの様に全力で駆かけ回っている。


「…………」


　船内に満ちる激はげしい混乱。


　濁だく流りゆうにもまれる木の葉の様に、その中を行き来しながら──行き来させられながら、ナレアはふと自分の側そばに居た筈はずのレイオット達の姿が見えなくなっている事に気付いた。


「スタインバーグさん？」


　出会ったばかりの他人だが、それでも知らぬ顔ではない。ナレアは彼かれ等らの姿を探して視線を巡めぐらせるが──しかし見える限りの狭せまい範はん囲いには見当たらなかった。


　心配ではあるが、今は他人の安あん否ぴを気き遣づかっている場合ではない。


「……無ぶ事じだといいけど」


　ナレアの場合、比ひ較かく的てき早くにカペルテータの警けい告こくがあったため、他の客よりは落ち着いているものの──この状態ではいつ暴ぼう走そう状態に陥った乗客達の波に巻き込まれてしまうか分からない。火か炎えんや酸さん欠けつも無む論ろん脅きよう威いではあるが、分ふん別べつを無くした他の乗客に押おし倒たおされた挙あげ句くに踏ふみ殺される恐おそれさえあった。


　まずは落ち着いて事じ態たいの全体を見回せる位置を確かく保ほする事だ。


　ナレアは自分の記き憶おくに従したがって、手て探さぐりで客室から一番近い第二甲かん板ぱんへの道を辿たどり始めた。





　　　　●　　●　　●





　紅あかい鉄てつ製せいのケースには三つの語ご句くが白い文字で記しるされていた。


『消火用ホース』『放水距きよ離り三十メルトル』そして──『長さ二十メルトル』


　最後の数字を確かく認にんするとレイオットは壁かべ際ぎわに設置されていたそのケースを蹴けり開いて、中に丸められていたホースを引っ張り出した。


　今──彼の居いるのは第二甲板の上である。


　魔族メレヴエレントの存在を知ったレイオットの行動は迅じん速そくだった。


　圧あつ倒とう的てきな魔法の力を駆く使しして暴あばれ回る魔族を鎮ちん圧あつする方法はそう多くない。燃ねん料りよう気き化か爆ばく弾だんに代表される大規模殲せん滅めつ兵へい器きでその魔法の処しよ理り容よう量りようを上回る破は壊かい力りよくを叩たたき付け、一いつ瞬しゆんで全身を破壊し尽つくすか、あるいはその絶対防ぼう御ぎよ領りよう域いきたる魔力圏ドメインの反応を上回る超ちよう高こう速そく弾だんによって脳のうを狙そ撃げきするか、さもなくば──同じ魔法で戦うかだ。


　当然ながら戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストたるレイオットの採とるべきは第三の方法である。


　その為ためには──まず商売道具を積つんだ愛車に辿り着かねばならない。


　だが前ぜん述じゆつの通り船内から第四デッキに至いたる扉とびらは航こう海かい中ちゆう、全すべて閉へい鎖さされている。乗務員達の使う非常用の通路も船内には在るのかもしれないが──それを捜さがしている余よ裕ゆうは無かった。


　レイオットの出した結けつ論ろんは単たん純じゆん明めい快かいだった。


　船内から行けないのならば船外から向かうしかない。


　つまり──


「まさかこんな場所で曲芸団サーカスめいた事やることになるとはな」


　引っ張り出したホースの一いつ端たんを手すりに結び付け、何度か力を込めて引っ張ってみて強度を確認。その後反対側を自分の腰こしに巻いて固定。船ふな縁べりの安全柵さくを乗り越こえる。


　縁へりも縁──数センチ先は空中という部分にブーツの踵かかとを引っかけた状態で彼は側に立っていたカペルテータを振ふり返った。


「カペル」


　特に打ち合わせした訳わけでも無いのだが、何もかも心こころ得えた様子でカペルテータはレイオットの側に歩み寄る。レイオットが彼女を抱だき上げて柵を越えさせると、彼女は素す直なおに彼の身体からだに手を回してしがみついた。


　抱ほう擁ようと呼ぶには少々際きわどすぎる状じよう況きようではある。レイオットはわずかに苦く笑しようを浮うかべつつ彼女を覆おおう様にコートを翻ひるがえし──


「離はなすなよ」


　そして躊躇ためらいも無く甲板を蹴けって空中に身を躍おどらせた。


　一瞬の浮ふ遊ゆう感かん。


　恐ろしい程の速度で甲板が上じよう昇しようし海面が近付いてくる。


　次の瞬間、レイオットの腹部に強きよう烈れつな衝しよう撃げきが叩たたき込まれた。二人分の体重と数メルトル分の落下で発生した衝撃が打だ撃げきの如ごとくその腹ふつ筋きんに食い込んできたのだ。
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「ぐえっ──」


　少々情なさけない声を上げながらもレイオットはカペルテータの身体を離さず、大きく振り子の様な軌き道どうを描えがいて船体の側そく壁へきに開いた穴から第四甲板の中へと飛び込んだ。


　基本的に重じゆう量りよう軽けい減げんの関係で、この手の大型貨か物もつ船せんの貨物室は側壁に穴──というか大きな窓を幾いくつも設もうけている事が多い。むしろ極きよく言げんを覚かく悟ごで言うならば、第一、第二の甲板は第三甲板の上に築きずかれた橋の様な構こう造ぞう体たいになっており、外側から入り込む為ための隙すき間まは幾つも在ある。


「……ててッ」


　二人して第四甲板の床ゆかを滑すべりつつも何とか停止。


　レイオットは即そく座ざにカペルテータを放し、ポケットから取り出したモールド・キャリアの鍵かぎを彼女に向けて投げた。


「準備頼たのむ」


　無言で頷うなずくと紅あかい髪かみの少女はレイオットの商売道具を積つんだ車──〈モールド・キャリア〉へ向かって駆かけ出す。


「──船が沈しずむ前にケリがつくといいがな」


　衝撃のせいで結び目が固く締しまっているホースを悪あく戦せん苦く闘とうして外しつつ──今ひとつ緊きん張ちよう感かんに乏とぼしいぼやく様な口く調ちようでレイオットは呟つぶやいた。





　　　　●　　●　　●





　眼がん前ぜんに広がる絶ぜつ望ぼう感かんにナレアは眩暈めまいを覚えた。


　頭上には空の蒼あお。足あし下もとには海の碧みどり。


　ナレアの周りには広大な空間が広がっている。周囲を塞ふさぐ障しよう壁へきも無ければ直上を閉とざす天てん蓋がいも無く、無む辺へんとも言うべきこの果てしない領りよう域いきの直中に在りながら──皮肉な事に彼かの女じよ等らは完全に逃にげ場を失っていた。


　現在ナレアが立っているのは〈グアルネーリ号〉の第二甲板の上である。


　比ひ較かく的てき理り性せい的てきな行動の採とれた乗客や乗務員は、煙けむりと炎ほのおとそして何よりも混乱が充じゆう満まんする船内から早々にこの甲板上へと脱だつ出しゆつしていた。船内と異ことなり開けていて可か燃ねん物ぶつの少ない甲板上では煙に巻かれたり炎に囲まれる可能性は低い。


　しかし……そこから先が此こ処こには無かった。


　周囲は全て蒼い死の世界が覆おおっている。


　無論──海に飛び込むという選せん択たく肢しは在った。


　だがそれは事実上自殺するのと大差無い愚ぐ行こうである。


　海水は未まだ身を切る程ほどに冷たく、陸地を遠く離はなれた洋よう上じようでは海かい流りゆうも速い。入水時の心臓発ほつ作さを免まぬがれたとしても、冷たい海水は容よう赦しやなく体温を奪うばう。救きゆう助じよを待つにせよ、自力で陸地を目指して泳ぐにせよ、まず体力は保もつまい。いや──そもそも第二甲かん板ぱんと海面は十メルトル以上の高低差が在る。下手に飛び込めば首なり脚あしなりの骨を折りかねない。


　無論……救きゆう命めい艇ていは在る。


　実じつ際さいに舷げん側そくに吊つられた昇しよう降こう機きを操そう作さして、救命艇を海上に下ろそうとしている乗務員も居た。だがワイヤーに吊られた救命艇の降下速度はあまりに遅おそい。乗客達を満まん載さいした状態の救命艇はちょっとした事でも簡単に均きん衡こうを失ってひっくり返ってしまう──それを防ふせぐ為に一定以上の速度は出せない様になっているのだ。


　とても全員の避ひ難なんは間に合わない。


　何しろ──


「あああああああああっ!?」


　船内に通じる扉。


　開け放たれたそこから今も乗客や乗務員達が必死の形ぎよう相そうでまろび出てくる。


　彼等が恐きよう怖ふで半ば正気を失っているのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。乗客を先せん導どうすべき立場の乗務員でさえもが、恐怖に歪ゆがんだ表情を浮うかべて前の者を押おし出し、突つき飛ばし、一瞬でも早く甲板に出ようと──船内から追ってくる恐おそろしいものから遠ざかろうとしている。


　だが──遅い。


　突とつ如じよとして空中に舞まい上がるものがあった。


「あ……」


　ナレアは眼めを瞬またたかせてそれを見つめる。


　直ちよく視ししても意外に動どう揺ようが少なかったのは、あまりに現実味を欠かいた光景であったからだろうか。


　ひどく軽々しい縦たて長ながの放ほう物ぶつ線せんを描えがいて放ほうり出されたそれらは──扉付近に居た船客達であった。船客達のバラバラに引きちぎられた肉体であった。


　音も光も無い。


　だが強大な爆ばく発はつにさらされたかの様に四し肢しは引きちぎられ、腹部は裂さけて内臓をさらけだす。血の飛ひ沫まつを土ど砂しや降ぶりの雨の如ごとく大量に撒まき散らしながら、船客達の身体からだは幾いくつもの断だん片ぺんとなって甲板の上に、そして他の船客達の上に降り注いだ。


　白い塗と装そうを施ほどこされた甲板が一瞬にして生々しい赤に彩いろどられる。


「ひああ、あ、あ！　ああ！」


「くるな、な、あああ、くるなあっ!!」


　乗客達の悲鳴が響ひびく。


　だが更さらに数名がばらばらに分ぶん解かいされて空中に投げ出され──辛かろうじてその運命を免れた者達は、這はいずり、転がり、あるいはぶちまけられた血の上を滑すべってその場から遠ざかった。まるで──まるで王の登場を知って道を開ける臣下達の如くに。


　そして。


「…………」


　甲板の縁へりに設もうけられた安全柵さくに寄りかかるようにして立ちながら、ナレアは息を呑のんだ。


　船内から悠ゆう然ぜんと姿を現す異形。


　ナレアが初めてそれを見た瞬しゆん間かんに覚えた感情は違い和わ感かんだった。


　食い違ちがう事じ象しようと事象の奏かなでる不ふ協きよう和わ音おん。そこに在るべきでないものが在る事への無意識的な疑問。恐らく他の者達も同じであっただろう。


　だが人々はソレを知っている。


　ソレが何なのかを知っている。


「ま……魔族……!!」


　誰かが喘あえぐ様にして言う。


　ソレは『魔族』と呼こ称しようされるもの。


　人の身には過ぎた力を──魔法を何の準備も方ほう策さくも無く行使した時、人たるものが堕だする狂きよう気きの極きよく北ほく。かつては人間でありながら、人間である事を止やめた怪かい物ぶつ。その精神も肉体も既すでに人間のそれとは遥はるかにかけ離れた──いや断だん絶ぜつした異い物ぶつと化してそこに在る。


「ひいっ……ひいいっ！……」


「逃げ……た……助け……」


　小こ賢ざかしい智ち恵えも知ち識しきも彼かの者ものの前では等ひとしく無力。条じよう理りも常じよう識しきも足下に蹂じゆう躙りんし尽つくしてそれはただそこに在る。在るだけで世界の意味を破は壊かいする。


　故ゆえにこそ人間は国家が正式に認にん定ていした『魔法中毒患者ソーサリイ・アデイクト』などという実感を伴ともなわぬ綺き麗れいな呼称ではなく、恐怖と嫌けん悪おを込めて彼の者を呼ぶのだ──『化け物』と。


「まっか、まっか、まっかっかあああ！」


　鎌かまの刃はの様に奇き怪かいな頭とう部ぶを備えたソレがげたげたと笑いながらそう吠ほえた。


「まっか、まっか、まっかなまっかなれぼりゅうしょんーんんんッ」


「…………あ……ああ……」


　ナレアはその場にへたり込んでしまう自分をまるで他ひ人と事ごとの様に認にん識しきしていた。


　ダメだ。


　こんなものからは逃のがれられない。こんなものには逆らえない。それは自じ存ぞんする理り不ふ尽じんであり具ぐ現げん化かされた絶ぜつ望ぼうそのものだ。神ならぬ人の身でこれに刃向かえる筈はずがない。


　自分はここで死ぬ──ナレアは確信した。


　まだ十七歳さいだとか、やりたいことが一いつ杯ぱいあるとか、今まで質しつ素そに誠せい実じつに生きてきたのにとか──そんな些さ末まつ事じはこの怪物にとっては等しく無意味だろう。問答無用という意味においてこの怪物は竜たつ巻まきや洪こう水ずいといった天てん災さいにも等ひとしい。迫せまり来る暴ぼう風ふうや濁だく流りゆうに命いのち乞ごいをする馬ば鹿かは居いまい。


「……くっ……」


　ナレアは船ふな縁べりの安全柵に縋すがり付く様にして立ちながら背後の海面を見み遣やった。


　今なら未まだ死に方位は選べる。こんな化け物の慰なぐさみものとして意味も無く殺される位なら、海の底で魚の餌えさになった方が遥かにましだ。


　実際、同じ事を思った者達が居たのだろう。あるいは単に後先考えずに怪物から遠ざかろうとしただけか。船縁からこぼれる様にして何人もの人間が海上に飛び降りては、船体の脇わきを流れる波に呑のまれていった。


「もっとあかくそめないとね。あおいのフキョカ。くろいのフキョカ。しろいのフキョカッ!!　ぜんぶフキョカッ！　カカカカカカッ!!」


　魔族が近付いてくる。


　文字通り手当たり次し第だい──否いな、手さえ触ふれる事無く手近な相手を悉ことごとく破は壊かいして血の赤を周囲に撒まき散らしながらナレアの居る方へと歩いてくる。


　安全柵を握にぎるナレアの手に力が入る。


　その気になれば柵を乗り越えるのは簡単だ。そして選せん択たくの猶ゆう予よ時間は恐ろしい早さで減っていく。怪物に弄もてあそばれたくなければ今すぐにでも身を投げるべきだ。しかし自殺を望む理性と生存を望む本能が胸の中で争い──束つかの間まだが彼女は躊ちゆう躇ちよしたのである。


　だが。


　その僅わずかな逡しゆん巡じゆんが、彼女に思っても見なかった光景を見せる事になった。


「──顕イグジスト！」


　叫さけびと共に爆ばく裂れつが発生した。


　ナレアに近付きつつあった怪物は、火か炎えんと共に高々と吹ふっ飛ばされ──人々の遺い体たいや生き残りの船客達の頭上をも飛び越えて、甲板上にそびえ立つ煙えん突とつに叩たたき付けられた。一体どれ程ほどの爆発力であったのか……魔族の身体は下半身が抉えぐり取られて消しよう滅めつしており、上半身さえもが煙突の壁へき面めんに深々とめり込んでいた。


「……えっ…………？」


　呆ぼう然ぜんとその様子を見──そしてナレアは慌あわてて声のした方向を振ふり返った。


　鈍にぶい作動音と共に甲板の端はしに設せつ置ちされていたエレベーター式プラットフォームがせり上がってくる。第三、第四甲かん板ぱんの荷物を上に上げる為ためのものだ。


　そして──


「…………」


　ナレアはただただその姿に見とれた。


　黒い──まさしくくろがね色の人ひと影かげが其そ処こに在あった。


　人と同種の輪りん郭かくを備えながらも遥はるかにごつごつとした威い嚇かく的てきな形状を示すのは、その身に帯びた鋼はがねの装そう甲こう故ゆえであろう。騎き士しの板金甲胄プレート・メイルにも似にては居るが、遥かに絞しぼり込まれた細身の輪郭シルエツトと、装そう飾しよく性せい皆かい無むの無ぶ骨こつな造つくりは、まるで人型に組み立てられた作業機き械かいを想おもわせた。


　右手には剣けんや槍やりの代わりに長ちよう大だいな──まるで多た用よう途と機き関かん銃じゆうの様な装そう置ちを携たずさえており、左肩かたには三点式吊帯デルタ・スリングによってこれまた長い銃身の自動小銃らしきものが揺ゆれている。


「あかかかかかっ！」


　怪物の叫びと共に──その身体からだが恐おそろしい勢いきおいで復ふく元げんしていく。


　断だん面めんから骨こつ格かくの様なものが伸のび、それに神経と血けつ管かんらしきものが絡からみ付いて網あみをなし、虚こ空くうから滲にじみ出る様にしてそれらの空くう隙げきを肉が埋うめていく。わずか数秒で自らの下半身を再さい構こう築ちくした魔族は、煙突の壁面から身を剝はがし、ずるりと甲板上に滑り降りてきた。


　身体の半分を一度潰つぶされた筈なのに──さして痛つう痒ようも感じていないらしい。むしろ怪物は楽しげに声を上げながらその黒い甲かつ胄ちゆう装しよう束ぞくの人影に向き直った。


「あかくないのフキョカッ!!　きみはフキョカ！」


「分かったからもう少し寝ねてろ」


　黒い人影はそう言うと左手に持っていた自動小銃を無む造ぞう作さに構かまえて──撃うつ。


　引き金を引きっぱなしの全自動射しや撃げきである。


　軽けい快かいな銃声と共に打ち込まれた十数発の銃じゆう弾だんに魔族は僅わずかによろめいた。股こ関かん節せつへと集中的に被ひ弾だんしたからだろう。だが下半身を失っても平気な怪物にただそれだけの攻こう撃げきが致ち命めい傷しようとなる筈はずも無い。


　現に魔族は数歩たたらを踏ふむ様にして後こう退たいし、しかしすぐに傷を消して──


「──イグジスト！」


　黒い人影の思おも惑わくは時間稼かせぎに在ったらしかった。


　素す早ばやく操そう作さした右手の長大な機械の先せん端たんを魔族に向けて人影はそう唱となえる。


　先程と同様の強きよう烈れつな爆発が再度魔族を吹っ飛ばし、今度は安全柵さくをも跳とび越えさせてその異形を海の中へと叩き落とした。


　激はげしい水音と共に、魔族の落下で巻き上げられた水みず飛沫しぶきが甲板へと降り注ぐ。


「……これは……これが……」


　ただ呆然とナレアはその黒い甲胄の人影を見つめた。


　特とく殊しゆ拘こう束そく装そう甲こう服ふく〈モールド〉。


　支し援えん用魔法機器〈スタッフ〉。


　これら魔法工学の粋すいを集めて作られた装そう備びを纏まとい、魔族と同じ『魔法』を武器にして人間の天てん敵てきを狩かる傭よう兵へい。常に魔族化する恐きよう怖ふと背中合わせになりながら、しかしその代だい償しようとして地上最強の個人戦せん闘とう力りよくを誇ほこり──それ故にこそ人々からは、畏い怖ふと嫌けん悪おと侮ぶ蔑べつとその他諸もろ々もろの感かん慨がいを込めて『ストレイト・ジャケット』と呼こ称しようされる魔法戦士。


　それが──


「これが……戦術魔法士タクテイカル・ソーサリスト……！」


　初めて間近に本物を見たナレアの声は──畏怖と感動に震ふるえていた。





　　　　●　　●　　●





（……無ぶ事じだったか）


　ちらりとタクティカル・モールドの仮面の奥おくから側そばにへたり込んでいるナレアを見てレイオットは薄うすい笑えみを浮うかべた。


　モールドの確かく保ほを第一優ゆう先せんにした為ため、ろくに安否も確かく認にんせず置き去りにしてしまったが、とりあえずはまだ元気な様だ。他人の生死にいちいち頓とん着ちやくしていては戦術魔法士なんぞは務つとまらないが──一度発生すれば少なくとも二ふた桁けたの死者は出るのが魔族事件ケースＳＡというものだ──それでも多少なりとも言葉を交かわした相手となれば多少の情は移る。


　もっともレイオットはモールドを着ているので、彼女は自分の側に立つ戦術魔法士が先さき程ほどまで船内カフェで向かい合っていた人物だとは気付いていない様だが。


　モールド。


　これは現代に生きる魔法使い達の鎧よろいだ。


　無む防ぼう備びに魔法を使えば即そく座ざに魔族化してしまうこの時代──人間が人間である事を保たもったまま魔法を使う為に創つくり出された拘束装甲。それは文字通り人間を人間の形に留とどめ置く為の『鋳い型がた』なのである。


　そしてその中でも主に戦闘特化型の魔法士──戦術魔法士達の使う拘束装甲がタクティカル・モールドであった。


　だが……このモールドも万ばん能のうではない。


　魔族に比べると人間が魔法を使う事には幾いくつもの大きな制せい約やくが付ふ随ずいする。


（──残り十一）


　その一つが拘束度デユラビツトである。


　注意深い者ならばレイオットの着るタクティカル・モールドの胸むな元もとに在る金具──螺ね子じの様なものが、一つ抜ぬけ落ちて彼の足あし下もとに転がっている事に気付いただろう。


　これが拘束度端たん子しだ。


　魔法を使えば使う程に、一定数の拘束度を魔法士は消しよう費ひする。そしてその拘束度を使い切った時が彼かれ等らの魔法の限界だ。


　それを越こえて魔法を使えば、即そく座ざに彼等は自らが狩る筈であった敵と同じものになってしまう。また、戦闘中に一定以上モールドが損そん傷しようすれば、やはり拘束度は消しよう滅めつして彼等は魔族化する──


「あかあああああああっ！」


　叫さけびと共に巨きよ大だいな水柱が海面から噴ふき上がった。


　一度は海に追い落とされた魔族は、大量の海水と共に高々と舞まい上がり、くるくると回転しつつ甲板の上へと戻もどってきた。


　二度目の爆ばく発はつもまともに食らった筈なのだが、やはり傷きずは既すでに跡あと形かたも無い。魔族の行使する強力な魔法は、たとえ肉体質量の半分を削けずり取られようとも即座に周囲の物質から己おのれの肉体を再構成してしまう。


　魔族を殺す方法は唯ただ一つ──魔法機関である魔族の脳のうを再構築不可能な段階にまで破は壊かいするしかない。


「海水浴は楽しめたか？」


　視界の端はしでナレアや生き残った人々が現場から遠ざかっていくのを確認しつつ──魔族の注意を自分に向けておくべくレイオットは言った。


「あかくない。あかくない。ひどいひどいよ。あかくないよ」


　身を震わせながら魔族は言った。


　確かに犠ぎ牲せい者しや達たちの血で真っ赤に染まっていた甲板は、魔族が戻ってきた際にぶちまけられた海水で殆ほとんど洗い流されてしまっている。


「そりゃ悪かったな──って俺おれのせいじゃねえだろ」


「あかくないのはフキョカッ！」


「ピンクはダメか？」


「………………」


　意外な事に魔族は束つかの間ま考え込む様子を見せたが──


「びみょう」


「さよか」


「くろいのはフキョカ！」


　言いながら魔族が頭を振ふると──その周囲に幾いくつもの火か炎えん球きゆうが発生。次の瞬しゆん間かん、直ちよつ径けい二メルトルにも達しようかという炎ほのおの塊かたまりは、それぞれ奇き怪かいな軌き道どうを描えがきながらレイオットに襲おそいかかってきた。


　魔法には射しや程てい距きよ離りが在ある。


　魔力圏ドメインと呼ばれる一定領りよう域いき──その中ではありとあらゆる物質を、認にん識しき力りよくの及およぶ限り恣し意い的てきに魔族は操そう作さする事が出来る。一いち瞥べつするだけで人間を弾はじけさせ、炎を生み出し、肉体を再構築する事が可能だ。魔力圏は多少変形させる事でその効こう果か範はん囲いを伸しん張ちようさせる事は可能だが、それとても限界が在る。


　魔族がその外側の敵を攻こう撃げきしようとした場合、こうして何か物理現象に変へん換かんした攻撃力を叩たたき付けるしかないのである。逆に言えば、魔族のこの魔力圏の広さとその反応速度を──言うなれば魔族の間合いを見み極きわめる事は対魔族戦せん闘とうを行う戦術魔法士の基き礎そと言えた。


　レイオットは素す早ばやくスタッフの呪文書式板選択器スペル・タグセレクターを操そう作さ。選択呪文は〈デフィレイド〉。更さらに操桿ボルトを前後させて疑似詠唱端子キヤスターを動かし、呪文書式板スペル・タグの上に刻まれている基礎級呪文を励れい起きさせる。


「イグジスト！」


『顕れよイグジスト』──その一語、撃発音声トリガー・ヴオイスを契けい機きとして魔法の書式は現実事象へと転てん化かされる。〈デフィレイド〉、即すなわち遮しや蔽へい用よう平へい面めん力りき場ばを構築する魔法は、レイオットのすぐ前に障しよう壁へきを発生させ、彼とそして彼の背後で逃にげようとしていた人々を、火球の直ちよく撃げきから守った。


　ちいん。


　レイオットの足下にまた一つモールドから剝はく離りした拘束度端子が落下する。


　残り拘束度デユラビツト数──十。


「イグジスト！」


　間かん髪はつ入れず呪文書式を再選択、レイオットが放った〈ブラスト〉──第一の劫ごう火かと呼ばれる爆ばく裂れつの魔法は、甲かん板ぱんの上に強きよう烈れつな火炎と衝しよう撃げきを生み出した。


　だが──


「まっかあああああっ!!」


　その異形からは想像もつかない敏びん捷しようさで魔族は横へと移動。〈ブラスト〉の直撃を避さける。どうやら二度喰くらった攻撃を警けい戒かいして避ける程度の知能は残っているらしい。


　レイオットは、左手で補助武装の自じ動どう小しよう銃じゆう──〈リバース・ペット〉を連れん射しや。小しよう口こう径けい高こう速そく弾だんが次々と怪物の身体からだにめり込み、血しぶきを上げる。


〈リバース・ペット〉の弾たまは通常のライフル弾に較くらべても遥はるかに高い初しよ速そくを誇ほこり、位い階かいの低い魔族相手であれば魔力圏の反応速度よりも速く相手の肉体に到とう達たつする。上う手まく使えばこの銃で魔族を倒たおす事も理論的には不可能ではない。


　しかし──


「いていていていていてええええええ」


　そう叫さけぶや否いなや、魔族は一回転。


　その身体に食い込んでいた銃弾は全すべて遠心力で引きずり出されたかの様に、ばらばらと甲板の上に落ちた。理論と実じつ践せんはやはり違ちがうという事だ。


「……しかし参ったな」


　呟つぶやきつつも船客や乗務員達が充じゆう分ぶんに戦せん闘とう現場から離はなれた事を確かく認にん──レイオットは更さらに状じよう況きようを移すべく走り出した。


　魔族の魔法がその後を追って炸さく裂れつ。炎球が甲板の上に次々と叩たたき込まれ、大穴を幾いくつも開けてゆく。時折、その炎や熱が可燃物に引火して、甲板のあちこちに小規模な火か災さいが発生していた。


「──あまり〈ブラスト〉系を使いまくる訳にもいかんか」


〈ブラスト〉系の魔法は攻撃用魔法の基本だ。


　熱と衝撃で相手を破壊する為ために、単なる衝撃、あるいは熱に特とつ化かした攻撃よりも制せい圧あつ力りよくは高い。だがその分、精せい密みつな攻撃にはあまり向いていないという側面も在る。あまり乱らん発ぱつしては使い手自身が己の放った炎に巻かれて死ぬ事になる。


　更に──海上とはいえ船の上には火災も起きる。


　あまり派手に〈ブラスト〉を連発して船を沈ちん没ぼつさせてしまっては、彼の愛用してきたモールド・キャリアも海の藻も屑くずと化してしまう。それは出来れば避けたかったし──それにも増してモールドを着たまま海に投げ出されては、いかにレイオットとても溺でき死しするしかない。


「ならば──」


　銃撃を行って魔族の気を引きつつも、レイオットは魔族の攻撃で甲板に開いた穴に飛び込んだ。


　途と中ちゆう、穴の縁ふちに一度手を引っかけて勢いを殺してから第二甲板の下──第三甲板へと降りる。着地してその場に立ち上がる様な愚ぐは冒おかさず、落下の勢いそのままに素早く転がって衝撃を逃がし、壁かべ際ぎわに移動。


　周囲には車止めで固定されたトラックや貨物台車に載のせられたコンテナが幾いくつも並んでいた。船内空間としては相当に広いが、これらの貨物が遮しや蔽へい物ぶつとなっている為に見通しはあまり良くない。


「まっかに。まっかに。かかかか」


　狂きよう気きを孕はらんだ声が降ってくる。


　レイオットを追い掛かけて穴から魔族が第三甲板へと降りてきたのだ。元々人間離れした形状ではあったが、天てん井じようや壁へき面めんを這はうパイプに長く細く伸のびた手足を引っかけ、立体的に這い回る様は獣けものですらなく……虫の動きに近い。


「フキョカッ！」


　魔族の叫びと共に不ふ可か視しの力場が発生。


　衝撃が手近に在ったコンテナの壁面を叩く。鋼こう鉄てつの箱はあっさりと引き裂さかれ、中に積つまれていた麻あさ袋ぶくろが中身の穀こく物もつをこぼしながら甲板の上に滑すべり落ちた。


　魔族にすればレイオットを見失った事で起こした癇かん癪しやくの様なものであろうが──狙ねらっての事であろうと無かろうと、こんなものを食らえばたとえ装甲を身に纏まとっていても一撃でばらばらだ。


　レイオットはコンテナの間を走りながらスタッフを操作して無音詠唱ダムキヤスト。


　そして──
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「フキョカ！　フキョカ！　フキョカッ！　がぎぎぎぎ」


　魔族は苛いら立だたしげな声を漏もらす。


　忌いま々いましい戦術魔法士を見失ったからだ。


　第三甲板の上に幾つも並ぶ車両やコンテナ群ぐんは、まるで迷めい路ろの様な構造を成していた。見通しが悪い上に中ちゆう途と半はん端ぱに音が反はん響きようしている為ため、足音は聞こえてくるのだが、相手の位置がよく分からない。


「あかかかか。がが。あがぎぎぎぎ」


　奇き怪かいな脚あしをわさわさと動かして魔族は第三甲板の上を徘はい徊かいする。


　戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストの姿を見失っている状態では、大だい胆たんと言う他ほか無い行動であるが──元より魔族には警けい戒かい心しんなどという消しよう極きよく的てきな心理状態は存在しない。魔族は自分が人間に対して圧あつ倒とう的てきに優ゆう位いである事を本能的に知っている。蟻ありを恐おそれる象ぞうが居ないのと同じく魔族は人間を恐れない。少なくともその攻撃を恐れて身を隠かくすとか逃げるとか、そういった発想はこの怪物には無いのだ。


　だが──それが戦術魔法士達のつけいる隙すきとも言える。


「まっっっかっかっ～～～……………びいーんむッ！」


　魔族は叫ぶや否や尖とがった鼻先から赤い一線ビームを迸ほとばしらせる。


　線が斜ななめに走ると、その先に在ったコンテナの上半分が赤い霧きりの様なものに包つつまれながらゆっくりと──ずれた。次の瞬しゆん間かん切り落とされたコンテナの一部は、大きな質量を持った鋼鉄同士が打ち合う音を派は手でに響ひびかせながら第三甲かん板ぱんの上に転がる。


　魔族の放つ赤い一線。


　それは──超ちよう高圧で噴ふん射しやされた血液だった。


　工業加工装置の中には高圧を掛けた水流で鉄の表面に着いた錆さびを削けずり落としたり、更さらに高い圧力を掛け、水流を刃は物ものの如ごとく使って金きん属ぞくを切せつ断だんするものが在る。原げん理り的てきにはそれと同じだろう。切断された物体が赤い霧に包まれるのは、対象物を切断した後、急きゆう激げきに勢いを失った血が飛び散るからだ。


　血流の直径は糸の様に細いが──それ故ゆえにこそ魔族が振ふり回すその赤い刃は恐ろしい切れ味を示していた。さすがに射程は短い上に何枚もの鋼板を貫かん通つうする様な力は無い様だが、こんなものの直ちよく撃げきを受ければ人間など一瞬で輪わ切ぎりにされてしまうだろう。


　しかし──


「びいいいいぃーんむ！　まっかっかびいぃーんむっ！　びいーんむむむむっ!!」


　喚わめきながら死の血流を放ちまくる魔族。


　戦術魔法士を見失った苛立ちから、周りの障しよう害がい物ぶつを全部切り刻きざんで排はい除じよしてしまう事に決めたらしい。赤い刃が幾いく度ども閃ひらめき、第三甲板に並んでいるコンテナやトラックを何台も撫なで切りにしていく。


　切り裂かれた鋼はがねが床ゆかを打つ音と──赤い霧が第三甲板をに充じゆう満まんした。このまま数分もすれば魔族の刃はこの〈グアルネーリ号〉の第三甲板そのものを切り刻みかねない状態だが、その事に魔族が気付いているとは思えない。たとえ気付いていても止やめるかどうかは分からないが。魔族に常じよう識しき的てきな判断を求める程ほど虚むなしい事は無い。


「まっかっかなびいいいいいいいいいいい──んむッ!!」


　だが──


　魔族の叫びに挑いどむかの如く──高々と咆ほう吼こうするエンジン。


「──あかっ!?」


　反射的に振り返った魔族は大型のガソリン式トラックの一台が後進バツクしながら迫せまってくるのを見た。通常の──バックミラーで後方を確認しながらの様な安全速度ではない。恐らくアクセル・ペダルを床まで踏ふみ込んでの急加速である。


　壁の様な貨物部の鋼こう扉ひが巨きよ大だいな鉄てつ槌ついの様に魔族へと襲おそいかかる。


「びいいいいいいいいい──んむっ!!」


　魔族は当然ながら血流を放つ。


　しかし──


「あかかっ──!?」


　トラックは止まらなかった。


　血流の刃には、一いつ旦たん慣かん性せいのついた重じゆう量りよう物ぶつを止めるだけの衝しよう撃げきを与あたえる事は出来ない。その鋭するどさは確かに脅きよう威いなのだが──逆に鋭さ故ゆえに切せつ断だんする事には優すぐれていても、衝撃を与えて対象を停止させたり破は砕さいしたりする様な『面』としての力には欠けるのだ。


　無論、魔族の能力であれば衝撃波や力場を形成する事も出来る。


　だが当然ながら『血流の刃を打ち出す』事に特化していた魔力圏ドメインの機能を切り替かえるにはどれだけ短くても時間を要する。それはせいぜいが一瞬としか言い様の無い時間ではあったが──速度の乗ったトラックが数メルトルの距きよ離りを走そう破はして魔族に激げき突とつするには充分な時間であった。


「あかかかかかかかかかかかかかっ!?」


　魔族が叫さけびを上げる。


　更に数メルトルを、魔族を後部に張り付かせたままトラックは走行。そのまま第三甲板の壁かべに衝突した。破われ鐘がねの様な音と共に大きく貨物部が歪ゆがみ、びしゃりと壁面に鮮せん血けつが飛び散る。


　人間なら全身の骨を粉砕され、内臓を破は裂れつさせられ、挙あげ句くに血液の殆ほとんどを絞しぼり出されてこれ以上ない位完かん璧ぺきに死んでいるだろう。


　だが魔族は違ちがう。


「あががががががが」


　こもった様な声が第三甲板の上に反はん響きようする。


　ごおんと鋼こう鉄てつのひん曲がる悲鳴と共にトラックの貨物室壁面が膨ふくらみ、爆はぜ割われてその中から魔族が姿を現した。どうやら扉をぶち抜ぬいてトラックの貨物室に入り、そこから更に貨物室側壁をぶち抜いて出てきたのだろう。


　さすがに大型トラックの直ちよく撃げきは効いたのか、その身体からだはあちこちが破は壊かいされて血が滴したたっている。元よりその手足は異い様ようだが、今はさらにおかしな方向にひん曲がっている。もっともそれらは見る間に修しゆう復ふくされて──今にも元の状態を取り戻もどしつつあったが。


「あが…………がががが。あかくないあかくない」


　魔族はぶつぶつと呟つぶやきながら辺りを見回す。


　その頭上からぬっと長い鋼鉄の機き械かいが突つき付けられたのは次の瞬間であった。


「あがっ!?」


「イグジスト!!」


　戦術魔法士の──レイオットの撃発音声トリガー・ヴオイス。


　選せん択たくされていた呪じゆ文もんは魔力圏ドメイン妨ぼう害がいの魔法〈ジャミング〉である。


「いぎっ!?」


　魔族がよろめく。


　魔力圏とは魔法の効こう果か範はん囲いであり魔法の作用を現実に及およぼす為ための媒ばい介かいでもある。そして魔法生物として特化している魔族は、その生物としての機能さえも一部──ないし全部を魔法に頼たよっている。


　つまり極きわめて一時的な事とはいえ、これを阻そ害がいされるという事は、魔族は満足に身動きが取れなくなるという事であり、同時に肉体の修復もままならなくなる。


　無む論ろん、〈ジャミング〉そのものに破壊力は無い。


　だが──


「あがっ……」


「じゃあな」


　レイオットの左手が〈リバース・ペット〉の銃じゆう口こうを魔族に照しよう準じゆんする。


　次の瞬間、驟しゆう雨うの様に降り注いだ小口径高こう速そく弾だんの群れ一弾だん倉そう分三十発は、魔族の全身を貫つらぬき──その奥おくに在った脳をも穴だらけにして破壊した。
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　海上保安局の局員を納なつ得とくさせるには千ドルク紙し幣へいが五枚ばかり必要だった。


「……結局やけに高くついたな。この旅行は」


　欠伸あくび混まじりにそう言ってレイオットはモールド・キャリアを発車させる。助手席のカペルテータはただ無言でそれに応じた。


　頑かたくなな仕し草ぐさで明後日あさつての方向を見ている局員二名の横を通り、港側から第三甲かん板ぱんに直ちよつ結けつされた鋼こう鉄てつ製せいのスロープを下ってモールド・キャリアは──局員達の手元の簡かん易い調ちよう書しよには『ボーズン社製四〇年式小型蒸じよう気き機き関かん式しきトラック／積せき載さい物ぶつ・各種工作機械』と書かれている筈はずだ──〈グアルネーリ号〉から下船した。


　事件発生の翌日。


　乗務員の半数が死亡した上、船体各所に──特に船せん橋きよう周りの操そう船せん用機器に深しん刻こくな被ひ害がいを受け、航こう海かいの続行も危あやぶまれた〈グアルネーリ号〉であるが、駆かけ付けた海上保安局の巡じゆん視し艇ていに先せん導どうされ、アルマデウス海かい軍ぐん所しよ属ぞくのタグボート二隻せきに曳えい航こうされて、何とか予定より六時間遅おくれでサウス・トリスタン港に入港する事が出来た。


　乗客達は簡単な事じ情じよう聴ちよう取しゆの後に解放された──無む論ろん、後日海上保安局に出頭して詳しよう細さいな事情聴取を受ける事を約やく束そくさせられた上での事であるが。『乗客の精神的苦痛を考こう慮りよして』だの『怪け我が人の収しゆう容よう及および治ち療りようを最さい優ゆう先せんする為ため』だのと局員は説明していたが……実の所は殆ほとんどの乗客が激はげしい興こう奮ふん状じよう態たいに在あり、とてもきちんとした事情聴取が出来そうになかった事に加え、誰もが混乱していて事件を全体的に把は握あくしている者が見あたらなかったからだ。設せつ備びも整わない港で無理矢理事情聴取をするよりも、時間を置いた方が正確な情報を得られると判断したのだろう。


　そういう訳で一いつ般ぱんの乗客達は先を争う様にして方々へと散っていった。惨さん劇げきの現場からは少しでも早く離はなれたいと思うのが人情ではあろう。


　その結果──未まだ〈グアルネーリ号〉船内やその周辺に残っているのは、現げん場ば検けん証しよう中の海上保安局員達と〈グアルネーリ号〉の船主ハウゼ社の社員、貨か物もつの安否を確かめに来た荷に主ぬし、それに保険会社の調査員達といった『仕事中』の連中が殆どだった。


「やれやれ──ん？」


　桟さん橋ばしの上を十メルトルも行かない内にレイオットは眉まゆを顰ひそめてモールド・キャリアを停車させた。数メルトル向こうに行く手を遮さえぎる様にして立ちはだかる小こ柄がらな人ひと影かげを見たからである。


　人影は小走りに駆かけ寄よってきて運転席の中をのぞき込んだ。


「やっと見つけた」


　開かれた窓から頭を突っ込む様にしてそう言ったのは──ナレアである。


「急にいなくなるから心配してたのよ。何ど処こ行ってたの？」


「あー……」


　レイオットは一いつ瞬しゆん、空中に視し線せんを彷徨さまよわせる。


「いやまあ色々と。すまんね」


「色々とって？」


「……まあその……なんだ……避ひ難なんしている時に、転んで頭打って気き絶ぜつして……気が付いたら全部終わってたんだよ」


「…………」


　ナレアは両手を腰こしに当て、不ふ審しんげにレイオットを眺ながめていたが──とりあえずは納得したのか短く溜ため息いきをついて肩かたの力を抜いた。


「でも良かった」


　そう言ってナレアは朗ほがらかに笑う。


「…………」


　レイオットは──微び苦く笑しようを浮うかべた。


　社しや交こう辞じ令れいでも何でもなく、言葉通りにこの少女はレイオット達の事を──出会ったばかりでろくに素す性じようも知らない他人の事を心配していたらしい。恐おそらく彼女はレイオット達の無事を確かく認にんする為ためにわざわざ此こ処こで待っていたのだ。


　面おも白しろい少女である。


「でも残念だったわね」


「……残念？」


　怪け訝げんそうに尋たずねるレイオットにナレアは何処か夢見る様な口く調ちようで言った。


「魔族を倒たおした戦術魔法士タクテイカル・ソーサリスト──見てないでしょう？」


「…………」


「凄すごく格かつ好こう良かったのよ──その戦術魔法士！　あっという間に魔族を倒して！　何処の誰だか分からないけど本当にもう──」


　何処か興奮した様子で言うナレアをしばし呆ぼう然ぜんと眺ながめ──そしてレイオットは助手席のカペルテータと顔を見合わせる。もっともカペルテータはいつもの通りの無表情なままでナレアの発言にどういう感想を持っているのかはレイオットにもよく分からなかった。


　言うまでもない事であるが……


　レイオットは自分が魔族を倒した戦術魔法士であると名乗り出てはいない。


　元々無む資し格かくの魔法士であるレイオットは、ただ魔法を使うだけでも法ほう律りつ違い反はんに問われる身である。地元のトリスタン市ならば何とでも誤ご魔ま化かせるが、管かん轄かつの違ちがう洋上での事となるとさすがにややこしい事になる。


　そういう訳で──面めん倒どう事ごとを嫌きらったレイオットは、海上保安局の局員に簡単な事情聴取を受けた際さいも、一般客の振ふりをして知らぬ存ぜぬで押おし通したのである。車両臨りん検けん役やくの局員に金を握にぎらせた上で『中身は精せい密みつ機き械かいなので梱こん包ぽうを解といたら売り物にならない』などと適てき当とうな事を言ってモールド・キャリアを調べられる事を回かい避ひしたのもその為だ。


　当然ナレアもあの黒いモールドに身を包んだ戦術魔法士がレイオットだとは知らない。


「でもその人──名乗り出てないんですって。強くて格好いい上に奥ゆかしくて──なんだかどきどきしちゃうでしょ？」


「あ……そう」


　仕し方かたなくレイオットは曖あい昧まいに頷うなずいて見せた。


　まあ夢見るのはナレアの勝手だ。現実を無理に教えて失しつ望ぼうさせる必要もあるまい。レイオットはナレアの言葉に適てき当とうに相あい槌づちを打ちながら退たい散さんする機きを見み計はからっていた。


　その時──


「──ナレア!!」


　悲鳴じみた声が桟橋に響ひびく。


　揃そろって声のした方を振り向くと──駆かけ寄ってくる人影が一つ見えた。


「あ──姉さん」


　ナレアがその人影に向けて気安く手を振る。


　だが──同じ様にしてそちらを向いたレイオットは表情を引きつらせた。


「──姉よ」


　駆け寄ってくるその女性──自分と同じく栗くり色いろの髪かみをした小柄な若い娘むすめを指差しながら、言うナレア。その口調に何ど処こか誇ほこらしげなものが混じっている。恐おそらくは自じ慢まんの姉なのだろう──難なん関かんと言われる労務省魔法管理局監かん督とく官かんの試験に年若くして合格する様な。


　だが……


「──すまん。急用を思いだした。それじゃ」


　言うとレイオットはナレアの返事も待たずに車を発進させる。


「え？──ちょっと!?」


　慌あわててナレアは声を掛かけるものの、レイオットの車は止まらず、しかもわざわざ遠回りに──近付いてくる人影を避さける様に大きく迂う回かいして走り去って行った。


「……何よ、あれ？」


　唐とう突とつな──まるで逃にげるかの様なレイオットの行動を少し呆あきれた様子で眺ながめるナレア。


　ナレアとしては、せめて連れん絡らく先さき位は聞いておきたかったのだが……車のナンバープレートの番号は覚えたので、後からいくらでも調べる事は出来るだろう。


「ナレア──」


　名を呼ばれナレアは傍かたわらに到とう着ちやくした姉に視線を戻もどした。


　姉は大おお袈げ裟さな位に表情を不安で曇くもらせながらナレアを抱だき締しめる。


「大だい丈じよう夫ぶ？　怪け我がとかしてない？」


「大丈夫よ。怪我も無し」


「本当に？」


「本当だってば」


　言って苦笑するナレア。


　元々ちょっと神経質というか心配性しようみたいな処ところの在る姉であったが、しばらく見ない内に更さらにその傾けい向こうが強まっている様な気がした。二級とはいえ、若くして、しかも女性の身で魔法監督官をしていると何かと苦労事が多いのかもしれない。


「あんたに何か在ったら私母さんになんて言っていいか──」


　言って──ようやく安心したのか身を離はなす姉。


「だから大丈夫だってば」


「でもたくさん死者が出たって聞いたから」


「それはそうだけどね。実じつ際さいちょっとやばかったんだけどさ──もう駄だ目めって時に、戦術魔法士が出てきて魔族を退たい治じしてくれたの」


「戦術魔法士？」


「うん。黒いモールドを着た戦術魔法士。格好良かったよ。でも事件の後──名乗り出て来なくって誰だか分からないの」


「黒いモールド……」


　ふと姉は眉み間けんに皺しわを刻きざみ──


「そういえば同じ車しや種しゆだったけど──」


　何か思うところでもあるのか、レイオット達の車が走り去っていった方向を振り返った。


「どうしたの？」


「……まあいいわ。後で確認すれば」


　ぶつぶつと呟つぶやく姉をナレアは怪け訝げんそうに見つめる。


　ナレア・シモンズ。十八歳さい。


　あの戦術魔法士がレイオット・スタインバーグであるという事、そして自分の姉ネリン・シモンズ魔法監督官が彼の知人であり、非公式ながらも担当官であるという事実を彼女が知るのは……もう少しだけ先の話であった。
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　ナレア・シモンズは単たん刀とう直ちよく入にゆうに言った。


「別れて頂ちよう戴だい」


　ついでに人差し指を相手の鼻先に突つき付ける。言葉の上では依い願らいという形を採とってはいるが口く調ちようとしては命令そのものである。


　もっともその内容を相手に強きよう制せいしようとするには、いささか威い圧あつ感かんが足りないと言わざるを得えないだろう。


　栗くり色いろの癖くせの強い髪かみを少年の様に短く整ととのえた少女。気き丈じようで活かつ動どう的てきな性格はその蒼あおい瞳ひとみにも滲にじみ出てはいるが、小こ柄がらな上に四し肢しは細く首も細く全体的には華きや奢しやな印象が強い。


　しかも実じつ年ねん齢れいは十八歳さいだがしばしば十五や十四に見られてしまう童どう顔がんの持ち主となれば……命令形で宣のたまおうが人差し指を突き付けようが、今一つ迫はく力りよくに欠ける。きゃんきゃんと吠ほえる子犬の様なものだ。微笑ほほえみを浮うかべる者は居ても恐おそれ入ってくれる様な物好きはあまり居ないだろう。


　もっとも最大の問題は、その事実をあまりナレア本人が自覚していない事であるが。


「…………」


　重苦しい沈ちん黙もくが居い間まに満ちた。


　命令をした者とされた者と──双そう方ほうが黙だまって相手の出方を窺うかがう中で、時計の秒びよう針しんだけが融ゆう通ずうの利かない勤きん勉べんさでじりじりと進んで行く。


　自分の一言が充じゆう分ぶんに浸しん透とうするのを待っているのか、あるいはお情けで考えを整理する時間位は与あたえてやろうという積つもりなのか……ナレアは殊こと更さらに回答を促うながすでもなく、自信たっぷりの様子でその場に立っている。承しよう諾だくすれば良し、拒きよ否ひすれば百万言を費ついやしてでも論ろん破ぱせんとする気き概がいだけは必要以上に伝わってくる。


　そして。


　──みいあ。


　沈黙を破ったのはそんな声だった。


　──みいあ。みいあ。みいあ。


　静せい寂じやくにはもう飽あきたと言わんばかりに、声は甲かん高だかい声で何やら連れん呼こしている。


「…………」


　レイオット・スタインバーグは──無む資し格かくながらもトリスタン市屈くつ指しの実力を持つと言われる戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストであるところのレイオット・スタインバーグは、ずり落ちかけたサングラスのフレームの上から少女の指先をぼんやりと眺ながめていたが、その声で我に返った様に、胸むな元もとのシャロンを抱だき直した。


　誤ご解かいの無い様に記き載さいしておくとシャロンはスタインバーグ邸ていで飼かわれている小さな黒くろ猫ねこである。ただし黒猫といっても全身闇やみ色いろ一色という訳ではなくて、足の先だけが靴くつ下したでも履はいているかの様に白いのが特とく徴ちようだった。


　それはさておき──


「……何をしてるのよ？」


　何やらふと思いついた様子で背後を振ふり返っているレイオットを睨にらみながら、ナレアはようやく口を開いた。


　彼かれ等らが居るのはスタインバーグ邸の居間である。


　平へい凡ぼんといえばとことん平凡な室内であった。ただこの部屋の佇たたずまいだけを見せられれば、アルマデウス帝てい国こく成人男性の平へい均きん年ねん収しゆうに匹ひつ敵てきする額がくを半日で稼かせぎ出す人間の邸てい宅たくと分かる人間は居まい。殺さつ風ぷう景けいとまではいかないが必要最低限のものがとりあえず置いてあるだけの部屋だった。レイオットがしばしば占せん拠きよしているソファとテーブルを除のぞけば、家具らしい家具は部屋の隅すみに置いてある小さな文机と、猫砂入れ位のものである。


　レイオットとナレアの他ほかには人ひと影かげも無い。


「いや……後ろに誰だれか居るのかと思って」


　などと言いつつやはり自分の鼻先に向けられたままのナレアの指を眺める。


「で……何の話だっけ？」


「だから別れて頂戴って言ってるの！」


　ナレアの口く調ちように苛いら立だたしげな調子が混じる。


「それは俺おれに言ってるんだよな？」


「他に誰が居るのよ」


　腰こしに手を当てながらナレアは言った。


「一つ質問してもいいかな？」


　レイオットは片手を挙あげて尋たずねる。


「……何？」


「素そ朴ぼくな疑ぎ問もんなんだが……俺と君はいつから男女交こう際さいしていたのだろう？」


「な──何で私が貴方あなたと付き合わなきゃいけないのよ!?」


　気が強く見えてもそこは多た感かんで繊せん細さい──なのだろう、多分──な十八歳の少女。若じやつ干かん焦あせって頰ほおを赤らめたりしながらもナレアは改あらためて剣けんを突き付ける様にしてレイオットの鼻先を指さした。


「いや……いきなり目的語を省しよう略りやくして『別れて』とか言う場合、普ふ通つうは自分が付き合ってる相手に言わないか？」


「違ちがうわよ。私は『姉さんと別れて』って言ってるの」


「…………」


　レイオットは顔をしかめて天てん井じようを振り仰あおいだ。


　彼は身に覚えの無い罪で糾きゆう弾だんされる容よう疑ぎ者しやの様な表情で、しばし天井の隅に見つけた染しみを眺めていたが──


「……『姉さん』ってシモンズ監かん督とく官かんの事だよな？」


「私には他に姉は居ないわよ」


　とナレア。


「まあ俺も他に君の『姉さん』は知らない訳わけだがね」


　そんな会話をしていると……六組のティーカップとティーポット、それにクッキーを盛もった大皿を載のせたキッチンワゴンを押おしながら一人の少女が居間に入ってきた。


「カペル」


　レイオットはその少女に声を掛かける。


　カペルテータ・フェルナンデス。


　よく整った──目鼻立ちのみを見ていれば非常に容よう姿しの優すぐれた少女である。ただし彼女を『愛らしい』『美しい』と評ひようする者は圧あつ倒とう的てきに少数派だろう。いかに顔立ちそのものが優れていても、血の様な深しん紅くを示す髪と瞳ひとみ、それに眉まゆの代わりに額ひたいに備そなわった小さな球面が少女の姿を異い形ぎようのものとしている。


　異形の怪かい物ぶつに性的暴ぼう行こうを受けた女性が産み落とす存在。公的にはＣＳＡという呼こ称しようが使われるものの、使われる頻ひん度どとしては分かり易やすい『半魔族ハーフ・ブルート』の方が遥はるかに多い。カペルテータはその半魔族と呼ばれる存在の一人であった。


　彼女はスタインバーグ邸のもう一人の住人であり、黒猫シャロンの飼い主であり、世せ間けん的にはレイオット・スタインバーグの愛人と呼ばれている者でもある。本人達に言わせるとそれは事実に反する風ふう聞ぶんであるが──体面を気にして誤ご解かいをわざわざ解といて回ろうという程ほど、レイオットもカペルテータも社会性が在ある訳ではない。


　とはいえ……


「俺とシモンズ監督官って男女交際してたのか？」


「どうでしょう」


　さして興きよう味みも無さそうな口調でＣＳＡの少女は言ってくる。


　もっともこの少女は株価情報から自分の生理予定日まで顔色一つ変えずに言ってのけるので、内心でどう思っているのかはよく分からないが。


「他人に聞いてどうするのよ。貴方あなた自身の事でしょ？」


　ナレアが顔をしかめて言ってくる。


「本人である俺が全く思い当たる節ふしが無いんで第三者の意見を参さん考こうにしてみた訳だが」


「とぼけないで。姉さんが三日に一度は此こ処こに来ている事は分かってるのよ」


「まあそれは事実だが──」


「いい？　姉さんはね。エリートなの」


　レイオットの肯こう定ていの言葉も最後まで聞かず、ナレアは身を乗り出して言った。


「元々頭は良かったけど、その上、努力家なの。魔法監督官試験だってその年の合格者の中では最年少だったのよ？」


　そう説明するナレアの口調はまるで自分の事の様に誇ほこらしげである。


　確かに公務員系の資格試験の中でも魔法監督官試験は難関の部類に入る。十年受験をし続けても合格出来ない人間が居る事を思えば、十代での合格は明らかに非ひ凡ぼん──本人にとっても家族にとっても自じ慢まんの種たねではあるだろう。


「将来有ゆう望ぼう、人生勝ち組、今まで苦労した分、やっと報むくわれる──そう思った矢先、貴方みたいなヤクザな人と付き合ってたら、お姉ちゃんの職しよく歴れきに傷が付くでしょ」


「……えらい言われ様だな」


　苦く笑しようしてレイオットは言った。


　もっともナレアの言い分はそれなりに筋すじは通っている。


　この時代──魔法とは『非常に便べん利り』である半面『扱あつかいを誤あやまれば大だい惨さん事じを引き起こしかねない』危険な技術でもあり、法の規き定ていの下もとで厳きびしく管かん理りされている。


　魔法監督官という職業は、そんな『魔法』という特とく殊しゆ技ぎ術じゆつが正しく行こう使しされているかを、文字通り第三者の立場から監督する役目である。その立場に在る者が、事も在ろうに無む資し格かくの──つまりは存在自体が違い法ほうとも言える様な戦術魔法士と男女の関係に在るとなれば、これはもう文句なしに醜聞スキヤンダルである。


　実際にそういう関係であれば──だが。


「姉さんは貴方には相応ふさわしくないの」


「いやそれはまあ……同どう感かんだが」


「だったら別れて頂ちよう戴だい。このままだとお互たがいの為ためにもならない──」


「ところでお嬢じようさん」


　不ふ意いに……レイオットがナレアの言葉を遮さえぎる様にして言った。


　もっともその声はいつもの如ごとく気け怠だるそうで、ナレアの主しゆ張ちように腹を立てたとか異い論ろんを唱となえたいという風な感じでもなかったが。


「前にナレアで良いって言わなかった？　なんだか『お嬢さん』って言われると馬ば鹿かにされてるみたいな気がするのよね」


「じゃあナレア」


「なに？」


「その『姉さん』であるところのネリン・シモンズ監督官だが」


　シャロンの顎あごの下をくすぐってやりながら……レイオットはふと思い付いたかの様な何気ない口調で言った。


「先さき程ほどから君の後ろに居るのには気付いているか？」


「…………」


　ナレアの表情が引きつる。


　その両肩かたに白い手て袋ぶくろ付きの手が置かれたのは次の瞬しゆん間かんであった。


「朝から姿を見ないと思ったら……」


「…………」
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　自分の肩に置かれた手を横よこ目めで眺ながめ、次いで紺こん色いろの制せい服ふくの袖そでに視線を滑すべらせる。


　沈ちん黙もくする事およそ十秒。


　額に冷や汗あせを浮うかべながらもナレアは背後を振ふり返った。


　そこには──


「う──姉さん」


　当然といえば当然だが、レイオットの言葉通り問題のネリン・シモンズ監督官が居た。


　髪は栗色の癖くせ毛げ、瞳は藍あい碧みどり、童顔という部分はさすがに姉妹──よく似ている。


　もっともネリンの場合は髪を長く伸のばしており、その大きな瞳の上には眼鏡めがねのレンズが被かぶさっていたが。身長は殆ほとんど同じである所を見ると小こ柄がらなのもシモンズ家女子の特とく徴ちようであるのかもしれない。


「何を訳の分からない事言ってるの」


　そう言うネリンは──珍めずらしく一人ではなかった。


　彼女の背後には、事じ情じようがよく分からないのか眼めを白黒させている少年が二人。


　一人は亜あ麻ま色いろの髪と翡ひ翠すい色の瞳を備え、いかにも上品そうな雰ふん囲い気きを帯おびている少年である。ただし何ど処こか憂うれいを帯びた様なその瞳が、ただ恵めぐまれて育ってきただけの子供でないという事を告げている。良くも悪くも同じ世代の少年少女達よりも多くのものを見てきたが故ゆえの──細かな角の取れた落ち着きがそこには在った。


　もう一人は黒髪黒こく瞳どうで何処か腕わん白ぱく坊ぼう主ずの様な雰囲気を漂ただよわせている少年。こちらは先の少年とは対たい照しよう的てきに少年特とく有ゆうの抑おさえきれない素す直なおな活力が、闊かつ達たつさとなって物もの腰ごしにまで滲にじんでいる。体格も良くスポーツに打ち込む姿が容よう易いに想像できる。似合うのは体たい操そうや水泳といった個人競技ではなく……むしろ何人もの仲間を率ひきいて競きよう技ぎ場じようを縦じゆう横おう無む尽じんに駆かけ回る球技の類たぐいであろう。


　少年達は共に十代半ばから後半といった様子で同じ制服を着ている。恐おそらくは二人が通う学校のものだ。


「すいません、スタインバーグさん。この子昔から思いこみが激はげしくて──」


　がっちりと妹の両肩を摑つかんで──まるで獲え物ものを逃にがすまいとする鷹たかの爪つめの様に──ネリンは苦笑を浮かべた。


「いやまあ別に誤ご解かいが解ければそれはそれでいいんだがね」


　肩を竦すくめて言うレイオット。


「……しかし今日は客が多いな」


「お久しぶりです」


　そう言って黒髪の方の少年が頭を下げる。


　折おり目正しくきびきびした仕し草ぐさが清すが々すがしい。見る者の多くは少年のそんな態たい度どに好こう感かんを覚えるであろう。


　だが──


「…………」


　しばし沈黙するレイオット。


　戦術魔法士の物もの憂うげな表情の中に、うっすらと浮かぶ困こん惑わくの色を認め──ネリンは溜ため息いき混じりに言った。


「聞かれる前に言っておきます。前にリゴレット通りで魔族メレヴエレントと闘たたかった際さいに、スタインバーグさんが──」


「ああ……想おもい出した」


　片手を上げてネリンの台詞せりふを遮さえぎりながらレイオットは頷うなずいた。


　少年の名はフレッド・クラプトン。


　かつてレイオットはトリスタンの繁はん華か街がいの真ん中で発生した魔族とろくに装そう備びも無いままに闘った事がある。その時のレイオットは拳けん銃じゆう一いつ挺ちようで武ぶ装そうしていたのみで、対魔族戦せん闘とう用の装備──モールドやスタッフは整せい備び中ちゆうで手元に無かった。


　普ふ通つうに考えれば、この状態で魔族に立ち向かうなど単なる自じ殺さつ行こう為いだ。


　彼が本来すべき事は、大多数の一いつ般ぱん人じんと同じくその場から一いつ瞬しゆんでも早く逃げる事であったろう。実際、魔法の無い魔法士など一般人と何ら変わりないのだから。


　しかし。


　その時、避ひ難なんする群ぐん衆しゆうの中から取り残され、魔族の攻こう撃げきに巻き込まれそうになった幼い少女を抱かかえて走った少年が居た。それがフレッドだ。わざわざ彼は危険を冒おかして戻もどってきて、見ず知らずの少女を助けたのだ。


　その姿を見て──レイオットは反はん射しや的てきに銃を魔族に向けて撃うっていた。


　銃じゆう撃げきにより魔族の注意はレイオットに集中し、結果的に彼は魔族の追つい撃げきをかわしながら街の中を逃げ回る羽は目めになった。正直言って、今レイオットが生きているのは単に幾いくつかの偶ぐう然ぜんが重なった結果だ。


　浅せん薄ぱくで発ほつ作さ的てきな行動だと非ひ難なんされればレイオットには返す言葉も無い。彼が魔族を引きつけた結果として、他の人的被ひ害がいが出なかったのは誇ほこるべき事であるかもしれないが──正せい規きの装備と資し格かくを持った戦術魔法士の到とう着ちやくを待っていれば、死者は三み桁けたに達たつしたかもしれない──それこそ単に結果であって、レイオットの思おも惑わくとは別に発生した僥ぎよう倖こうとも言うべきものだった。


　実を言えばレイオットは、自らの危険を顧かえりみずに弱きを救うという少年の英えい雄ゆう的てきな行動そのものに感動した訳ではない。ないと──今も思っている。


　ただ道どう徳とく心しんや倫りん理り観かんとは全く別の場所で彼は少年の行動を素す直なおに賞しよう賛さんする気持ちが在あったのは事実だ。レイオットを引きつけたのは少年が弱者を救った事ではない。極きよく限げん状じよう況きよう下かでも、己おのれの恐きよう怖ふ心しんを殺して成すべき事をしてのけた少年の姿を──その克こつ己き心しんをレイオットはただ純じゆん粋すいに『格かつ好こう良い』と思ったのだ。


　それは──かつての自分には出来なかった事であったから。


「フレッドは……彼は──」


　もう一人の少年が苦く笑しようじみた表情を浮かべながら言った。


　人の顔と名前を覚えるのはどちらかと言えば苦手なレイオットであるが、こちらの少年はさすがに──会うのが四度目ともなればレイオットも見み覚おぼえが在る。


　エリック・サリヴァン。


　レイオットとは何かと因いん縁ねんの在る人物で──多少の紆う余よ曲きよく折せつは在ったものの、現在は医い療りよう魔法士を目指して勉強中の少年である。


「その時にスタインバーグさんに助けられたのに感かん動どうして、戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストになろうと思ったんだそうです」


「──は？」


「──へ？」


　眉まゆをひそめて聞き返すレイオットと──そしてナレア。


　共に意味不明の戯ざれ言ごとを聞かされたかの様な怪け訝げんの感情が顔に出ている。だがフレッドは少年らしい素直な憧どう憬けいの色に染まった表情でレイオットを真まっ直すぐ見み据すえて頷いた。


「はい。なんか俺──いえ、僕はあの時からスタインバーグさんみたいな戦術魔法士になりたいって思って」


「──正気？」


　思わずそう尋たずねるナレアの後こう頭とう部ぶをネリンが平手ではたいた。


「何言ってるの、あなたは。失礼でしょ。せめて『本気？』って聞きなさい」


「……それも大たい概がい失礼だが」


　呟つぶやくレイオット。


　とはいえフレッドの発言を冗じよう談だんかもしくは虚きよ言げんではないのかと疑うたがいたくなる気持ちはレイオットにもよく分かる。他ほかに憧あこがれるべきものは山ほど在るだろうに、よりにもよって無資格の戦術魔法士に憧れるなどとは物好きという他無い。


「そういう訳で……彼が会いたいって言うものですから、連れてきたんです。出来れば助手にして欲ほしいんだそうです」


　ネリンが微笑ほほえんで言う。


「シモンズ監かん督とく官かん」


　レイオットは横目でネリンの方を眺ながめて呻うめく様に言った。


「何を考えてるんだ？」


「まずかったですか？」


「いや……そうじゃなくて」


　レイオットは適てき当とうな言葉を探すがどうにも思いつかない。


　ネリンの行動は明らかに不自然だ。お節せつ介かいに過すぎる。魔法士志望の少年を、それもレイオットの様な無資格の魔法士の処ところにわざわざ連れて来て会わせるなどという行為は魔法監督官の職しよく務むの範はん疇ちゆうではあるまい。むしろ反面教師として見せるのでもない限り、避けるべき事だろう。


　だが……では裏に何らかの打算が働いている証しよう拠こでも在るのかと問われれば、そんなものも無い。元よりネリンは度を超こした位に生き真ま面じ目めでお人好しな性格をしているので、今回の事も単にフレッドの為ために良かれと思ってしているだけという可能性は否定できない。


　レイオットはしばしフレッドとネリンを見比べていたが……


「……まあいいか」


　詮せん索さくするのも面めん倒どうくさくなって──溜め息混じりにそう呟いた。
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　社会に出るまでもなく人間の基本的な感情は全すべて家族から学んだ。


　敬けい愛あいと喜き悦えつは姉から。諦てい念ねんと悲ひ哀あいは母から。そして恐怖と憎ぞう悪おと憤ふん怒ぬは父から。


　家庭はナレア・シモンズという少女にとってまさしく社会の縮しゆく図ずと言えた。大たい抵ていの物事を学ぶには家の中を見れば事足りたのだ。弱者が居て強者が居る。搾さく取しゆする者が居て搾取される者が居る。惚ほれ惚れする程ほどに気高い者が居るのと同じ世界の中に、唾だ棄きすべき卑ひ劣れつな者も居る。


　学校に通う様になっても同じ事だった。


　ただ配役が家族から級友や教師に変わっただけの事である。ナレアはすぐにそれに順じゆん応のうした。決して学校は楽しい場所ではなかったが──既すでに他界していた父の噂うわさは生徒とその保護者の間に行き渡わたっており、彼女は父の仕事を理由に様々な差さ別べつと迫はく害がいを受けた──決然としていれば一方的な被ひ害がい者しやになって泣き寝ね入いりせずに済むのだという事は、姉を見ていれば分かった。同時に、母の様にただ世界そのものに怯おびえて泣き暮くらすのを日常とする様な生き方だけはすまいと小学生の頃ころから心に誓ちかっていた。


　ナレアは誰よりも姉のネリンを尊そん敬けいしていた。


　決して彼女は器用でも剛ごう胆たんでもない。だが誰の血を引いたのだろうと首を傾かしげたくなる様な生来の聡そう明めいさと勤きん勉べんさを十二分に生かして、姉は常に頑がん張ばり続けていた。嘆なげく暇ひまが在れば努力を続けて前に進む──そんな姉がいつしかナレアにとって最愛の家族であると同時に生しよう涯がいの目標になった。


　ネリンが経済的な問題を理由に大学進学か就しゆう職しよくかで悩なやんでいた時には、当然の如ごとくナレアは働いて金を作った。無む論ろん、中学生の稼かせぎなどたかが知れてはしたし、実際にはネリンは国の奨しよう学がく金きん制せい度どで貸かし与あたえられた金で大学に行った訳だが……それでも放課後に毎日、近所の農場で牛と豚ぶたの世話をして得た賃ちん金ぎんは、姉の参考書代くらいにはなった筈はずだとナレアは自負している。


　だから姉が大学を卒業し、若くして難なん関かんと言われる魔法監督官の資格試験に合格した時、ナレアはまるで我わが事の様に喜んだ。それはネリンや彼女を見習って頑張ってきたナレアの生き方が、報むくわれた瞬しゆん間かんであったからだ。


　ナレアが魔法監督官になろうとはっきり決心したのもこの時である。


　だからこそ彼女は許きよ容ようしがたかったのだ。


　自じ慢まんの姉と、無資格の戦術魔法士などという社会的評価においてはチンピラ同然の人間とが、付き合っているなどという事は──姉が母と同じ過あやまちを繰くり返しつつあるなどという事じ態たいは。


　単純に仕事だけの付き合いだというのならば未まだ我が慢まんも出来る。


　だがナレアがネリンの下宿に転がり込んで既すでに一週間──姉の生活の中でレイオット・スタインバーグに関する事こと柄がらがどれ程の割わり合あいを占しめているのかを知った時、彼女はネリンとレイオットの関係が単なる職しよく務む上じようのものではないと確信した。会話の中でもレイオットの名前が出てくる回数が他の者に較くらべると圧あつ倒とう的てきに多かったからだ。


　こうして──ナレアはネリンの寝ている隙すきに彼女の手帳を調べてスタインバーグ邸ていの住所を知ると躊ちゆう躇ちよ無く乗り込んだのである。


　だが──
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　半時間後──スタインバーグ邸の居間。


　そこでは同じ年頃という事もあってすっかり打ち解けたナレアと少年達が会話に花を咲さかせていた。


「へえ……じゃあお姉さんと同じ魔法監督官を目指してるんだ？」


　そう尋たずねてきたのは翡ひ翠すい色いろの瞳ひとみの少年──エリック・サリヴァンである。


「そうしたら僕達もその内、お世話になるかもね。今の内にお手て柔やわらかに……ってお願いしておこうか？」


　言ってエリックは隣となりに座すわるフレッドと顔を見合わせて笑った。


「あ──貴方あなたも魔法士目指してるの？」


　ナレアの問いにエリックは頷うなずいて見せる。


「まあ僕は戦術魔法士ではなくて医い療りよう魔法士を目もく標ひようにしてるんだけどね。亡なくなった父が医療魔法士をしていた関係で」


「あ……そうなんだ。凄すごい」


　医療魔法士といえば医者の中では最も高給取りである。ただでさえ医者は葬そう儀ぎ屋やと並んで不ふ況きよう知らずと言われる職業だが、その中でも自らも魔族化という危リ険ス性クを背負って治ち療りようを行う医療魔法士は、戦術魔法士、救助魔法士に次いで高い報ほう酬しゆうが法律によって約束されている。


　その代わり──医療魔法士はただでさえ難なん関かんといわれる医師資格試験に加えて魔法士としての試験にも合格せねばならない訳で、勉強量としては戦術魔法士とは比べものにならない。またその仕事の性質上、魔法士の中でも救命魔法士と並んで例外的に人々の尊そん敬けいを集める傾けい向こうに在ある職種であった。


「俺には無理だな。頭悪いもんよ」


　フレッドが肩かたを竦すくめる。


「戦術魔法士だって試験はあるよ」


「それが悩なやみの種でさ」


　苦く笑しようを浮うかべてフレッドは言った。


「熱ねつ意いなら誰にも負けねえんだけども」


「それって……あの、スタインバーグさんに助けられたから？」


「まあね。それが全すべてでもないけど、きっかけとしてはそうかなあ」


　フレッドは腕うでを組んで天てん井じようを見上げる。


　何というか……あけすけで表裏の無いそんな仕し草ぐさが妙みように可愛かわいらしく見えてナレアは苦笑を浮かべた。


「いやあ……すげえ格好良かったよ。あの時のスタインバーグさん。モールドは付けてなかったけどさ」


「俺は見た事あるよ」


「私も……」


　とエリックとナレアが言うとフレッドは顔色を変えて視線を天井から目の前の二人に戻もどした。


「エリックには聞いたけど。ナレアも？」


「え……ええ。まあ」


「うわ……いいなあ」


「そ、そういうもの？」


　言葉通り素す直なおに羨うらやましがっているらしいフレッドを見てナレアは困こん惑わくの表情を浮かべた。


「格好良かった？」


「え……ええと」


　ナレアは返答に困った。


　格好良くなかったから……ではない。逆だ。


　その時はそのモールドを付けた戦術魔法士がレイオットであるとナレアは知らなかったのであるが、とにかく自分を助けてくれた黒い拘こう束そく装そう甲こう服ふくの男に──その勇ゆう姿しに彼女は束つかの間ま見とれてしまった。


　それがまさか、この四六時中黄昏たそがれているかの様な無資格の戦術魔法士レイオット・スタインバーグであるなどとは思いもしなかったのだ。そして敬けい愛あいする姉が非公式ながらもその担当官であるという事も。


　要するに、レイオットのモールド姿に見とれたという事実は、ナレアの中ではあまり想おもい出したくないというか、恥はずかしいというか、とにかくそういう類たぐいの記き憶おくなのである。


　という訳でナレアはひとしきり逡しゆん巡じゆんした挙あげ句く──


「まあ……そうね。それなりに」


　などと適てき当とうに相づちを打った。
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　一方──


「微笑ほほえましいですね」


　談だん笑しようする少年少女達をちらりと見てからネリンがそんな事を言ってくる。


「そういうもんかね」


　部屋の隅すみで腕を組んで壁かべにもたれかかりながらレイオットは言った。ネリンとの話は仕事が絡からむので、一応ながら彼かれ等らとは距きよ離りを取っているのである。


　元々無資格の戦術魔法士であるレイオットが、魔法士法違い反はんで逮たい捕ほされる事も無くこうして平へい然ぜんと生活していられるのは、労務省魔法管理局トリスタン支局が彼の魔法行使を黙もく認にんしている為ためだ。増ぞう加かするケースＳＡに対たい処しよするにはトリスタン支局に登とう録ろくされている正規の魔法士達では全く数が足りず──また実力的には超ちよう一いち流りゆうの戦術魔法士を遊ばせておく余よ裕ゆうも無いという事で、トリスタン支局は何かと法ほう解かい釈しやくの綱つな渡わたりをしながら彼を都合良く使っている状態である。


　要するに世間一いつ般ぱんの体てい裁さいと実じつ情じようは微び妙みように異ことなる訳で──そうした誤ご魔ま化かしを未成年の少年少女に聞かせるのは適てき当とうでないという判断だ。


　無論、レイオットの隣、嫌いやでもレイオットとネリンの会話が聞こえる場所では膝ひざにシャロンを載のせたカペルテータが無表情にタイプライターを打っている訳だが──事実上レイオットの助手を務つとめる彼女は未成年ではあっても部外者ではない。彼女の前で建たて前まえを取り繕つくろっても意味は在るまい。


「ところで……例の〈グアルネーリ号〉の一件はとりあえず管かん轄かつ各省庁に書しよ類るいを回しておきました。ただしトリスタン市内での事件ではないので、報ほう酬しゆうはちょっと……」


「ああ、それは別にいい」


　レイオットは肩を竦めて言った。


「俺自身、あの魔族を倒たおさないと不都合があったのは事実だしな」


「不都合……ですか？」


「気に入ってるんだよ、あのモールド・キャリア。もう生産中止された車種でな。船と一いつ緒しよに沈しずめられたらたまらん」


「……なるほど」


　苦笑を浮かべるネリン。


「何はともあれ御ご理解いただけて幸いです。それから」


　ここでネリンは少し口調を改あらためる。


「妹に聞きました──ナレアを助けてくださったんですね。ありがとうございます」


「それもたまたま……だよ」


　肩を竦めてレイオットが言う。


　レイオットとしても船を下りるまでナレアがネリンの妹だとは知らなかったし、特に彼女だけを庇かばって戦った訳でもない。


「彼女と知り合ったのは本当に偶ぐう然ぜんだしな。死んだ連中の中にあんたの妹が含ふくまれていなかったのは単に運の問題だ」


「それはそうでしょうけど」


「それより……あの事件、〈秩ちつ序じよ成なす炎ほのお〉から犯行声明が出たと新聞に出てたが」


「──ええ」


　ネリンは頷うなずいた。


「公式にはあの船に魔法士が乗っていた記き録ろくはありませんし……まず間ま違ちがいないでしょう。〈黒本〉程度なら何ど処こにでも隠かくせますから」


「まあ……雑誌の表紙でも被かぶせておけば誰も気にしないよな。ナイフを持ち込むよりも簡単だ」


　法律とその使し徒とたる監かん督とく官かん達たちによって厳げん密みつに管理されるべき魔法。


　その威い力りよくは個人が発はつ揮きできる力としては間違いなく最大のものであり、犯罪に使われた場合には由ゆ々ゆしき事じ態たいを引き起こす可能性が高い。特に使用者が魔族化してしまった場合には多数の死傷者を出す事になる。魔法とは文字通りに魔の法であり、気軽に使うべきものではない。まかり間違えばそれは人類社会を滅ほろぼしかねない代しろ物ものなのだ。


　だからこそ政府は法律と公的機き関かんによる『万全の体制』を敷しいて魔法を管理している。


　ネリンの様な監督官達が居るのもその為ためであるし、魔法士やその道具を整せい備びするモールド・エンジニア達が国家資格を要する職しよく種しゆとして登とう録ろく制せい度どになっているのも同様の理由による。魔法関連の詳しよう細さいな技術情報を記しるした書しよ籍せきは上記の様な特定資格者のみに閲えつ覧らんを許ゆるされるものであり、部外者がおいそれとは眼めにする事が出来ないように、各地の魔法管理局が銀行の金庫と同様の警けい備び設せつ備びを備えた特別資料室に保管していた。


　とはいえ人間社会において『絶対』だの『万全』だのといった語は概がい念ねん上じようのものに過すぎない。実際にはレイオットの様な無資格の魔法士が居る事からも分かる通り──その技術が非合法に流出する場合も少なくないのだ。


　その中でも最悪に類する一例が〈黒本〉である。


　魔法を使うため、予あらかじめ精神に施ほどこしておくべき基き礎そ的てきな処しよ置ちの方法と、簡単な幾いくつかの魔法の呪じゆ文もん書式を記き載さいした密みつ造ぞう本は、印いん刷さつ機きさえ在あれば簡単に大量生産できる事もあってこのアルマデウス帝てい国こく全土で流通を始めていた。


　無論、存在の拘こう束そくたるモールドを持たずに魔法を使えば人間はすぐに魔族化する。そして魔族化した人間は、『局地災さい害がい』として認定された上でありとあらゆる人権を剝はく奪だつされ、例外なく当局の投入した戦術魔法士か、軍の爆ばく撃げき機きが投とう下かする大型爆ばく弾だんによって完全に『駆く除じよ』されるのだ。


　つまり──〈黒本〉は自殺の方法を記した本なのである。


　だがそれでも〈黒本〉の流通量は増加の一いつ途とを辿たどっているという。


　挙げ句に最近は〈黒本〉の海かい賊ぞく版ばんまで出回る始し末まつである。


『たかが本』と思う意識も在るのだろう。違い法ほう性せい云うん々ぬんはさておき、それは実際にただ所持しているだけならば何の実害も無い紙かみ束たばに過ぎない。その手軽さや気安さ故ゆえに、いわゆる『裏物』『非合法品』を多少の背せ伸のびしてでも欲ほしがる連中や、自殺志願者、それに魔法士マニアといった連中にとっては多少高くても手に入れたい代物であるらしかった。


　そして最近はこの購こう買ばい層そうにもう一つ新しい人種が加わったのである。


　テロリストだ。


　覚かく悟ごの上で魔族化を実行するのならば……それは銃じゆう火か器きなどとは比べ物にならない位に強大な兵器となる。無む論ろん、戦術魔法士達による駆除は迅じん速そくに行われるだろうが、基本的に数の多くない戦術魔法士達が対たい処しよできる数はたかが知れている。


　例えばレイオット達が住むトリスタン市の場合……市の魔法管理局が積せつ極きよく的てきに誘ゆう致ちした為に、一時期よりは市に住む戦術魔法士は増えている。その数は総計六名。無資格のレイオットを入れても全部で七名。


　だが同時に別の場所で十件も魔族事件ケースＳＡが発生すればもう完全に戦術魔法士達の処理限界を超こえてしまうだろう。


　つまり……たった十冊の〈黒本〉と十人の狂きよう信しん的てきテロリストが揃そろえば明日にでもトリスタン市は壊かい滅めつしてしまうかもしれないのである。


「しかし〈秩序成す炎〉──あの連中とも妙みように因いん縁ねん深ぶかいよな」


　言ってレイオットは苦く笑しようする。


　そもそも……以前レイオットがネリンと初めて出会う事になった『コープマン病院事件』そしてその次の『ローゼンストック化学工場事件』は共産系テロ組織〈秩序成す炎〉が犯行声明を出している。


「モデラート警けい部ぶのお話では、内部抗こう争そうか何かで大量の死者が出たとかで……」


「〈秩序成す炎〉で内部抗争？」


「ええ。元々かなり主張が過か激げきな組織ですから、同じ共産主義系の組織からも嫌きらわれていた様です。人的規き模ぼもそんなに大きくなかったみたいですが、内部抗争の後は以前の五分の一位になったとか……」


「ふむ……」


「指し導どう者しやは内部抗争で死んでいるみたいですし、その腹心だった幹かん部ぶも逮たい捕ほされてます。〈グアルネーリ号〉での一件ではその幹部の釈しやく放ほうを要求していた様ですが──何にしてももう組織としては崩ほう壊かい寸すん前ぜんの筈だそうで」


「で……追おい詰つめられて自じ滅めつ覚かく悟ごの魔族テロか。迷めい惑わくな話だ」


「本当に」


　ネリンは嘆たん息そくした。


「しかしそうなると益ます々ますこれから破れかぶれの魔族テロが発生する可能性があるな」


「ええ。このままでは到とう底てい、対たい処しよしきれないという事で、市し議ぎ会かいでは戦術魔法士の強制待機期間に対する特例法の施し行こうや、戦術魔法士への優ゆう遇ぐう措そ置ちを検けん討とうしている様です」


「へえ。これで少しは違い法ほうな戦術魔法士に頼たよる回数も減るか？」


　皮肉とも自じ嘲ちようともつかない様な口調で言うレイオット。


　しかし──


「ですからスタインバーグさん」


　ネリンは拳こぶしを握にぎりしめて言った。


「この際さいですからきっちり資格をとって登とう録ろくしましょう！　色々と優遇措置を受けられますよ──各種免めん税ぜい特とつ権けんとか、装備一式への助成金とか、市民プールのタダ券とか」


「……結局それか」


「監督官としては当然です」


　胸を張ってネリンは言った。





　　　　●　　●　　●





　目的の家はすぐに分かった。


　元々トリスタン郊こう外がいに位置するその家は、草原にぽつんと一いつ軒けんで建っているので他と間ま違ちがい様が無い。地図によれば隣となりの民家とも雑ぞう木き林ばやしと二キロメルトル近い距きよ離りによって隔へだてられている筈はずだった。


　これはつまり余よ計けいな邪じや魔まが入る可能性が殆ほとんど無いという事であり──襲しゆう撃げきするにはおあつらえ向きの場所ロケーシヨンである。


　もっとも……男にとっては何ど処こでも同じではあったが。


　人であふれかえる街中であろうと、無人の荒こう野やであろうと、事を起こした後の事など考える必要は無い。ただ彼は目もく標ひようの側そばまで行って呪じゆ文もんを一つ唱となえるだけだ。それで全すべてが終わる。少なくとも男にとっての全てが。


『この男は再三に亘わたって我々の邪じや魔まをした』


　今回の作戦を命じた際さい、同志ドースン・サラバンドは男にそう言った。


『どうやら調べた所、〈グアルネーリ号〉で同志サイモンを殺したのもこの男らしい。


　一度ならば見み逃のがしても良い。二度でもまだ慈じ悲ひをくれてやる余よ地ちはあろう。だが三度目となると最も早はや、許しておけない。この男は排はい除じよすべき敵だ。同志ファンクル。君の使命はこの男の抹まつ殺さつだ。二度とこの男が我々の前に立ちはだからぬ様に滅ほろぼすのだ』


　男──ファンクルは車の助手席に置かれていた一冊の本を手に取る。


　表題はおろか著者名も出版社名も無く、ただ闇やみの色で塗ぬり潰つぶされている表紙は、奇き妙みような禍まが々まがしさを放っていた。


　しかしファンクルは躊躇ためらいもせずにそれを手にとってページをめくる。


　逡しゆん巡じゆんしてしまう様な理性はとっくに彼の中から排除されていた。


　元より世間一いつ般ぱんの条じよう理り常じよう識しきや価か値ち基き準じゆんとは縁えん遠どおい生活をしてきた。また、即そく席せきの魔法士として基き礎そ魔ま法ほう回かい路ろを脳のうに焼やき付ける際さい、ある種の麻ま薬やくや幻げん覚かく剤ざいを用いるが──ファンクルの場合はその時に洗せん脳のう処しよ置ちをも施ほどこされていたのだ。


　彼に最早恐きよう怖ふは無い。


　ただ心に刷すり込まれた使命感に促うながされるまま……ファンクルは呪文を唱えた。





　　　　●　　●　　●





「……助手？　君を？」


　レイオットが眉まゆをひそめて問い返す。


　冗じよう談だんである事を期待したレイオットであったが──フレッドの表情は完全に真しん剣けんであった。レイオットとネリンの話が一段落するのを待っていたらしく彼は畳たたみ掛かける様に早口で言葉を続けた。




[image: ]


「戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストの多くは助手を使うと聞いています。それに俺を──もとい、僕を使ってもらえないでしょうか？　給料は要いりません。現場で一つでも多くの事を学びたいんです」


　確かに戦術魔法士は助手を使う事が多い。


　戦せん闘とうに際しての支し援えん攻こう撃げきは無む論ろんの事、装そう備びの準備や簡単な調ちよう整せいその他の細々とした作業を助ける人間を戦術魔法士が雇やとうのである。直接魔法を使うのは魔法士本人であるが、人手が多ければ多い程ほど、戦術に余よ裕ゆうと多面性が出るのは事実である。


「いや……助手は間に合ってる」


　レイオットは首を振ふった。


「……え？」


「助手はカペルテータで充じゆう分ぶんだ」


　言ってレイオットは部屋の隅すみでタイプライターを打っていたＣＳＡの少女に視線を向ける。会話の中に自分の名前が出たからか……カペルテータは手を止めてソファに座すわっている一同を振り返った。


「あの子が……？」


　少々驚おどろいた様子でフレッドはカペルテータを見つめる。


　確かに少女の──それもＣＳＡの助手など前ぜん代だい未み聞もんだろう。


　戦術魔法士の助手になるのに特に資格は必要ない。だが、少なくとも好きこのんでややこしい立場のＣＳＡを使いたがる者も居ないだろう。


　本来ならばＣＳＡは就しゆう職しよく、住居、結けつ婚こん等とうの基本的人権を著いちじるしく制せい限げんされ、後見人と一いつ緒しよでなくては出歩く事も許されていないのである。


　まだ魔族化の生物学的な仕し組くみがはっきりと解かい明めいされていない以上、魔族的な特とく徴ちようを肉体に備そなえているＣＳＡが、いつ何の弾はずみで完全な魔族へと変へん態たいしてしまうか分からない。故ゆえに魔族化の際さいに速すみやかに彼かれ等らを制せい圧あつ出来る者、つまりは戦術魔法士が後見人となり、同行する場合においてのみ、ＣＳＡは行動の自由が許される──それが魔法管理局の掲かかげる差別的政せい策さくの大たい義ぎ名めい分ぶんである。後見人の居ないＣＳＡは非合法の存在として当局に追われながら素す性じようを隠かくして生きるか、さもなくば政府の運営する収しゆう容よう施し設せつへと入るしかない。


　ただしこの差別的政策は無用の社会的不安を抑よく制せいし、ＣＳＡの生命を守る為ためのものとして機き能のうしているという側面も在ある。


　このＣＳＡ関かん連れん法ほう案あんが可か決けつされる以前は、市民有志団体による『半魔族ハーフ・ブルート狩がり』が横おう行こうし、挙あげ句くにそれに反対する者達も私刑リンチの末に殺されるという事件が頻ひん発ぱつした。実の所、ＣＳＡには、その異い形ぎようが体内に集中し、外見上普ふ通つうの人間と見分けが着かない者も居る。これを理由に市民有志団体は反対者を『隠れ半魔族』と一方的に断じ、粛しゆく清せいを行ったのである。


　当然ながらこの手の行動は放ほう置ちすると激化エスカレートする。


『半魔族っぽい』という理由で『良りよう識しき在る』『正義の』有志による市民団体が浮ふ浪ろう者しや達たちを嬲なぶり殺しにしていた事実が判明し、政府は急きゆう遽きよ『公的な差別』を法制化する事で事じ態たいの沈ちん静せい化かを図はかったのである。


「まあ……カペルが助手なのは成り行きの様なもんだけどな」


　言ってレイオットは肩かたを竦すくめる。


　実のところ……レイオットとカペルテータの関係というものは彼自身にもよく分からない部分がある。


　世間では愛人だの何だのと言われていたりもする様だが、実際にカペルテータと肉体的な関係があるでもなし……レイオットの感覚からすれば単に『同居人』あるいは『居い候そうろう』という語が一番相応ふさわしい様に思える。もっとぶっちゃけた言い方をすれば──たまたま軒のき先さきに居着いた野の良ら猫ねこと大差無い。


「あの……不ぶ躾しつけな質問ですけど」


　フレッドが困こん惑わくの表情を浮うかべたまま言った。


「ん？」


「あの子は一体……」


「ああ──」


　レイオットは肩を竦めて言った。


「俺があの子の両親を殺した」


「…………!?」


　フレッドが表情を眼めを丸くしてレイオットとカペルテータを見比べる。ナレアも同どう様ようだった。以前にその話を聞かされていたネリンやエリックは驚おどろきこそしなかったが、表情を強こわ張ばらせてレイオットを見つめている。


「ついでに言えば」


　レイオットは物もの憂うげな表情でその黒い瞳ひとみをフレッドの傍かたわらに向けた。


「そこのエリック・サリヴァンの父親を殺したのも俺だってのは知ってるか？」


「……え？」


　それは初耳であったのか、フレッドは眼を瞬またたかせて傍らの級友を眺ながめた。


　エリックが無言で頷うなずく。


　今でこそ彼はサリヴァン姓せいを名乗っているが、元々彼はエリック・トムスンという名前であった。医い療りよう魔法士であった父親が事故で魔族化し──その事で近所の人間達から差別と迫はく害がいを受ける様になったエリックの家族は、家を売り払はらい、姓を変える事で辛かろうじて平へい穏おんな生活を得る事が出来たのである。


「エリックの親父おやじさんが魔族化したのは……知ってましたけど……」


　どうやらエリックの父親を魔族として排はい除じよした戦術魔法士がレイオットであったとは知らなかったらしい。あるいはフレッドがレイオットに憧あこがれる気持ちを知って、そこだけはエリックが伏ふせていたのかもしれない。


「戦術魔法士ってのはそういう商売だよ。いいか？　局地災さい害がい指定なんぞで表面上は誤ご魔ま化かされているがな──俺達は『殺し屋』なんだぞ？」


「それは……」


「魔族ってのは魔法を使った人間のなれの果てだ。〈黒本〉を自分から使って自じ滅めつする様な連中はともかくとして……いや、そういう連中にすら、家族や友人や恋こい人びとが居る。彼等にとってはたとえ魔族化していようと、それは自分達の大切な人間であり……それを殺す戦術魔法士は『人殺し』以外の何者でもないんだよ」


　自じ嘲ちよう的てきに言ってレイオットは溜ため息いきをつく。


　自分でも不ふ相そう応おうな事を言っているという自覚は在った。


　そもそも彼は他人に説せつ教きようできる様な立場ではない。それでも強しいて言葉を連ねているのはこの少年に対する義ぎ理りの様なものだった。前ぜん途と有ゆう望ぼうな少年をわざわざ血と泥どろにまみれた道に誘さそってしまったのが彼ならば、そこに頭の先まで浸つかってしまう前に出て行く様勧すすめる事が出来るのも自分だけだろうと思ったからだ。


「格好良い仕事に憧あこがれるのなら他ほかを探した方がいい。救命魔法士なり、警察官なり。俺達のやっているのは決して他人様に誇ほこれる様な仕事じゃない」


「じゃ……じゃあ」


　フレッドは困こん惑わくの表情のまま言った。


「スタインバーグさん……貴方あなたはどうしてそんな仕事を……」


「…………」


　束つかの間まだがレイオットは答えに詰つまった。


　彼自身にもそれはよく分からない。


　最初は──恐おそらく絶ぜつ望ぼうであったのだと思う。


　親であり師でもある人物を殺してしまった自分は、それに相応ふさわしい罰ばつを受けるべきだと彼は考えていた。死も考えはしたが、それではむしろ楽になってしまうのだと悟さとった彼は──いつか誰かに殺される事を望んで戦いの場に自らを置いた。藻も搔がき苦しむだけ苦しんで最後にはそれも虚むなしく縊くびり殺される……浅ましく卑いやしい自分にはそれこそが相応しい死に様だと思えたものだった。


　カペルテータが自分の家に居着くのを黙もく認にんしたのもその為ためだ。レイオットは当初彼女が両親の復ふく讐しゆうの為に自分の側そばに居るのだと思っていた。どうやらこれは彼の思い違ちがいであった様だが、何にしても当時のレイオットが戦術魔法士として生きていた理由はある種の自じ暴ぼう自じ棄きな気持ちからだったのは間違いが無い。


　だが……今はどうかと問われれば少し違ってきているのではないかとレイオットは思う。


　少なくとも死を望む感覚はもう無い。相変わらず生に執しゆう着ちやくする気持ちは薄うすいのも事実だが、積せつ極きよく的てきに『裁さばき』を望む気持ちは彼には無くなっていた。強いて言うならば今彼は『償つぐない』の在あり方を捜さがしているのかもしれないが──それとて言葉にしてしまうと何となく違い和わ感かんが残る。


「……他に能が無くてな」


　短い逡しゆん巡じゆんの末に見つけた言い訳の様な言葉をとりあえず示してレイオットは肩を竦めた。


　その時──


「……レイオット」


　不意にカペルテータが立ち上がるとスタインバーグ邸てい玄げん関かんの方を指さした。


「魔族メレヴエレントです」


「…………!?」


　驚きよう愕がくの表情を浮かべるネリン、ナレア、そしてエリック。カペルテータの特とく殊しゆ知ち覚かくを知らないフレッドは唐とう突とつな言葉に困惑するばかりだ。


　そしてレイオットは──


「距きよ離りは？」


　ソファから立ち上がりながら尋たずねる。


　唐突に聞くには意外すぎる言葉だが、魔族の接せつ近きんに関する限りカペルテータの言う事に間違いはまず無い。カペルテータは魔法が現実事象に転てん換かんされる際さいの特殊な波は動どうを関かん知ちする事が出来る。数年前には魔法士と魔族を混同したりする事も在った様だが、今では両者を区別するのは無論、距離や方向まで正確に探たん知ちする事が出来る。


「現時点では小川の向こう辺り。ただし接近中です」


　つまりは家の正面玄関の方向から近寄ってきているという事だ。


「……全員、そこから逃にげろ」


　レイオットは庭に面する大きな硝子ガラス戸どを示した。


「庭に出れば側そばの雑木林を真まっ直すぐ突つっ切って行け。とにかく逃げろ」


　言ってからレイオットはソファのクッションの下に手を突っ込むと、そこから一丁の拳けん銃じゆうを取り出した。分ぶ厚あつい鋼こう材ざいの様な銃身を備えた回転弾倉式拳銃リヴオルヴア。彼の愛用する〈ハード・フレア〉カスタムである。


　飯を食っていようが寝ねていようが、手を伸のばせば触ふれられる処ところに銃を置いておく──これは元々師の教えであるが、今ではレイオットの癖くせの様なものになっていた。


「貸しておく。とりあえずお嬢じようさん方を守る役には立つだろ」


　言ってレイオットはそれをフレッドに投げる。


　フレッドはそれを受け止め──指にかかる予想以上の重じゆう量りようにそれを落としかけ、慌あわてて摑つかみ直した。銃の反動を殺すべく装そう着ちやくされた重銃身の為ために〈ハード・フレア〉カスタムの重量は通常の拳銃に較くらべて倍近い重量が在る。


「魔族は俺が処しよ理りする──カペル、行くぞ」


「はい」


　カペルテータは足あし下もとのシャロンを抱だき上げると、ネリンに手て渡わたした。


「お願いします」


「え？　あ──ちょっと！」


　反射的に受け取って……しかしレイオットとカペルテータが居間を出て行くのを見てネリンは声を上げた。


　反射的に彼かれ等らを追おうとして──


「姉さん！」


　ナレアの声に立ち止まる。


　振ふり返ってみれば……そこにはまだ十代の学生達が三人。


　そして自分は二十歳はたち以上の大人であり魔法監かん督とく官かんである。未成年者を一いつ瞬しゆんでも早く安全な場所に避ひ難なんさせる義ぎ務むが自分には在った。レイオットやカペルテータもネリンがその義務を果たす事を期待したからこそ、少年少女達と共にシャロンを預あずけていったのだろう。


「……こっちよ」


　後ろ髪がみを引かれる思いを押おし殺し──ネリンはガラス戸を開いて言った。





　　　　●　　●　　●





　廊ろう下かを走って車庫に駆かけ込む。


　雑ざつ然ぜんと大工道具やら工具やらが混在する車庫の真ん中に、花が開くかの様に貨か物もつ部ぶの天てん板ばんと側板を展てん開かいしたモールド・キャリアが停車していた。


　何も指示をせずともカペルテータは心得た様子でモールド・キャリアの貨物部に飛び乗ると、移送用架か台だいを兼かねたモールド装そう着ちやく装そう置ちの安全ピンを抜ぬき始めた。


　レイオットはというと手早く服を脱ぬぎ、上着、シャツをその場に投げ捨てると、近くの作業テーブルの上に置いてあった大型自動装そう塡てん式拳銃──〈ウルフ・ハウンド〉を手にとって残ざん弾だんを調べた。本体内の弾だん倉そうに加えて側そばに置いてあった予よ備び弾倉が一つ。弾倉にはそれぞれ七発。薬室に装塡してある一発を加えて総計十五発。いずれも大口径マグナム弾でありその弾頭は殺傷能力を高めた軟弾頭ソフト・ポイントである。


　さすがにライフルやら散弾銃やらを用意して弾を装塡している暇ひまは無かろう。弾倉の発バ条ネがへたって動作不良を起こすのを避さけるために、普ふ段だんは弾たまを込めない状態で保ほ管かんしているのだ。普段は〈ウルフ・ハウンド〉も同様の状態で保管しているのだが──たまたま後で照しよう準じゆん調ちよう整せいをする積もりで弾を装塡してあった。


「レイオット」


「──ん？」


「間に合わない様です」


　カペルテータがピンをはずしながら言う。


　その瞬しゆん間かん──


「────!?」


　轟ごう音おんと共に車庫の壁かべの一角が崩くずれた。


　耐たい火か煉れん瓦がの破は片へんを振りまきながら突っ込んできたのは……一台の車だった。


　ミラン社の小型四輪駆く動どう車しや〈パイジエロ〉である。民間の車両としては比ひ較かく的てき頑がん強きようなフレームが人気で街中でもよく見かけるが、元々は荒あれ地ちを走そう破はする為の車である。多少の障しよう害がい物ぶつなど平へい然ぜんと踏ふみ越こえて走るだけの性能が在るのだ。


　現に〈パイジエロ〉は壁をぶち抜いただけでは止まらなかった。


　分厚いタイヤで車庫の地面に散らばる諸もろ々もろのものを跳はね飛ばし、あるいはサスペンションを軋きしませながら乗り越え、多少は勢いを減げんじつつも直進してレイオット達の乗るモールド・キャリアに激げき突とつした。


　衝しよう撃げきで投げ出されるレイオットとカペルテータ。


　そして──


「くっ──」


　レイオットが身を起こして〈パイジエロ〉を振り返ったその時──その小型四輪駆動車のフレームに残っていた窓まど硝子ガラスが一いつ斉せいに吹ふっ飛んだ。


　そこから出てくるのは──


「魔族メレヴエレント……！」


　レイオットが呟つぶやく。


　重く生々しい音を立てて車のフレームから垂たれ下がったのは桜色の触しよく手しゆであった。いや、先せん端たんには掌てのひらが付いている事を思えば、それは『腕うで』と表するべきかもしれない──たとえ長さ二メルトルにも達し、関かん節せつが無く軟なん体たい動どう物ぶつの様にうねうねと蠢うごめいているのだとしても。


　更さらに──鋼材のひしゃげる耳みみ障ざわりな音と共に運転席と助手席のドアが歪ゆがんで行く。


　ひん曲げられているのだ。内側から加えられた力が無理矢理にドアを歪めて外に噴ふん出しゆつしようとしている。


　そして……異い音おん。


　遂ついに歪みきったドアとフレームの隙すき間まからやはり触手がこぼれ出てくる。触手はやはり先端に『足首』を備えてはいたが、これまた長さは二メルトル、関節は無く、しかもそれは四本も在あった。


　最さい期ごに……砕くだけたフロントガラスの代わりに巨きよ大だいな顔面がフレーム一いつ杯ぱいに広がる。


「ぶっぶー」


　虚うつろな目をしたその巨大な顔面は虚ろな声でそう言った。


「……こいつはまた個性的だな」


　獣けものの様な笑えみを浮うかべながらレイオットが呟く。


　フロントグラスに顔。フレームの横から伸びる腕と脚あし。フレームそのものを胴どう体たいとして見れば……それは『車』という器物を無理矢理に擬ぎ人じん化かした結果にも見える。


「どこぞの遊園地に行けば人気者になれたかもしれんが」


「それは無む理りだと思います」


　と冷静な少女の声が言う。


　童話絵本や幼児向け漫まん画がに出てきそうな意匠デザインと言えなくもないが、それにしてはあまりに細部が生々し過すぎる。直ちよつ径けい三十センチメルトルにも達する血走った眼球など幼児が直ちよく視しすれば精神的外傷トラウマを負いかねない。


「──カペル。大だい丈じよう夫ぶか？」


「はい」


　車庫の隅すみで身を起こすＣＳＡの少女。


「とりあえず御お前まえも逃にげろ」


　その台詞せりふの終わりと同時に跳はね上がった〈ウルフ・ハウンド〉が吠ほえる。


　魔族との距きよ離りは五メルトルと離はなれていない。目を瞑つぶっていても当てられる距離だ。事実──大口径マグナムの銃弾が爆ばく音おんの如ごとき銃じゆう声せいに押し出されて魔族の額ひたいに突つき刺ささった。


　しかし──


「ぶーっ。ぶぶーっ。ぶうううううううううううううううっ!!」


　意味不明の──あるいはクラクションの積もりなのかもしれないが──言葉を撒まき散らしながら魔族が暴あばれる。


　その額には〈ウルフ・ハウンド〉の弾だん痕こんが小さく穿うがたれているが……それだけだ。銃弾の持つ破は壊かい力りよく、即すなわちその着弾の衝撃は完全に内部で吸収されてしまったらしい。


「こっちだ！」


　レイオットは叫さけびながらもう一撃。


　だが今度の銃弾は〈パイジエロ〉のフレームに当たって跳ちよう弾だんし、天てん井じようにめり込んだ。


「……魔力圏ドメインに加えて装そう甲こう付きか」


　走って家の中に逃げ込みながらレイオットは呟く。


　ただでさえ銃弾で魔族を倒たおすのは不可能に近い作業だが……車の残ざん骸がいを纏まとっているこの魔族は、更にもう一枚防ぼう御ぎよを重ねている事になる。あのフロント部分に張り付いている顔面の後ろに脳のう組そ織しきがあるのならばともかく、車体の奥おく深くに隠かくれている部分に脳が──つまりは唯ゆい一いつの急所があるのだとすれば、最も早はや絶対に拳銃では倒せない。特に破壊力を重視した軟弾頭ソフト・ポイントは貫かん通つう力りよくが低いからだ。


「ぶぶううううううっ!!」


　魔族は叫びながら魔法を発動。


　家の奥へと駆かけ込こむレイオットを爆ばく炎えんが追ってくる。


　そしてその後からは巨体で家の壁や天井を削けずりながら突とつ進しんしてくる魔族本体──


「さてどうする……？」


　走って玄げん関かんに向かいながらレイオットは顔をしかめる。


　魔族を車庫から引き離し、最悪の事じ態たい──つまりは唯一魔族を倒せる武器たるモールドを破壊される事態は避さける事が出来た。


　だが魔族はそのままレイオットを追ってくる。


　追われる彼にモールドの所に戻もどってそれを装着している余よ裕ゆうなど無いだろう。


　十発あまりの銃弾と己おのれの肉体だけが今のレイオットに許された力である。これでどれだけの時間、彼は魔族の追つい撃げきをかわしていられるか。魔族の発生を魔法管理局が知って戦術魔法士を送り込んでくるにはどんなに早くても一時間はかかるだろう。それまでレイオットが生きていられる可能性は──殆ほとんど在るまい。


「ぶうううううっ!!」


　魔族が吠ほえる。


　それを撃発音声トリガー・ヴオイスとして発動する魔法が、爆ばく発はつを発生させる。猛もう烈れつな爆風が玄関扉とびらごとレイオットを吹っ飛ばした。


「くっ──」


　ボールの様に二度程ほど跳はねた後、レイオットは草むらを数メルトル滑すべって止まる。


「さすがにこいつは……無理かな？」


　言いつつも身を起こして呻うめいた。


　モールド非装着の状態で魔族と相対するのは別にこれが初めてではないのだが、状じよう況きよう打開の策が全く思いつかない。状況を維い持じする事すらもおぼつかない。魔族の等級は決して高くないので、魔法さえ使えればいくらでも倒し様が在るのだが──


「ぶうう……ぶうっ！」


　魔族は巨体でがりがりと壁を削りながら廊ろう下かを、そして玄関を通り抜ぬけると、その奇き怪かいな脚をわさわさと動かしながらレイオットに迫せまってくる。巨大な眼球がぐるぐると視線をあちこちに撒まき散らし、分厚い唇くちびるが涎よだれを垂たらしながら──


「ス、ススススタイン、スタイイイインバアアアアアグウウウウウー……ぶうっ！」


「…………!?」


　迫り来る怪かい物ぶつを見み据すえながらもレイオットは眉まゆをひそめた。


　今──魔族は「スタインバーグ」と言わなかったか。


「…………」


　レイオットは黙だまって魔族を睨にらみ据える。


　魔族になっても人間であった際さいの記き憶おくが多少残るのは珍めずらしくない。だとするとこの魔族の元になった人間はレイオットの知り合いなのだろうか。無む論ろん、魔族化してしまえば親でも見分けの付かない姿に変形してしまうのが常なので、たとえこの魔族の元がレイオットの知人であったとしても、見た目で確かめる事は出来ないのだが。


「ぶっぶううううぶううう……ぶううううううううう!!」


　叫んで魔族が長い腕を振ふり上げる。


　その掌から音を立てて剣けんの様な爪つめが伸のびる。ただ摑つかむだけで人間を七つに切り分けられそうな代しろ物ものであった。


　レイオットは〈ウルフ・ハウンド〉を銃じゆう撃げき。


　銃声。銃声。銃声。銃声。


　殺さつ到とうするマグナム弾。弾頭は軟弾頭──命中すれば自らひしゃげる事で運動エネルギーの全すべてを破壊力として放出し、肉を抉えぐり飛ばす。


　だが……


「ぶうう！　ぶぶぶうううう！」


　銃弾はいずれも魔族に到とう達たつする直前で空中に停止していた。言うまでもなく魔族の帯おびる魔力圏ドメインの効果である。彼かれ等らの『第二の皮ひ膚ふ』と呼ばれるこの領りよう域いきはそこに侵しん入にゆうする脅きよう威いを半ば自動的に排はい除じよする。


　この絶対防ぼう御ぎよを貫つらぬいて魔族を葬ほうむり去れるのは、その反応速度をも上回る超ちよう高こう速そく弾だんか……あるいは魔法だけである。


「…………駄だ目めか」


　呟つぶやきながらも弾倉交こう換かん。


　残り七発を一気に撃うち尽つくす。


　銃声。銃声。銃声。銃声。銃声。銃声。銃声。銃声──……


「────!?」


　七回を超こえても音が途と切ぎれない。


　銃声が減げん衰すいしてゆくのと入れ替かわる様にして轟とどろいた音がレイオットを振り返らせる。


　そして。


「ぶうううっ!?」


　迫り来るそれに気付いた魔族が振り返った瞬しゆん間かん──見覚えのある黒い乗用車が魔族の横腹に突っ込んだ。


　衝しよう撃げきでバンパーがひしゃげ、硝子ガラスが粉こな々ごなに砕くだけ散る。


　無論、衝しよう突とつの際に発生した破壊力の殆ほとんどは魔族の魔力圏に中和されてしまった様であったが、それでも『成り立て』の魔族の魔力圏では車の慣かん性せいそのものを殺す事までは出来なかった様だ。


　魔族は車に押おされて為なす術すべも無く十数メルトルを横滑りしていった。


「シモンズ監かん督とく官かん!?」


　思わず愕がく然ぜんと声を上げるレイオット。


　必死の形相でハンドルを握にぎっているのはネリンだった。


　彼女は右手に監督官の装そう備びの一つである〈ハンティング・ホーク〉自動拳けん銃じゆうを握って銃撃しながら──不安定な姿し勢せいで撃ち出された銃弾は命中もせずに虚こ空くうへと飛び去っていったが──更さらにアクセルを踏ふみ込んだらしい。高々と車のエンジンが咆ほう吼こうし、地面を抉えぐって土砂を巻き上げながらタイヤが激しく回転する。


「ぶううううううううううううううううううううううううううううううううううっ!?」


　魔族が更に横滑りしながら悲鳴とも歓かん声せいともつかない声を上げる。


　そして──


「スタインバーグさん！」


　レイオットの前にぬっと滑り込んでくる鋼こう鉄てつの塊かたまりが在あった。


　彼のモールド・キャリアである。


　運転席から顔を出して切せつ迫ぱくした叫さけびを上げたのは──フレッドであった。助手席にはナレアとエリックの姿も見える。


「モールドを！」


「…………」


　色々と言いたい事はあったが、今はそんな場合でもあるまい。レイオットは後部ハッチを展開したままのモールド・キャリア貨物室へと飛び込んだ。


　中では……カペルテータが既すでに準備を整えて待っていた。


「急いでください！」


　伝でん声せい管かんを通してフレッドが言ってくる。


「言われんでも。しかしよく運転なんぞ出来たな」


　装着用フレームに身を横たえながらレイオットが言う。本来ならば二次拘こう束そく図ず版はんをカペルテータが書くという手て順じゆんが残っているのだが──さすがに今は悠ゆう長ちようにそんな事をしている暇ひまは無い。


「学年はエリックと同じですけどね。実は俺、留年してるんですよ。免めん許きよ持ってます」


「……なるほど」


　何ど処こか得とく意いげなフレッドの声に苦く笑しようを浮うかべるレイオット。


　彼は素す早ばやく最終点検を済ませると傍かたわらで待たい機きしている紅あかい眼めの少女に頷うなずいた。


「カペル、頼たのむ」


「──はい」


　頷いてカペルテータがフレーム横のレバーを引き下ろす。


　ばしゃっ！


　音を立ててフレームの各部が閉じ始めた。


　旧ふるい拷ごう問もん器き具ぐを連れん想そうさせる装着用フレームは、発バ条ネと歯は車ぐるまの力で次々と部品を閉じてモールドの──人としての鋳い型がたの中にレイオットの身体からだを押し込める。


　腕うで。腹はら。脚あし。首。胸。頭。


「ふっ……くっ……」


　次々と容よう赦しや無く加わって行く圧あつ迫ぱくにレイオットが短く息を吐はく。


　やがて全ての部品を閉じきったモールドの胸むな元もとで、きゅっ──と音を立てて十三本の拘こう束そく度ど端たん子しが螺ね子じの如ごとく回転してその身を胸部装そう甲こうに沈しずみ込ませる。


　装着終しゆう了りよう。


　最後にモールドを保ほ持じしていた金具が弾はじけ飛ぶ様にして解放され、魔法士の鎧よろいに身を固めたレイオットは硬かたい足音と共に床ゆかへと降り立った。カペルテータが固定金具を外していたスタッフを手に取り、素早く装そう塡てんされている六種の呪じゆ文もん書式を確かく認にん。特に何か命じていた訳でも無いのだが──ＣＳＡの少女がスタッフに挿そう入にゆうしていた呪文書式板はレイオットの望む通りの選せん択たくであった。


「スタインバーグさん──」


　伝声管から伝わってくる不安げな声はナレアのものだ。


　魔族に向けて車で突っ込んだ姉の身が心配なのだろう。


「分かってる」


　短くそう応じて──レイオットはモールド・キャリアから飛び降りた。





　　　　●　　●　　●





　アクセルペダルが床に付く程ほどに踏ふみ込む。


　エンジンが悲鳴を上げつつもその力をタイヤに伝え怪かい物ぶつを押して行く。ずるずると魔族は車体に押されて横よこ滑すべりするが──次し第だいにその速そく度どは落ち始めていた。魔族が奇き襲しゆうの混こん乱らんから脱だつしつつあるのだろう。それでもネリンは歯を食いしばってアクセルを踏み続けた。


　常じよう識しき的てきな判はん断だんをする者ならば、ネリンの行動を一言『無む茶ちや』と評ひようするに違ちがいない。


　魔族と彼女の距きよ離りはわずかに二メルトル弱。充じゆう分ぶんに魔力圏ドメインの内側だ。


　魔力圏の内側ではありとあらゆる物ぶつ理り現げん象しようが魔族の意志に従したがう。わざわざプラズマだの電でん撃げきだのを放はなつ必要すら無い。魔族に彼女を攻こう撃げきする余よ裕ゆうが在れば、焼やき焦こがすなり、引き裂さくなり、あるいは融ゆう合ごう同どう化かするなり──どのようにでも料理できる間合いだった。未いまだ彼女が存ぞん命めいしているのはただ魔族が奇襲による混乱から完全に立ち直っていないだけの事である。


　無む論ろん、車で轢ひかれた程てい度どでは魔族は何の痛つう痒ようも感じていまい。瞬しゆん間かん的てきに多少の傷くらいは負ったかもしれないが、それとて魔族の復ふく元げん能のう力りよくの前では存在しないも同じである。


　だからこれは単なる時間稼かせぎ以上の効こう果かを持つものではなかった。


　だがそれでいいのだ。当初からネリンもそれ以上の事は期待していない。


　一秒でも長く時間を稼ぐ事。


　それこそが彼女の役目だ。


　レイオットがモールドを装そう着ちやくすれば必ずこの怪物を倒たおしてくれる──その確信があるからこそ、彼女はろくに躊躇ためらいもせずに公用車を怪物に突っ込ませたのである。


「また始し末まつ書しよよね……！」


　引きつった表情に苦く笑しようの色を混ぜてそんな事を呟つぶやく。


　どうもレイオットと知り合ってから自分でも無茶だと思う様な行動が増えた。彼を真人間に矯きよう正せいする積もりが逆に感かん化かされてしまっている部分が在あるのかもしれない。


「ぶううううううううっ!!」


　魔族の叫さけびが響ひびく。


　殆ほとんど本能的な危き機き感かんを覚えてネリンは伏ふせた。ハンドルとアクセルはそのままに、上半身を可能な限りに低くする。


　次の瞬間、激はげしい破は砕さい音おんと共に彼女の頭上を何かが通り過すぎる。


　ちらりと視線を飛ばした彼女の眼には──蒼あお空ぞらが映うつった。


　魔族の放った魔法の一いち撃げきが車の屋根を吹ふっ飛ばしたのであろう。一瞬にして公用車はオープンカーと化していた。がしゃんと何ど処こか遠くで地に落ちた鋼こう鉄てつがへしゃげる音がする。伏せなければ彼女の頭も車の屋根と同じ運命を辿たどっていたに違いない。


　しかし──


「ぶうう！　ぶっぶううう！　ぶうう！」


　めきめきと音を立てながら更さらに魔族が車のフレームを摑つかんで持ち上げ──力任せに引き裂さいて行く。剝はがされるボンネット。ねじ切られるバンパー。鋼鉄をも布の如ごとく破やぶり捨てるその怪かい力りきは、やはり魔力圏に支えられたものなのだろう。


「…………！」


　これ以上は限界だ。


　ネリンはアクセルから脚あしを離はなして車から跳とび出る。幸い、魔族がフレームを引き裂いたお陰かげで、車体は大きく歪ゆがんでおり、いちいちドアを開く必要も無かった。


「ぶううううっ!!」


　魔族はネリンが抜ぬけ出た後も、癇かん癪しやくを起こした子供の様にがつんがつんと車の残ざん骸がいを地面に叩たたき付けている。


　全力で走って魔族から離れるネリンの背後で、爆ばく音おんが轟とどろいた。


　漏もれたガソリンに引火したのだろう。


　強きよう烈れつな熱ねつ風ぷうと衝しよう撃げきに背中を叩かれて転てん倒とうするネリン。


「痛っ──」


　顔をしかめつつも身を起こし、再び走ろうとするものの……


「──！」


「ぶうううううううううっ！」


　振ふり返れば──彼女のすぐ背後に炎ほのおをまとった魔族が傲ごう然ぜんと立っていた。全身を炎が焼やき焦こがしているのだが、そんな事は全く気にならないらしい。


　逃にげられる距離ではなかった。


　魔族は車を引き裂いたその両手を伸のばして、ネリンを摑もうと──


「──ぶうっ!?」


　その手がいきなり消えた。


　いや、違う。


　斬きり飛ばされたのだ──見えない力場平面によって。


〈ハック〉──切せつ断だんの魔法。


「スタインバーグさん！」


　振り返って叫ぶネリン。


　彼女の背後には、黒いモールドを身に付けスタッフを構かまえたレイオットの姿が在った。


「ぶうううううっ!?　ぶうっ！　ぶううっ!!」


　魔族の腕うでの切断面からずるりと復ふく元げんされた腕が伸びてくる。


「──イグジスト！」


　レイオットの撃発音声トリガー・ヴオイスと共に次の魔法が発動。


　無む色しよく透とう明めいの砲ほう弾だんが発生し、回転しながら魔族に撃うち込まれる。だが魔族は敏びん感かんにこれを察さつ知ち。魔族が一ひと際きわ高く咆ほう吼こうするとまるで地面に最初から埋うまっていたかの様に、分厚い土の壁かべが出現し──〈アサルト〉の一撃を受け止める。


　だが──


「ぶうっ!?」


　轟ごう音おんと共に魔族は防ぼう御ぎよ壁へきごと吹っ飛ばされた。


　最初からレイオットは〈アサルト〉で魔族を倒たおす積つもりなど無かった。今の一撃は魔族をネリンから離はなす為ためだけのものだ。魔族を肉片すら残さず完全殲せん滅めつ出来る破は壊かい力りよく重じゆう視しの魔法は幾いくつも在るが、強力なだけに下手に使えば魔族の側そばに居る者さえ巻き込んでしまう恐おそれが在った。


　もっとも──


「──すまんね」


　ネリンの傍かたわらを駆かけ抜けながらレイオットは苦笑混じりに言う。


　魔族を彼女から引き離したは良かったが、〈アサルト〉の衝しよう撃げきで飛び散った土ど砂しやを彼女は頭から被かぶって泥どろだらけになっていた。


「洗せん濯たく代要求しますよ！」


「へえへえ」


　拳こぶしを振り上げてそう言ってくる彼女に背中でそう答え──レイオットは魔族に向かって走りながらスタッフの操そう桿かんを操そう作さ。基き礎そ級きゆう呪じゆ文もんの一つを無音詠唱ダムキヤスト。汎はん用よう型がた力りき場ば発はつ生せいの魔法であるが、無論これだけでは決め手にはならない。


　更に──


「我・法を破り・理ことわりを越こえ・殲せん滅めつの意思を抱いだく者なり！──グロークン・グロークン・エイテ・イム・シーンス！」


　口頭詠唱リアルキヤストによる補ほ助じよ呪文の追加プラグイン。


　同時に超ちよう効こう率りつ稼か働どうする魔法回路の影かげが紅あかい魔法陣エイリアスとなってレイオットの構えるスタッフの前に浮うかび上がっていた。


「ぶうっ!?」


　魔族がようやく起きあがり──その頭上に触しよく手しゆの様な腕を差し伸べる。


　小さな破は裂れつ音。


　次の瞬しゆん間かん、回転する巨きよ大だいな球体が奇き怪かいな掌てのひらの間に生まれていた。


　それを火の玉だと瞬時に理解出来る者は少なかろう。一いつ般ぱん的てきに認にん識しきされている炎の色──暗赤や橙だいだい色いろを通り越こして球体は青白く光っている。温度は恐おそらく千五百度を越えているだろう。言うまでもなくこんな高温の炎の塊かたまりをぶつけられればたとえモールドをまとっていようと瞬間的に焼しよう死しだ。


　だが──レイオットは止まらない。


　真まっ直すぐに魔族に向けて走りながら彼は鋭するどく唱となえた。


「〈ヴォルテックス〉──イグジスト!!」


　発動する魔法が自じ存ぞんする不ふ条じよう理りに挑いどむ。


　瞬間的に発生した直径十メルトルの渦うず巻まき状じようの力場──半はん透とう明めいながら途と方ほうもない破壊力を内ない包ほうする渦か動どう力場が押おし包む様にその回転半径を狭せばめながら魔族に襲おそいかかった。


「ぶうううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう──ッ!!　す……たい……すたいんばああああああああああああああ……ぐううううううううううううううううううううううううううううッ!!」


　絶ぜつ叫きようする魔族。


　だが異い形ぎようの断だん末まつ魔まですらもが容よう赦しやなく回転する力場の中に巻き取られて消えていく。


　無む限げんに零ゼロに向かって収しゆう束そくしていく死の螺ら旋せんが魔族の肉体をねじり、引きちぎり、更には肉片すらも粉こな々ごなに分ぶん解かいしていく。無論、魔族が掲かかげていた火球は制せい御ぎよを失って暴発するが──炎は外部に逃げる事も許されず、更に更に小さく絞しぼり込まれて創そう造ぞう主しゆの肉片を焼き焦がすのみ。


　やがて──極きよく限げんにまで達した力場渦動は轟音と共に飛ひ散さん。


　半ば液状にまで破は砕さいされた魔族の亡なき骸がらが夕立の様な音を立てながら地面に降り注いだ。





　　　　●　　●　　●





「……やっぱり分からないわよ」


　ぶすっとした表情でナレアは言った。


　魔族を倒した後──スタインバーグ邸ていの脱だつ衣い所じよでの事である。


　ナレアの隣となりではネリンの制服を突つっ込まれた旧式の洗せん濯たく機きがごとごとと音を立てて洗濯槽そうを回転させている。レイオットは本気でネリンの制服の洗濯代を出す積つもりの様ではあったが──ネリンとしてはまさか全身泥だらけの格かつ好こうで職しよく場ばに戻もどる訳にもいかず、着き替がえの持ち合わせも無いので、とりあえず洗濯機を借りて制服を洗っているのである。


　ちなみにアルマデウス帝てい国こくでは電気式の家庭用洗濯機が売り出されて既すでに五年になるが、そんな気の利いたものがスタインバーグ邸に在ある筈はずも無く──カペルテータに案内されて脱衣所に入ったシモンズ姉妹しまいが見たものは、ペダルの付いた人力駆く動どう式しきの洗濯機であった。


　そういう訳で──ネリンがシャワーを浴あびて髪かみに付いた泥を落としている間に、ナレアが洗濯機のペダルを踏ふんで姉の制服を洗っているのである。


「──なにが？」


　丁ちよう度ど浴よく室しつから出てきたネリンがタオルで自じ慢まんの長い髪を拭ふきながら首を傾かしげる。


　その頰ほおと額ひたいにはうっすらと赤いひっかき傷が付いている。痕あとが残る様な傷ではないだろうが──童どう顔がんの上に引かれた血色の線は妙みように痛いた々いたしく見える。本人があまりそれを気にしていない様子なので尚なお更さらだ。


「別に、あの人の、面めん倒どう、姉さんが、見ないと、いけない、訳じゃ、ない、でしょ？」


　まるでそれがレイオット本人であるかの様に、両足の踵かかとに力を込めて交こう互ごに洗濯機のペダルを踏み付けながらナレアは言った。


「……スタインバーグさんの事？」


「そう。他ほかの人に担当変えて貰もらったら？」


　さすがに疲つかれてきたのでペダルを踏むのを休んでナレアは姉を振ふり返った。


「どうせ今日みたいな事だって初めてじゃないんでしょ？　危き険けんと苦労ばっかり背負い込んで──あの人に関かかわって姉さんに何か得るものは在るの？」


「まあ……無いかな」


「そんなにあの人が好きなの？」


「だからそういうのじゃないのよ」


　と──身体からだにタオルを巻き付けながらネリンは苦く笑しようした。


「まあなんて言うか……ほっとけない感じかな。危あぶなっかしくて」


「…………」


　ナレアは……何か嫉しつ妬との様な感情が胸の奥おくで揺ゆらめくのを感じた。


　レイオットの事を話題にする時のネリンの表情は、まるで出来の悪い弟の事を語っているかの様だったからだ。


　実の所──レイオットに対して男女の情がネリンに在るのかどうかは分からない。だが姉が、自分や母に対して家族として注そそいできた愛情に極きわめて近いものをレイオット・スタインバーグにも注いでいるのだという事は分かった。


　姉の愛情と関心を独どく占せんできないからと言って拗すねる程ほど、ナレアも子供ではない。


　だが──その対たい象しようがレイオットである事、そして当のレイオットがそれにまるで気付いていないかの様に見えるのがナレアには腹はら立だたしかった。


「私は姉さんには幸せになって欲ほしいのよね。あんな人にかまけてないで」


「……ありがと」


　穏おだやかに微び笑しようしてネリンが言う。


「でもね。私は彼にも幸せになって欲しいのよね。なんていうか──私にはナレアがいて母さんがいて。お金には不自由したけど普ふ通つうに平へい穏おんに生きてこれて。でもそういうの──彼は全ぜん然ぜん知らないのよ」


　彼女は洗濯槽を開けて制服を取り出して広げながら──何の気負いも無く世間話をするかの様に自然な口く調ちようで言葉を続けた。


「だから。なんて言うか……『世の中まだまだ棄すてたもんじゃないよ』って教えてあげたいのよね。あの、世を拗ねた無資格戦術魔法士に」


「それだけ？」


「そう。それが私が彼の担当を降おりない理由」


「…………」


　ナレアは姉の横顔を見る。


　その表情はむしろある種の自信に満ちていて……そんな姉の表情が自分は一番好きだったのだと想おもい出す。こんな表情をしたいと思ったからこそ、自分は姉の背中を追ってきたのだと。


　だから──


「今日は天気も良いし……三時間も干ほしておけば何とか着られるかな？　六時までには何とか支し局きよくに帰らないと」


　呑のん気きにそんな事を言う姉をしばし眺ながめるナレア。


　ネリンの表情には悲ひ壮そう感かんも義ぎ務む感かんも無い。むしろ自分の記き憶おくの中に居た姉の姿よりも生き生きとしている様にさえ見えた。


「……もう」


　続けるべき反はん論ろんの言葉が見つからないナレアは……代わりに長々と嘆たん息そくした。
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　カペルテータ・フェルナンデスは目ま深ぶかに被かぶったフードの奥おくで眼めを瞬またたかせた。


　彼女をよく知る者ならば驚おどろいたかもしれない。普ふ段だんは人形めいていて、およそ感情というものを映うつさない紅玉ルビー色の瞳ひとみが──戸と惑まどうかの様に揺ゆれている。


『半魔族ハーフ・ブルート』『出で来き損そこない』などと世間一いつ般ぱんで呼こ称しようされる身体的特とく異い性せいに加え、極きわめて特とく殊しゆな生い立ちを経へてきたこの少女は、殆ほとんど感情を表に出す事が無い。見み慣なれていなければ分からない様な些さ細さいな変化ではあるが……これは珍めずらしい事であると言えた。


「…………」


　彼女の座すわっているのはオープン・カフェの一席である。


　丸く白いテーブルの上には彼女が注文した香こう茶ちやのカップが置かれ、うっすらとした湯ゆ気げとダルセーニア産茶葉の薫くん香こうを立ち上らせている。


　時刻は午後の二時過すぎ。他のテーブルに客の姿は無い。


　カペルテータの膝ひざの上では黒くろ猫ねこのシャロンが丸くなって眠ねむっている。日ひ増ましに肌はだ寒ざむさを増すこの季節──日差しの暖あたたかい午後はやんちゃ盛ざかりの子猫にとっても貴き重ちような微睡まどろみの時間なのだろう。


　フードで顔を隠かくすカペルテータの格かつ好こうに道行く人々が時折、訝いぶかしげな視線を投げてきたりもするが──他には特とく筆ひつすべき様な事も無い。傍はた目めから見れば至いたって平へい凡ぼんな午後の情じよう景けいと言えるだろう。


　だが──


「で──どうなの？」


　カペルテータの対面。


　テーブルを間に挟はさんで向かい合う位置の席に少女が一人。


　左手には聞き込み中の刑けい事じか探たん偵ていか、はたまた記者か──といった様子で開いた手て帳ちようを、右手には鉛えん筆ぴつを持ち、相手が何か言えば一言一句聞き漏もらさずに書き付けようと、先さき程ほどからずっと身み構がまえた状態である。


「…………」


　カペルテータは思し案あんの為ための短い沈ちん黙もくを前置きしてから──おもむろに口を開いた。


「レイオット・スタインバーグ。職業戦術魔法士タクテイカル・ソーサリスト。ただし無む資し格かく。本名不ふ詳しよう。年ねん齢れい不詳。出身地不詳。係けい累るい不詳。血液型はＡＢ。現住所はトリスタン市メルスマン区──」


「……いや。そうじゃなくて」


　ずらずらと──まるで目の前の資料でも読み上げるかの様な口く調ちようで『レイオット・スタインバーグ』に関する情報を列れつ挙きよし始めたカペルテータの鼻先に右の掌てのひらを突き付けて少女は言った。


「そういう書しよ類るい的てきな事じゃなくて」


「…………」


　紅あかい眼が指の隙すき間まから促うながす様に少女を見つめる。


　少女は手を引っ込めて──指の間に挟はさんだ鉛筆の尻しりで頰ほおを搔かきながら言った。


「なんて言えばいいのかな……ええとね。つまり貴女あなたの眼から見た彼は、どんな人なのかな……って聞いてるの。善いい人なのか悪い人なのかとか。頭が良いとか悪いとか。優やさしいとか冷たいとか。何が好きで何が嫌きらいとか。人生の目標は何かとか。色々あるでしょ？」


「…………」


　カペルテータはしばし相手の言葉をかみ締しめる様にして黙もつ考こうしていたが──


「分かりません」


　と素そっ気けない口調で言った。
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「分からないって事はないでしょ？」


　少女──ナレア・シモンズは苛いら立だたしげに顔をしかめた。


　ネリン・シモンズの妹であり、自らも労ろう務む省しよう魔ま法ほう管かん理り局きよく監かん督とく官かんを志こころざすこの少女がトリスタン市にやってきたのは元々来年に受験予定の大学を下見する為ためだ。


　だがナレアは早々に大学の下見を済ませた後、市内観かん光こうをするでもなく、かといって郷きよう里りへ帰るでもなく、滞たい在ざいを延えん長ちようしながらレイオット・スタインバーグに関する細々した情報を調べて回っていた。


　今もいきなりカペルテータをカフェに呼び出して『貴女にとってレイオット・スタインバーグとはどういう人物なのか』という質問をぶつけていた所である。


　ちなみに。


　レイオット本人はというと、彼女達が陣じん取どっているカフェのすぐ隣となり──小さなホテルの一室で惰だ眠みんを貪むさぼっている最中である。


　先日──魔族メレヴエレントの襲しゆう撃げきを受けた事件で、スタインバーグ邸ていは大きく損そん壊かいした。


　元々が堅けん牢ろうな造りの家屋なので立て直しを要する程でも無いのだが、内ない装そうはほぼ全ぜん滅めつ。特に魔族が通った車しや庫こから玄げん関かんへと至いたる部分は損そん傷しようが酷ひどく、大おお幅はばな修しゆう繕ぜん無くしてはとても住める様な状態ではなかった。


　そういう訳で業者が修繕を終えるまでの二週間余あまり、レイオットとカペルテータは繁はん華か街がい──リゴレット通りに在あるホテルの一室に宿泊する事となったのだ。


　当然ながらカペルテータの姿や彼女の連れている黒猫を見てホテルの支配人は顔をしかめたが……レイオットが黙だまって受付のカウンターに積つんだドルク紙し幣へいの束たばと引き替かえに、あっさりと部屋の鍵かぎを出してきた。


　良くも悪くもこうした融ゆう通ずうが利きくのがリゴレット通りである。トリスタン市民の中には、闇やみ市いちから発はつ展てんし全体的に猥わい雑ざつな印象の強いリゴレット通りを『品が無い』と嫌きらう者も居るが『上品な』プーランク通りではこうはいかないだろう。


「聞いた話じゃ貴女、彼と四年近くも……その……一いつ緒しよに住んでいるんでしょ？」


「はい」


　平へい然ぜんと頷うなずくカペルテータ。


　仮にも『同どう棲せい』の事実を認みとめていながら照てれる様子も恥はじらう様子も無い。無む論ろん、レイオットとカペルテータに世間で言われる様な関係が存在しないとすれば、特に照れたり恥じたりする必要も無い訳だが……この少女は他人の視線、ひいてはそこに込められた感情に対して妙みように無む頓とん着ちやくな処ところが在った。


「それだけ一緒に住んでて何も分からないって事はないでしょ？」


「…………」


「難むずかしく考えなくても、貴女の印象でいいのよ。なんて言うか……大おお雑ざつ把ぱにでも『こんな人です』位の事は言えない？」


「…………」


　カペルテータは再び黙もつ考こう。


　そして──


「……よく分からない人です」


「答えになってないわよ」


　半眼でＣＳＡの少女を睨にらみ据すえるナレア。


「私もそう思います」


　だがナレアの視線など微み塵じんも気にした様子を見せず……あくまで淡たん々たんと抑よく揚ように乏とぼしい口調でカペルテータは言った。


「ああもう……」


　ナレアはテーブルの上に突っ伏ぷして溜ため息いきをつく。


　カペルテータはそんな彼女をただ黙もく然ねんと見つめているのみである。鬱うつ陶とうしがっている様子は無いが……かといって好意を抱いだいている様子でもない。目の前に居る人物を見つめている筈はずなのに、その瞳ひとみは遥はるかな彼方かなたから望ぼう遠えん鏡きようか何かを通して視線を注そそいでいるかの様な、奇き妙みような隔かく絶ぜつ感かんが在った。


　普ふ通つうの人間はそんなカペルテータの目つきを気き味み悪わるがったりもするが、ナレアは特に気にした様子も無い。単に他人の視線に対する感かん覚かくが鈍にぶいだけなのかもしれないが。


「うーん……」


　テーブルに突っ伏したままの体たい勢せいで束つかの間ま、何事か思案している様であったが──不意にナレアは身を起こし、カペルテータを真まっ直すぐ見据え直して言った。


「そもそも貴女、彼の何なの？」


「愛人、助手、養子、奴ど隷れい、被後見人、愛あい玩がん動物、被保護者、家政婦、秘書──世間的な評ひよう価かは様々ですが、同居人と答えるのが一番平和的なのだそうです」


「…………」


　他ひ人と事ごとの様な物言いにナレアは再び顔をしかめた。からかわれていると思ったのかもしれない。無論──カペルテータの性格を少しでも知る者ならば『それは無い』と断だん言げんしたであろうが。


「だから──貴女自身はどう思っているのよ？　自分とレイオットの関係について。貴女は貴女の意志で彼と一緒に居る訳でしょう？　好きだからとか、面おも白しろいからとか、意外に貯ちよ金きんがあるからとか、何かしら理由はあるでしょうに？」


「…………」


　カペルテータはナレアの言葉を丁てい寧ねいに一語一語吟ぎん味みしていた様だが……それでもやはり彼女は小さく首を振ふった。


「分かりません」


「あのね──」


「分からないから一緒に居ます」


「…………」


　ナレアは肩かたを落として黙り込んだ。


　嚙かみ合っている様でいて微び妙みように嚙み合っていない会話に疲つかれ果はてたのだろう。


　もっとも──ここにレイオット本人が居れば、カペルテータの台詞せりふに何か閃ひらめくものがあったかもしれないが。


「じゃあ……」


　カペルテータから有ゆう意い義ぎな証言を引き出すのは諦あきらめたのか……やや力の無い口調でナレアは言った。


「彼の事を一番よく知ってる人の事を教えて。仕事でよく会う人とか、親しい友人とか、貴女あなた以上に前からの知り合いとか」


「最近一番会っている回数が多いのはシモンズ監かん督とく官かんですが」


「姉さん以外で！」


　とナレア。


　カペルテータは一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくし──そしてまた流れる様な口調で名前を挙あげ始めた。


「……ジャック・ローランドさん。ブライアン・メノ・モデラート警けい視し。エレナ・シェリングさん。フィリシス・ムーグさんです」


「……エレナ・シェリング……フィリシス・ムーグ……フィリシス……ムーグ……？」


　挙げられた名前を素す早ばやく手帳に書き付けながら──ふとナレアは固まった。


「──ってあの、フィリシス・ムーグ？　超ちよう一流って言われてる女性戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストの？」


「はい」


　カペルテータが頷うなずく。


「一体どういう知り合いよ？　いや、そりゃ同業者だから知り合いではあるんでしょうけど……」


　呟つぶやく様に言うとナレアはぱたんと音を立てて手帳を閉じると──カペルテータに微び笑しようを向けた。


「悪いけどちょっと付き合ってくれる？」
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　目が覚めた時には既すでにカペルテータの姿は何ど処こにも無かった。


「……何処に行ったんだ？」


　レイオットは室内を一通り──浴よく室しつから便べん所じよまで調べて回ったが、紅あかい髪かみと瞳の少女は何処にも居ない。まさかクローゼットの中に隠かくれている訳わけでも無かろう。


「ふむ……？」


　一階に降りて受付に居た支配人──といっても他に従じゆう業ぎよう員いんは支配人の妻と二人の息子むすこが居るだけだが──に尋たずねてみる。


　見事な位に頭部の禿はげ上がった初老の男は安あん楽らく椅い子すに座すわって眠ねむたげに身体からだを揺ゆらすばかりで、目の前を軍の一個大隊が通っても気付かなさそうな様子であったが──レイオットが十ドルク札をカウンターに置いた瞬間、いきなりしゃっきりして『亜あ麻ま色いろの髪の少女が訪たずねてきて一緒に出ていった』と言った。


「……ナレアか？」


　呟くレイオット。


「名前までは知らんよ」


　欠伸あくびを嚙かみ殺しながら支配人は言った。


「ところで追加情報は十ドルクだが必要かね？」


「…………」


　レイオットが黙だまってカウンターに二枚目の札を置くと、支配人は硝子ガラス張ばりの正面玄げん関かんの扉とびらをあごでしゃくって言った。


「向かいのカフェでしばらく二人で喋しやべっとったな。だが半時間程ほど前に二人して何処かに出で掛かけていったよ」


「……更さらに十ドルク上乗せすると行き先も分かったりするのか？」


「残念だがそれはない」


「だろうな」


　肩かたを竦すくめて言うレイオット。


「まあ滅めつ多たな事は無いとは思うが……」


　リゴレット通りはあまり治ち安あんが良い場所ではないが、裏うら通どおりに入り込まなければ危険は殆ほとんど無い。ナレアはこの辺りの事には疎うといかもしれないが、カペルテータが一いつ緒しよであればわざわざ危険な場所に行ったりもすまい。


「ところでお客さん」


　支配人が声を掛けてくる。


「お連れさんの行き先だが。五ドルで占うらなう事も出来るのだが、いかがかな？」


　言って支配人はカウンターの下からカード束たばらしきものを引っ張り出す。結けつ構こう使い込まれているらしいカードを眺ながめながらレイオットはうんざりした表情で言った。


「手広く商売してるな」


「不景気なんでな──でどうだね？」


「いらん」


「残念だ」


　そう言って支配人は再び安楽椅子を揺らし始めた。
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　鉄てつ柵さく状じようの扉とびらが備そなわった大きな門。


　噴ふん水すいと広い花か壇だんが設もうけられた庭。


　そしてそれらの向こうに悠ゆう然ぜんと鎮ちん座ざする、高級ホテルか何かと見み紛まごう様な大きな建物。


　見るからに『金持ち』然とした邸てい宅たくの景けい観かんは一発でナレアを圧あつ倒とうした。自じ慢まんではないが貧びん乏ぼう生活する事十数年──ここまで規き模ぼの大きな個人邸宅に脚あしを踏ふみ入れるのは初めてだったのだ。


　しかも。


　広大な庭を歩いて横切り、建物の玄関に辿たどり着くと……そこには何時の間に現れたのか、一分の隙すきもなく黒い丈たけ長ながのスーツを身に纏まとった初老の人物が静かに立っていた。


　両手には白い手て袋ぶくろ。胸むな元もとにはやはり白いポケットチーフ。糊のりのよく利きいたシャツの襟えり元もとには黒い蝶ちようネクタイがあしらわれていた。だが特とく筆ひつすべきはその装よそおいではなくそれらをまるで第二の皮ひ膚ふであるかの如ごとく着こなしている本人の雰ふん囲い気きであろう。昨日今日に着た程度ではここまで衣い装しようが馴な染じんだりしない。


　何処からどう見ても完かん璧ぺきに執しつ事じだ。


　もっともナレアは本物の執事を直じかに見るのもこれが初めてではあったが。


「いらっしゃいませ」


　長ちよう身しん瘦そう軀くを優ゆう雅がに折って執事は一礼する。


　自分の年ねん齢れいの半分どころか三分の一にも達していない様な小こ娘むすめ達たちを目の前にして──しかし些いささかも相手を軽かろんじる様子が見えない。


「お久しぶりで御ご座ざいます──カペルテータ・フェルナンデス様」


「お久しぶりです」


　カペルテータがシャロンを胸元に抱だいたままぺこりと頭を下げる。飼かい主に倣ならったのか、単なる偶ぐう然ぜんか、幼い黒くろ猫ねこも、みぁ──と小さく啼ないた。


「今日はどういった御用件で？」


「この人がフィリシスさんにお話を聞きたいそうです」


　カペルテータはナレアの方を指し示す様に振ふり向いて言う。執事とカペルテータの視線を浴あびて、少し逃にげる様に身を引き──しかしナレアは頷うなずいた。


「えっと。約ア束ポもなく押おしかけちゃってすいません。私──ナレア・シモンズと申します。あの……その」


「おや？」


　執事は何か思い当たる事があったのか、その表情を少し綻ほころばせた。


「シモンズ監かん督とく官かんの御ご係けい累るいの方ですか？」


「あ──妹です」


　姉の名がこんな場所で通用するとは思ってもみなかったナレアはやや気け圧おされた様な表情を浮うかべつつも頷いた。よく考えれば姉は魔法管理局の監督官で、この執事の仕える相手は魔法士なのだからして──名前を知っていても殊こと更さらに不思議ではあるまい。


「左さ様ようで」


　満足げに頷くとそれ以上は特に何も問い質ただす事無く──執事は片手で玄関の扉を開いて中を示した。


「どうぞ。御お嬢じよう様さまは中庭に居られます」
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　ナレアはどうしても納なつ得とくが行かなかった。


　姉であるネリン・シモンズとレイオット・スタインバーグの関係についてである。


　無む駄だとか無意味とかそういう問題ではない。


　ナレアの眼めから見ればそれはむしろ有ゆう害がいですらあった。


　無論、正式な仕事上の付き合いが良りよう好こうなのは喜ぶべき事であろう。だが若くして労務省魔法管理局監督官の資格試験に合格した、才さい媛えんとも言うべき姉と、社会の底てい辺へんでのたくっている様な無資格の──分ぶん類るい的てきには犯罪者に属ぞくする様な戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストとが個人的な親しん交こうを結んでいるとなると、ただそれだけでも看かん過かし難がたい問題である。


　ましてネリンは女。レイオットは男だ。


　足あし繁しげく相手の家に通っていれば何かと芳かんばしくない噂うわさも出てくるに違ちがいない。姉に言わせれば仕事の一いつ環かんなのだそうだが──世間がそう見てくれるかどうかは甚はなはだ怪あやしい。


　姉は何とかしてレイオットに資格を取らせたいらしい。彼の家に通っているのもそれが理由なのだそうだ。


　確かに彼が正規の戦術魔法士になれば、問題の何割かは解決する。


　だが、元々が資格も無しに、しかも戦術魔法士などという危険な仕事をしている男である。更さらに言えば幼いＣＳＡの愛人を囲かこっているという噂まで──どうもこれは違う様だとナレアにも分かってはいたが──ある。


　こうなると、立場や資格云うん々ぬん以前に、レイオットは果たして、人格的な意味でも姉に相ふさ応わしい──友人であれ恋こい人びとであれ──人物かどうか、という疑ぎ問もんが出てくる。


　無論……本来ならばこれらの事こと柄がらの判断は姉のネリン自身がするべきである。端はたから見ればナレアの行こう為いは著いちじるしく余よ計けいな御お世せ話わだ。


　ただ、昔から生き真ま面じ目めな上に勉べん強きよう一ひと筋すじだったネリンは交友関係においては不器用だ。また思い入れが妙みように激はげしく、一いつ端たん目もく標ひようを定めてしまうと周りが見えなくなってしまう様な悪あく癖へきも持ち合わせている。


　ここは世間知らずな姉に代わって自分がレイオット・スタインバーグという男の正体を見み極きわめておかねばならない……ナレアはそう思ったのである。


　そして──
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　やはり世の中は色々な意味で不公平だ。


　中庭に置かれた白い椅い子すに腰こし掛かけている『御嬢様』──フィリシス・ムーグを見てナレアはそんな事を思った。


　ムーグ邸の中庭には様々な植物が生い茂しげっている。鉢はちに植うえられたものも在あれば地面に直接生えているものも在ったが、全体的に手入れが行き届とどいているのか──不ふ思し議ぎと雑ざつ然ぜんとした印象は無い。微び妙みように異い国こくの雰ふん囲い気きが漂ただよっているのは、見み慣なれない外国産の植物が多い為ためだろう。


　そんな中庭の真ん中にテーブルが一つと、それを囲んで数すう脚きやくの椅子が置かれており、件くだんの女性戦術魔法士はその一つに座すわって文庫本を読んでいた。


　その姿が何というか──様になっている。


　自宅の中庭でただ座って本を読んでいるというそれだけの事なのに、まるで絵画や映画の一場面の様に優ゆう美びな印象を醸かもし出しているのである。格かつ好こうもシャツとジーンズという飾かざり気の無いものなのだが、それがいかにも自然体といった雰囲気で、むしろ中庭の情じよう景けいに彼女の姿が馴な染じむのを助けている。


　本物の美人は何を着て何ど処こに居ても衣装や風景がそれに従うのだという話をナレアは前に本で読んだ事があるが──それが誇こ張ちようではないのだと彼女は今日初めて知った。


　少年の様な格好で、しかも髪かみもざっくりと少年の様に短くしている癖くせに、その姿にはそこらの中ちゆう途と半はん端ぱに着飾った女達など足あし下もとにも寄よれないような気品と清せい潔けつ感かんがある。


「こんにちは」


　何というか──やたらと自分達からは遠い存在の様な気がして、どうしたものかと声を掛けあぐねていたナレアの代わりにカペルテータがあっさりと挨あい拶さつした。


「──ん？」


　フィリシスが顔を上げる。


「おや──カペちゃん。珍めずらしい」


　爽さわやかな笑え顔がおを浮うかべてフィリシスは言った。


「珍しいですか」


「レイと一いつ緒しよじゃないカペちゃんは初めて見たよ」


「…………」


　小さく首を傾かしげるカペルテータ。
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　しばし何事か考え込む様子を──それでも無表情には変わりなかったが──見せた後、カペルテータは呟つぶやく様に言った。


「……そうかもしれません」


　その口調が何ど処こか動どう揺ようする様に揺ゆれていると感じたのはナレアの気のせいであろうか。


　だがその事を深く考える前にナレアの注意は別の処ところに移っていた。


「で──隣となりの子は誰だれ？」


　と──フィリシスが尋たずねてきたからである。


「ナレア・シモンズさん。ネリン・シモンズ監かん督とく官かんの妹さんです」


　カペルテータが紹しよう介かいする。


「ああ──話は何度か聞いた事あったけど。そっか。君がネリンの妹さんか」


　フィリシスは文庫本を閉じてテーブルの上に置きながらナレアに視線を向ける。


「話は聞いたことあるって……私の事を？」


「ネリンとはたまに一緒に飲んだりするからね」


　とフィリシス。


「そ……そうなんですか？」


　同じ街に住む魔法士と魔法監督官である以上、顔見知りである位はナレアの想像の範はん疇ちゆうであったが、まさか姉がこんな有名人と親しいとは思ってもみなかった。


「本当にたまにだけどね」


　肩かたを竦すくめてフィリシスは笑う。


「しかし面おも白しろい組み合わせだね。何か特別な用でも？」


「ナレアさんがフィリシスさんに聞きたいことがある様です」


　カペルテータが言う。


　定てい型けい的てきな社しや交こう辞じ令れいさえ挟はさまぬ単たん刀とう直ちよく入にゆうぶりである。もっとも長々と時じ候こうの挨拶や世間話をするカペルテータなどナレアには想像もつかないのだが。


「私で答えられる事ならいいけど」


　言ってからフィリシスは手て振ぶりで側そばに空いていた椅子を少女達に勧すすめる。


「あの──」


　椅子に腰を下ろしながら──意を決してナレアは声を出した。


「レイオット・スタインバーグさんについて教えて欲ほしいんです。貴女あなたから見て彼はどんな人なのか──とか。どういう生い立ちなのか……とか」


「──レイについて？」


　フィリシスは面白そうにナレア達を眺ながめはしたが──『何な故ぜそんな事を？』とは聞いてこなかった。彼女は文庫本をテーブルの上に置くとしばし膝ひざの上で手を組んで腕うでを空中を眺め──


「そうね。一言で言えば不器用な人間かな」


　苦く笑しよう混じりの表情でそう言った。


「不器用、ですか？」


「馬ば鹿かって言ってもいいけど」


「…………」


　ナレアは言葉に詰つまった。


　実は──此こ処こに来るまでにナレアとカペルテータは既すでに数名の人間に『レイオット・スタインバーグはどういう人物なのか？』について尋たずねていた。


　その中には確かに『不器用』だの『馬鹿』だのといった言葉も何度か出てはきた。


　しかし……





『不器用な馬鹿かなあ』




　──ジャック・ローランド。







『不ふ誠せい実じつで不ふ真ま面じ目めで責任感の無い男だ』




　──ブライアン・メノ・モデラート警けい視し。







『優やさしくて勇ゆう敢かんな人だよ。うん』




　──フレッド・クラプトン。







『なんて言うか……不器用な人だね』




　──エリック・サリヴァン。







『意地っ張りの子供みたいな人かな』




　──ネリン・シモンズ監督官。







　とまあ……表現が曖あい昧まいな上に今一つまとまりが無く人物像が絞しぼり込みにくいのである。


　もっとも一部を除のぞいてあまり褒ほめ言葉らしい褒め言葉が無い事を思えば、やはりろくでなしには違ちがいないのではないか──などとナレアは思う。


　だが……


（何か──足りない気がするのよね）


　……ともナレアは考えていた。


　何が？──と問われればよく分からない。だが、今まで彼女が聞いてきた言葉を繫つなぎ合わせても、レイオット・スタインバーグという人間を理解するには足りない様な気がするのだ。


「彼は──」


　フィリシスは何かを懐なつかしむ様な苦く笑しようを浮うかべながら言った。


「自分で自分が分かってないんだよ。まあ、きっちり自分自身を全部把は握あくしてる人なんて案あん外がい居ないもんだけどね──」


　そう言って──他人の内心を容よう赦しやなく見み透すかす様な、透とう明めいで鋭するどい視線をナレアに向けてくる。隠かくしていた何かをいきなり暴あばかれた様な気がしてナレアは椅子の上で思わず身を硬かたくした。


「ど……どういう意味ですか？」


「レイに関して言えば──」


　はぐらかす様に微び笑しようを浮かべつつフィリシスは言った。


「『俺はこういう人間だ』『こうでなくちゃいけない』──そんな風に思いこんで自分をその型に塡はめようとしている処があるね」


「…………」


　やはりよく分からない。


　あの見るからにだらしないレイオット・スタインバーグが自分をどういう型に塡めようとしているというのか。それともあれが周りの目を欺あざむく為ための演えん技ぎだとでも言うのだろうか。


　フィリシスが噓うそを言っている様には思えない。


　それは他の者達も同じだ。言葉を選ぶ位の事はしたかもしれないが──世せ辞じでもないのに、わざわざ思ってもいない事を言う必要も無かろう。


「あの──」


　ナレアは不ぶ躾しつけなのを覚かく悟ごで、もっと奥おくに踏ふみ込んだ事を尋ねてみる事にした。


「ムーグさんは、いつ、何ど処こで彼と……？」





　　　　●　　●　　●





　室内は異い様ような有あり様さまだった。


　破やぶれた雑誌や砕くだけた観かん葉よう植物の鉢はちがあちこちに散さん乱らんし、ソファがへし折れ、コンクリート製の壁かべには幾いく筋すじもの亀き裂れつが奔ほとばしっている。破は壊かいの痕こん跡せきは何かに偏かたよる事無く室内のもの全すべてに残っていた。


　凄せい惨さんな情じよう景けいである。


　床ゆかに撒まき散らされた大量の硬こう貨かと紙し幣へいが更さらにその異様さを煽あおり立てていた。


　まるで地じ震しんか何かの災さい害がいに遭あった様な状態であるが──これはあくまで人じん為い的てきな行こう為いの結果である。ものが燃えた痕跡が無い事からすれば〈インパクト〉か〈アサルト〉か──あるいはそれに類るいする衝しよう撃げき波は系けいの攻こう撃げき魔法を室内で発はつ動どうさせたのだろう。


　衝撃波系に属ぞくする攻撃魔法は、爆ばく破は系けいの〈ブラスト〉等に比くらべると火災を起こす心配が無い為に、室内で使う戦術魔法士も多い。


　だが〈アサルト〉や〈インパクト〉が〈ブラスト〉よりも使い易やすいかと言われれば否いなと答えざるを得ない。


　衝撃波は部屋の形状やその家具調度品等によって伝わり方にムラが出来る為に、効果が予よ測そくしにくい。余よ計けいなものまで壊こわしたり、必要な所に破壊力が届かなかったり、下手をすると破壊力が自分に返ってくる事さえあるので、衝撃波系の魔法は意外と使いこなすには慣なれが必要なのだ。


　結局、どういう種類にせよ屋内に代表される限定空間で破壊力の強い攻撃魔法を使うのはそれなりの危険を伴ともなうという事である。


「……あらら」


　白と紫むらさきに塗ぬられた愛用の戦術魔法士用拘束装甲タクテイカル・モールド〈フォルテシス〉を着込み、専用のスタッフを構かまえながらフィリシスは悠ゆう然ぜんと室内に踏ふみ込んだ。


「駄だ目めね……これは」


　室内を軽く見回し──フィリシスはあっさりとそう呟つぶやいた。


　死体が幾いくつも見受けられる。


　まるで眠ねむっている様に綺き麗れいな亡なき骸がらも在あれば、殆ほとんど肉片の様な状態にまで粉ふん砕さいされているものも在る。これも衝撃波系攻撃魔法の破壊力が偏った結果なのだろう。


　今回フィリシスが呼び出されたのは対魔族戦の為ためではない。


　彼女に魔法管理局から来た要よう請せいの内容は『銀行強ごう盗とうの鎮ちん圧あつ』であった。


　無む論ろん、普ふ通つうの銀行強盗ならばわざわざ戦術魔法士が呼び出される事は無い。警けい察さつも部外者が事件現場に介かい入にゆうしてくる事に関しては余あまり良い顔はしない。自分達が無む能のうだと喧けん伝でんしている様なものだし──何よりも基本的に『犯人逮たい捕ほ』が目的の警察官と『対象破壊』が目的の戦術魔法士では根こん本ぽん的てきに考え方が違うのである。


　例外はただ一つ。


　強盗が魔法士であった場合だ。


　元々魔法士は大きな力を使う事が出来るが──特に戦術魔法士ともなると、戦せん闘とうに特とつ化かした魔法を使う分、魔法無しで制せい圧あつするのは困こん難なんを極きわめる。拘束度デユラビツト数すう等とうの制限付きとはいえ、モールドに身を固め、スタッフを装そう備びした戦術魔法士の攻撃力は重じゆう戦せん車しやと同等かそれ以上である。警察の装備では制圧しきれないどころか……下手に真正面から戦えば警察側が殲せん滅めつされかねない。


　しかも──魔法士は常に魔族化の危き険けんを抱かかえている。


　魔法士を取り押おさえ損そこなった結果、魔族化でもされれば、それこそ警察の装備ではどうしようもなくなってしまう。


　故ゆえに、こうした刑事事件の現場において魔法士が絡からんでいると判はん明めいした場合は、これを確実に制圧する為に──そして万が一の場合に確実に『処しよ理り』できる様にと、戦術魔法士が駆かり出されるのである。


　しかし……


「く……来るなッ！」


　部屋の奥おく──半ば破は壊かいされたカウンターの向こうから切せつ羽ぱ詰つまった声が飛んでくる。


「…………」


　フィリシスは黙だまってその場に立ち止まった。


　カウンター越ごしに彼女に向けられたスタッフの先せん端たんが、持ち主の動どう揺ようを如によ実じつに示して、小こ刻きざみに揺ゆれていた。耳を澄すませばモールドの部品同士が触ふれ合って立てる小さな金きん属ぞく音おんもひっきりなしに聞こえてくる。


　カウンターの奥にはモールド姿の男が一人立っていた。


　モールドといってもフィリシスのそれとは色も形状も違ちがう。対魔法士戦闘を経験した事の在る戦術魔法士ならば基本的に相手のモールドとスタッフを値ね踏ぶみする癖くせがついているものだが──モールドの拘束度デユラビツト数やスタッフの増ぞう幅ふく率りつは外見からでもある程度の判断がつく──フィリシスが見る限り男のモールドは明らかに『安物』だった。


　モールドを一から設計出来る技術者は少ない。


　腕うでの良いモールド・エンジニアは常に予約注文バツクオーダーを抱えている状態で当然ながら仕事料も高い。それに見合うだけの精せい度どと品質を確かく保ほしているからだが──逆に言えばそうした一流のモールド・エンジニアに経済的、あるいは時間的な都合で仕事を依い頼らい出来なかった魔法士はどうしても何かを犠ぎ牲せいにしたモールドを手に入れる事になる。


　無論、非合法のモールド〈シェル〉の様な例外を除のぞけば、どのモールドも最低限の機き能のうは確保している筈はずだが……使い勝手や耐たい久きゆう性せいには明らかに差が出る。


「来るなッ！　来るなッ!!」


　その魔法士は威い嚇かく的てきに──まるで銃じゆう口こうか剣けんの切っ先を突つき付けるかの様に、フィリシスに対しスタッフを構えている。本人はそれで彼女の動きを牽けん制せいしている積つもりなのかもしれない。


　だが……フィリシスはそのスタッフがまだ無音詠唱ダムキヤストを終えていない事に気付いていた。


　スタッフは魔法を発動させる為ための補ほ助じよ器き具ぐである。操そう桿かんを前後させる一動作で長々とした呪じゆ文もん詠えい唱しようを省しよう略りやく可か能のうとし、更さらには魔法の収しゆう束そくと増幅までもを行う便べん利りな装備だ。


　だが逆に言えばその一動作──無音詠唱ダムキヤストを事前に行っていないスタッフは、瞬しゆん時じに攻撃行動には移れない。薬室に弾たまを送り込まれていない自動拳けん銃じゆうと同じである。相手を攻撃しようと思えばどうしても『操桿操そう作さ』と『撃げき発はつ』という二動作を必要とするのだ。


　それに要する時間は僅わずかに一秒か二秒であるが……相対距きよ離りが近い場合、それは絶望的な程ほどの隙すきを生む。


　だが動揺したその男──魔法士はそんな事も分からないのか、小さく震ふるえながらフィリシスにスタッフを向け続けている。


　フィリシスは短く溜ため息いきをついた。


「同業のよしみよ。悪い事は言わないからさっさと除じよ装そうして投とう降こうしなさい」


「お……女？」


　仮面越しに少し驚おどろいた様な声が漏もれてくる。


　モールドの為にフィリシスの性別までは分からなかったのだろう。


　もっとも……ある程度、業界内の情報に通じていれば、白と紫という特とく徴ちよう的てきな配色のモールドや、その主である戦術魔法士の名前については聞き及およんでいる筈だ。


　その男がその事に気付かなかったのは、単に動どう揺ようのせいか──それともそんな事も知らない様な新人であったのか。


　焦しよう燥そうと困こん惑わくに濁にごってはいるものの、その男の声はかなり若かった。


「こう言っちゃなんだけど君じゃ私には勝てないよ。どうせろくに場数も踏んでないんでしょ。悪わる足あ搔がきせずに、大人しく投降する方が利口だと思うけど」


　声の若さに加えて、身に付けているモールドに使い込んだ様子が無い。丁てい寧ねいに手入れしていても、何度か現場に出ていればモールドそのものにある種の風ふう格かくの様なものが出てくる事をフィリシスは知っていた。


　もっとも単に年ねん齢れい云うん々ぬんを言うのなら下手をするとフィリシスの方がこの男よりも年下かもしれないが。彼女が初めて資し格かくを取って現場に出たのは十六の時である。


「ふ、ふざけるな、女の癖くせに──」


「魔法士に関しては男とか女とかあまり関係ないと思うけどな。少なくとも君はこの仕事には向いてなかったって事だよ」


　苦く笑しよう混じりにフィリシスは言った。


「黙だまれ……っ！　黙れっ！」


　男は喚わめいた。


「黙れ！　黙れ黙れ黙れッ！」


　上うわずった声で駄だ々だっ子の様に喚き散らす男をフィリシスは静かに見み据すえる。


　実の所──こういった反応を示す人間の相手はこれが初めてではない。とりあえず彼女は、男が気が済むまで喚き散らして落ち着くのを待つ積もりだった。


　最近は若い魔法士の犯罪が増ぞう加か傾けい向こうに在ある。


　魔法士は極きわめて高収入の職しよく業ぎようだ。


　アルマデウス帝てい国こくにおける魔法士の平均年収は、帝国内成人男子全体の平均年収に較くらべて桁けたが一つ多い。危険度の高い戦術魔法士や救命魔法士、あるいはそもそも資し格かく難なん易い度どの高い医い療りよう魔法士ともなれば、たった一度の仕事で一いつ般ぱん人じんの年収にも匹ひつ敵てきする金額を稼かせぎ出す者も少なくない。フィリシスにしても実じつ働どうわずか一時間で十万ドルクの報ほう酬しゆうを受け取る事も在る。


　そのごく一面的な事実に魅みせられて魔法士の道を選ぶ人間が──世間全体から見れば少数ではあるのだが──増えているという話はフィリシスも聞き及およんでいた。


　全国的に魔法士の数が足りない事を憂うれいた魔法管理局が年々魔法士試験の難易度を下げる傾向に在るのも影えい響きようしているのだろう。


　そしてこの増加分の中には恐おそらく魔法士という仕事を『多少の危険を覚かく悟ごすれば手軽に高収入が得られる仕事』だと勘かん違ちがいしている者達がかなりの割合で含ふくまれているのは間違い在るまい。賭かけ事と同じで地道な労働や努力を嫌きらう連中がよく陥おちいる落とし穴だ。


　だが無む論ろん──現実はそう甘あまくない。


　しばしば破は綻たんは彼かれ等らの思ってもみなかった処ところから訪おとずれる。


　いかに高収入であろうとも本人の覚悟や周囲の理解が無ければ魔法士という商売はそもそも成り立たない。その事を彼等は分かっていない。あるいは分かっていたとしても甘く見ているのである。


　魔法士が身を滅ほろぼす場合の最も多い原因はノイローゼだ。


　まず実際に魔族化と隣となり合わせの生活というものは余よ人じんの想像より遥はるかに大きい精神的圧あつ迫ぱくを魔法士本人に与あたえる。魔法士として仕事をしていれば嫌いやでも魔族化した同業者達の話を聞き及ぶ事になり──それは容た易やすく自分の未来に重なる。


　一般人が魔族化する危険は事実上在り得ない。故ゆえにそれはあくまで他人事だ。だが魔法士となって魔法を行こう使しする以上──事故は一定確率で発生する。理性も尊そん厳げんも失った怪かい物ぶつと化して暴あばれ回った挙あげ句くに、人間としての一いつ切さいの権けん利りを剝はく奪だつされ『局地災さい害がい』として抹まつ殺さつされる可能性は常に影かげ法ぼう師しとなって魔法士達につきまとう。


　無論──本人の覚悟に加えて周囲の人間の理解と献けん身しんが在れば、この恐きよう怖ふを乗り切る事も不可能ではない。そうして長年、問題無く魔法士を続けている者達も数多く居る。


　だが魔法士という職業の特とく殊しゆ性せいは人間関係にも影響を及ぼすものだ。


　一度魔族化すれば魔法士は人間である事を辞やめ『悪意在る局地災害』として少なくない被ひ害がいを出す。人々が魔族を忌いみ嫌きらう感覚は犯罪者に向けるものの比ではない。好きこのんで犯罪者と付き合いたがる者が少ないのと同様に、魔族化する可能性の在る者に近付く者は少数だ。友人の数は変わらずとも、彼等との距離感や関係の質は明らかに変化する。有り体に言えば──金きん銭せんが繫つながりの全すべてになってしまう事が多い。


　こうしていつしか魔法士達の言動は荒すさみ、それが更に友人知人を減へらす事となり、関係を悪化させ、最悪の場合には家族にさえ見み放はなされてしまう事になる。


　特に家族の場合は深しん刻こくだ。


　実際に魔法士が魔族化すれば事は本人だけの問題ではなくなる。本人は即そく座ざに駆く除じよされて終わりかもしれないが──家族の悲ひ劇げきはそこから始まる。『良りよう識しき在ある人々』による差別や迫はく害がいが遺のこされた家族に及ぶのは過去の事じ例れいが証明している。魔法士の家族はそうした可能性を覚かく悟ごして生きて行かねばならないのである。


　魔法士は割の良い商売などでは断じてない。


　高収入は魔法士という職種の性格上当然に発生する圧迫と危険に耐たえる為ためのものだ。


　だが──そうした覚悟が不十分なままに魔法士になろうとする人間が増えてきている。


　大たい概がいの場合に彼等の生活は荒あれ、仕事ぶりにも粗あらが目立つ様になり、素そ行こう不ふ良りようや法令違い反はん等で魔法士資格を取り上げられてしまう。


　再さい就しゆう職しよくしようにも元魔法士などという経けい歴れきは全くと言って良い程に潰つぶしがきかない。救命魔法士や医療魔法士はまだしも、戦術魔法士などは魔法を失ってしまえば大概がただのチンピラだ。大手企き業ぎようは元より真っ当な経営者ならば規き模ぼの大小を問わず採さい用ようしたがらない。そもそも不景気で就職難だからこそ魔法士などという商売に走る者が出てくる現状で──わざわざ元戦術魔法士などといういかがわしい連中を雇やとう意味は無い。それどころか協調性に欠けるという理由でギャングですら彼等を使いたがらないのである。


　そうして人間関係も職業も失った元魔法士達は自じ暴ぼう自じ棄きになり──自殺するか、入院するか、さもなくばこうして今フィリシスと相対している魔法士の様に、短たん絡らく的てきな犯罪行こう為いに走る事となるのである。


「黙れ……黙れっ……黙れっ……！」


　男はしばらく奇き声せいじみた声で『黙れ』と繰くり返した後、大きく荒れた息の合間から押おし出すようにして言った。


「今いま更さら……投降してどうなるってんだ！」


「君自身はどうにもならないね」


　あっさりとフィリシスは認めた。


　細かく数えた訳ではないが、既すでに銀行に居た一般市民を何人もこの男は殺している。刑けい事じ裁判に引きずり出されればまず間違いなく死刑──奇き跡せき的てきに弁護士の腕うでが良ければ無む期き懲ちよう役えき判はん決けつを受けるだろう。


　大きな力を行使できる者にはそれなりの重い責任がある。魔法士の犯罪、特に刑事事件における罪は一般市民のそれよりも重いとして、刑が加重される傾けい向こうにあった。


「でもこのまま抵てい抗こうを続けてどうなるっての？　万が一、魔族化でもしたら君の家族だの友人だのにまで迷めい惑わくがかかるよ」


「それがどうしたっ!?」


　破れかぶれの口調で男が喚く。


「そんなの俺の知った事じゃ──」


「だからさ」


　聞き分けのない子供に諭さとす様な口調でフィリシスは言った。


「『終わる』にしても今なら未まだ『終わり方』を選べるよって言ってるの」


「…………」


　男が絶ぜつ句くする。


　フィリシスは客から注文をとるカフェのウェイトレスの様な軽い口調で尋たずねた。


「誰かに言い遺のこす事は無い？　最後に食べたいものは無い？　最後に読みたい本は？　最後に会っておきたい人は？　刑務所ならその程度の時間的余よ裕ゆうは貰もらえるわよ」


　だが──魔族化してしまえば、そんなささやかな行為すら不可能になる。


　それどころか……


「だ、黙れ、黙れ、貴き様さまは──」


　喚きながら男は一歩前に出る。


　だが──


「──動くなッ！」


　フィリシスが叫さけんだその瞬しゆん間かん。


　男の頭部が小さく震ふるえた。


「…………」


　銃じゆう声せいは──一瞬遅おくれてやってきた。


「……あちゃあ……」


　フィリシスが溜ため息いきをつく。


　男はゆっくりと──しかし棒ぼうの様に無む造ぞう作さに床ゆかへと倒たおれ込む。がしゃんとモールドの立てる音が惨さん劇げきの現場に生々しく響ひびいた。


「……馬ば鹿かだね」


　フィリシスは倒れた男に向けてそう呟つぶやいた。


　男のモールドの頭部に小さな穴が空いている。そしてそこから──いや他の隙すき間まからも、どろりとした血液と脳のう漿しようがこぼれ落ちた。死に抗あらがうかの様に首から下の肉体がびくんびくんと激はげしく痙けい攣れんし……しかしそれさえも数秒で止まる。後はただ横たわった鎧よろいの下で血ち溜だまりがゆっくりと広がっていくばかりであった。


　狙そ撃げきされたのだ。


　今までは角度的な問題で外の警けい官かん隊たいは彼を狙撃できなかった。だが興こう奮ふんした男はフィリシスに向かって脚あしを踏ふみ出し、その結果彼は自分の頭部を窓まど際ぎわにさらす事になったのである。


　モールドの頭部に射しや出しゆつ孔こうは無かった。


　拘束装甲モールドを貫かん通つうし、中の頭ず蓋がい骨こつをも貫つらぬいた弾だん丸がんは、しかしそこでもう一度装そう甲こうをぶち抜ぬいて抜けるだけの初しよ速そくは無かったのだろう。代わりに弾丸はモールド頭部装甲の中で跳はね回り、その中に収おさまっていた男の頭を滅め茶ちや苦く茶ちやに引き裂いたのだ。


　即そく死しどころの話ではない。男の顔は親でも見分けがつかない状態なっている筈だ。


　戦術魔法士が強ごう盗とうや殺人といった凶きよう悪あく犯罪を犯した場合は、問答無用で射殺許可が下りる。中ちゆう途と半はん端ぱに負傷させたりモールドを損そん壊かいさせた結果、魔族化されてしまっては、益ます々ます被ひ害がいが拡かく大だいするからだ。


　魔法士を職とする以上……そんな事はフィリシスも承しよう知ちしている。そして恐おそらくはこの男も知ってはいただろう。


　だが──


「こんな死に方がしたかった訳でもないでしょうに」


　フィリシスは呟いた。


　無論、死体は返事をする事も無く沈ちん黙もくしたままだ。


　代わりに──


「じゃあ……」


　問い掛かける声は全く唐とう突とつに背後から届いた。


「どんな死に方ならそいつは納なつ得とくしたんだろうな？」


「…………」


　フィリシスはゆっくりと振ふり返った。


　ソファに座すわったままの死体が喋しやべっていた。


　いや──違う。


　死体だと思ったのはフィリシスの見み間ま違ちがいだったらしい。


　微び動どうだにせず虚うつろな眼めを天てん井じように向けたままだった為ために、一いち瞥べつしただけで死体だと思いこんでしまったのだ。『死にたて』の死体は気配をまだ残している事も多く『死んだような』人間と見分けがつかない事がある。


　それは蒼あおいコートを着た青年だった。


　だらりとした姿し勢せいでソファに身体からだを預あずけ、鼻先に引っかけた丸いレンズのサングラスの上から、ぼんやりと天井を眺ながめている。


　年ねん齢れいは二十歳はたち位であろうか。


　端たん整せいな顔立ちだが、何ど処こか疲つかれ切った表情が張り付いている──悩なやんで悩んで悩みまくった末に、生きる事そのものに疲れてしまったかの様に。


「とりあえず聞いておくけど」


「……うん？」


　視線だけを動かして青年はフィリシスを見る。


「君はこの魔法士の仲間？　それとも現場に居合わせたただの客？」


「後者だな──今は」


「……？」


　何か含ふくみのある物言いに小さく首を傾かしげるフィリシス。だが青年は億おつ劫くうそうな仕し草ぐさでゆっくりと首を振った。


「気にしないでくれ」


「生き残ったのは君だけ？」


「多分。気を失ってるだけの奴やつなら他ほかにもいるかもしれないが」


「君だけが生き残ったのはどうして？」


「ああ……そういえばどうしてかな」


　青年はあまり興味の無さそうな口調でそう言った。そしてぼんやりと天井を見つめたまま、青年はふと想おもい出して付け加える様な口調で続けた。


「ま……実じつ際さいにはそいつも最初に一度魔法使ったきりだったからな。別に誰かを殺す積もりなんて初めから無かったのかもしれない」


「……そうだね」


　フィリシスは頷うなずいた。


　恐らくここに転がっている死体は、全すべて銀行に押おし入って最初の一撃──最初の攻こう撃げき魔法で殺されてしまった者達だ。魔法が未いまだ一度しか行こう使しされていないのは魔ま力りよく計けいの反応でも確かく認にんされていた。


　威い嚇かくで一発……男にしてみればそんな気持ちだったのかもしれない。


　だが前述の通り衝しよう撃げき波は系けいの攻撃魔法は扱あつかいが難しい。出力や発はつ現げん点てんの調ちよう整せいを誤あやまれば予想外の威い力りよくを発はつ揮きしてしまう事も在ある。


　その結果……銀行の客と従じゆう業ぎよう員いんに死者が出てしまった。その事実はただでさえ人生に行き詰づまっていた男を更さらに追い詰める結果となったのだろう。


「……良かったら教えてくれないか」


　ふと想い出した様な口調で青年が問う。


「……ん？」


「あんた……『今なら終わり方を選べる』って言ってたよな」


「言ったね」


「もし『終わり方』が選せん択たく出来るとしたら──良い死に方ってのはどういうものを言うんだろうな？　良い死に方と悪い死に方にはどんな違いがあると思う？」


「……哲てつ学がく的てきだね」


　フィリシスはモールドの仮面の中で薄うすく笑った。


　初めて出会う類たぐいの人間だった。相当肝きもが据すわっているのか。それとも単に頭がおかしいのか。何にしても興味深い人物ではあった。


　これだけ死体が造られた現場で──フィリシスと先の男が対たい峙じしていた間さえ──騒さわがず暴あばれず、この青年はそれこそ死体同然に黙もく然ねんと座り続けていたのだ。


　明らかに普ふ通つうの神経ではない。


「……あんたは戦術魔法士だよな？」


　黙だまったまま答えないフィリシスをどう思ったのか……青年はふと質問を変え、どう考えても一いち目もく瞭りよう然ぜんの事を尋たずねてくる。


「そうね」


「魔族化する危険性は常にあるよな？」


「そうね」


「それでも戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストをしているのはどうしてだ？」


「楽しいからよ」


　フィリシスは即そく答とうした。


　雑誌記者や担当の監かん督とく官かん向けに用意した理由とは違う──本当の理由をフィリシスは口にしていた。大たい義ぎ名めい分ぶんだの綺き麗れい事ごとだのはこの男の望む処ところではないと悟さとっていたからだ。


　だが──どうして男の質問に真ま面じ目めに答えてやる気になったのかは、彼女自身にもよく分からなかった。あるいはこの時既すでに彼女は目の前の青年に自分と同じ匂においを感じ取っていたのかもしれない。


「自分が死んでしまうかもしれない状じよう況きようが。過か酷こくな状況が。窮きゆう地ちが。つまらない人生を輝かがやかせてくれるから」


「…………」


　青年はフィリシスの言葉を吟ぎん味みするかの様にしばしの沈ちん黙もくを保たもっていたが──時計の秒針が半周程ほどした辺あたりでぽつりと漏もらす様に言った。


「……病やんでるな」


「そうね、お互たがいに」


　青年は反はん論ろんしてこなかった。


　普通の『巻き込まれたただの客』なら犯人が射しや殺さつされた瞬しゆん間かんに外へ向けて駆かけ出しているだろう。ここでぼんやり天井を眺めている理由が無い。つまり青年は逃にげられない理由が在ったか……さもなくば逃げる必要そのものが無かったかだ。


　例えば──


「死に方を探してる？」


「さて──どうだろう？」


　青年はさして気乗りしない口調で言った。


　他人は無論、自分の生死にすら興味の無さそうな様子である。今この瞬間に拳けん銃じゆうを渡わたして『死ね』と命じれば、何の躊躇ためらいも無く自分のこめかみに銃口を当てて引き金を引きそうにも見えた。


「それとも生き方が分からない？」


「そういえば改めて教わった事が無いな」


　青年の言葉にフィリシスは苦く笑しようした。


「面おも白しろいね──君」


「あんたもな」


「名前は？」


「レイオット・スタインバーグ」


　青年は相変わらず天てん井じようを向いたまま、フィリシスに視線を向ける事も無い。その黒い瞳ひとみが一体何を求めて虚こ空くうに視線を送っているのか……フィリシスには分からない。


「本名？」


「いいや」


　平然と首を振ふって青年はソファから立ち上がった。


「そっちはとんと使う機き会かいが無くてね。忘れたよ」


　彼は微び苦く笑しようを浮うかべながら──突とつ然ぜん、糸の切れた操あやつり人形の様に姿し勢せいを崩くずした。


「……とと」


　咄とつ嗟さに腕うでを伸のばして青年の襟えり首くびを摑つかむフィリシス。


　青年は逆らう事無く、ぐったりとした様子で彼女の手にぶら下がっていた。


「君──」


　その時になって初めて、フィリシスはレイオットと名乗った青年のコートの脇わきがどす黒く濡ぬれている事に気付いた。


　別に彼だけが攻撃魔法の被ひ害がいを免まぬがれた訳ではなかったらしい。じっとしていたのも動かなかったのではなく、動けなかっただけなのかもしれなかった。


　とりあえず傷の位置や出血量から判断するに、致ち命めい傷しようではない様だ。すぐ治ち療りようを受ければ助かるだろう。


「……変な奴やつ」


　ようやく現場へと踏ふみ込んできた警官隊の荒あら々あらしい足音を聞きながら──フィリシスは微笑を浮かべた。
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「──それがレイとの出会い」


　指先にじゃれついてくるシャロンをからかいながらフィリシスは笑った。


「まあその後……彼がモールドを持ってる事とか、戦術魔法士としての一通りの技術は持ってるのを知ってね。理由は分からないけど正規の資し格かくを取りたがらなかったから、私の助手って扱あつかいで一いつ緒しよに仕事してた」


「恋こい人びと……だったんですか？」


「うん。まあ世せ間けん一いつ般ぱんで言えばそういう関係が一番近かったかな」


　恐おそる恐る尋ねるナレアにフィリシスはあっけらかんとした口調で言った。


「あ……でも猫ねことか犬とか拾ひろってきた様な感じの方が近いかも」


「へ……？」


「元々レイは、何ど処こかふらふらしてる様な感じがあったし。手元に置いておいた方が何かと便べん利りだったから、一緒に住んでたりした訳だけど。部屋も余あまってたしね」


　そう言ってフィリシスは確かく認にんする様に背後を振り返る。


　確かにこの屋や敷しき──住人が一人や二人増えても充じゆう分ぶん対たい応おうできるだろう。やたらに大きい上に部屋数も半はん端ぱではあるまい。ナレアが故こ郷きようで住んでいる家など中庭に二軒けんは建てられそうだった。


　とはいえ……あのレイオットを愛あい玩がん動どう物ぶつ呼ばわりする人間が居るとは思わなかった。まあ確かにその意味ではこの女性戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストは、大物というか常人とは感かん性せいの異ことなる天才の類たぐいなのだろう。


「ところでナレアさん。カペちゃん。貴女あなた達はどうしてレイの事を知りたがるの？」


　ふと想おもい出した様子でフィリシスが尋たずねてくる。


「いえ、この子は単に私に付き合って貰もらっただけで──」


　慌あわてて言い──しかしナレアはそこで言葉に詰つまる。


　カペルテータは無言であった。肯こう定ていする様な言葉も仕草も示してはいないが、特に否定もしていない。挑いどむでもなく。さりとて臆おくするでも媚こびるでもなく。彼女はただいつもの如ごとく紅あかく静かな眼まな差ざしで女性戦術魔法士の眼めを見返している。


（ひょっとしてこの子……）


　ナレアの脳のう裏りに閃ひらめく言葉が在あった。


『分からないから一緒に居ます』


　カペルテータは確かそう言った。


　つまり彼女は──


「──私は」


　カペルテータは相変わらず感情のこもらない淡たん々たんとした口調で言った。


「その為ために彼の側そばに居ます」


「そうなんだ」


　フィリシスが何処か優やさしい微笑を浮かべる。


「彼を知ろうとするのはどうして？」


「…………」


　カペルテータは黙だまり込んだ。


　言いたくないのか。言えないのか。あるいは──先程のフィリシスの言葉通り、彼女もどうしてレイオットの事を知りたいのか、自分でもよく分かっていないのかも知れない。


　実を言えばナレアもそうだった。


　元々彼女がレイオットの事を調べ始めたのは姉の為だ。だが既すでに彼女は自分がレイオットの事を知ろうとする気持ちがそれだけではなくなっている事に気付いていた。だがそれではどうしてレイオットの事を知りたいと思うのかと問われれば──よく分からないのだ。


　それは単に純じゆん然ぜんたる好こう奇き心しんなのかもしれない。


　しかし──


「一つ忠告させて貰えば」


　とフィリシス。


「結局、彼がどういう人間かなんて事は……どれだけ他の人に聞いて回っても分からないと思うよ？」


「──え？」


　声を挙あげたのはナレアである。


　カペルテータはただ黙ってフィリシスの視線を受け止めている。いつもの無表情に煙けぶるその白い顔からは、如い何かなる感情も窺うかがい知る事は出来ないが──


「それが分かってるからこそカペちゃんは彼の側に居るんでしょう？」


「…………」


　カペルテータはやはり無言。


「あの……それってどういう……？」


　自分一人だけ取り残された様な気がして尋ねるナレア。だがフィリシスは小さく肩かたを竦すくめて言った。


「以上忠告終わり」


「いや……あの……」


「こういうのって、短くて謎なぞめいていた方が有あり難がた味みがあるでしょ？」


「それはそうかもしれませんけど……」


「この位の事が分からなければ、いつまで経たってもレイを理解なんか出来ないよ？　いろいろとひねくれてるからね──彼は」


　そう言ってフィリシスは悪戯いたずらっぽい笑えみを浮かべた。
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「……うーん……」


　腕を組みながらナレアは呻うめいた。


　場所は再びホテル近くのオープン・カフェである。


　話が終わった後はフィリシス邸ていの執しつ事じに車で送ってもらったものの……既に時刻は夜の八時過ぎであった。リゴレット通りは比ひ較かく的てき夜でも人通りが多いが、それでもカフェにはナレア達の他ほかに客の姿は無く、昼間と同じテーブルでナレアは手帳片手に今日一日の成果をまとめ直していた。


　遅おそくはなったが、たった半日で五人もの人間から話が聞けたのだから作業効こう率りつとしては良かったと言えるだろう。


　とはいえ……


「やっぱよく分からないのよね……」


　結局は彼女の求めていた答えは得られていない。


　レイオット・スタインバーグがどういう人物かは分からないまま──どころか『何人に聞いて回っても無む駄だ』とまで言われてしまう始し末まつだ。


「どういう意味なんだろ……？」


　呟つぶやいて対面のカペルテータを見る。


　カペルテータはというと……ミルクピッチャーから掌てのひらに少し落としたミルクをシャロンに嘗なめさせている。飼かい猫ねこを見る彼女の瞳ひとみはやはり茫ぼう洋ようとした無表情で──そこには如い何かなる感情も顕あらわれていなかった。


　喜よろこびも。哀かなしみも。怒いかりも。


　この少女は全く示そうとしない。そもそも自じ発はつ的てきに何かをしている様子が無い。この半日一いつ緒しよに行動していて分かったが──この少女は基本的に恐おそろしく消しよう極きよく的てきというか、自ら『何かをしたい』という欲求が恐ろしく希き薄はくらしい。


　だが──そんな少女がただ一つ自分から望んで実行している事。


　それが『レイオット・スタインバーグの側に居て彼を知る事』なのだという。


　つまりナレアは期せずして目的を同じくする者と行動を共にしていた事になる。


「ね──カペルテータ？」


「はい」


　呼ばれてＳＣＡの少女が顔を上げる。


　フードの中で表情を持たぬ紅あかい瞳が静かにナレアを映うつした。


「どうして貴女あなたは彼を知ろうとするの？」


「分からないからです」


　カペルテータは即そく答とうする。


　当然と言えば当然の答えではあった。


　分からないから知ろうとする。


　それはつまり彼を理解する為に側に居るという事だ。では──それが分かった時に、カペルテータはどうするのだろうか？


　そして。


　何の為ためにカペルテータは彼を『分かろう』としているのだろうか。この感情が枯こ死ししたかの様な少女が、わざわざ他の誰でもなくレイオット・スタインバーグを理解せねばならない理由とは何なのか。


「貴女は……」


「何をやってんだ──こんな処ところで」


　ふとそんな声が頭上から降ってくる。


　顔を上げると、そこに件くだんの本人──レイオット・スタインバーグが立っていた。


　いつものコートをいつもの様に身体からだに引っかける様にして着た、いつものだらしない雰ふん囲い気きは変わっていない。サングラスもやはり鼻先に引っかかる様な位置にずり落ちていて──わざとやっているのではないかと思える位に胡う散さん臭くさい。


　レイオットは怪け訝げんそうな表情でナレアとカペルテータを見比べている。


「……えっと」


　慌あわててナレアは頭の中で適てき当とうな言い訳を取り繕つくろう。


「人間の相そう互ご理り解かいについて少し議ぎ論ろんを」
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「ほう」


　ナレアの答えにレイオットはさして興味を引かれた様子も無く、素そっ気けない口調で相づちを打った。


「ところで──そろそろ俺達は晩ばん飯めし喰くいに出で掛かけるが。一緒に来るか？　何だったらその後、マンションまで送るが」


「あ。いいの？」


　表情を輝かがやかせてナレアは言う。


　さすがにこれから姉のマンションまで歩いて帰るのは辛つらいと思っていた所だ。


　実を言えばレイオットに借りを作るのは極きよく力りよく避さけたい──彼という人物の評価について公正を欠く要よう因いんになりかねない──が、まあこの位は良いだろう。


「豪ごう華かフルコース、デザート付き──という訳にはいかんがな。カペル。シャロンを部屋に置いてこい」


「はい」


　レイオットに言われてカペルテータは黒猫を抱だき上げ、ホテルの方へと歩いていく。さすがに傍ぼう若じやく無ぶ人じんなこの二人も猫を連れて飲食店に入らない程度の常識はわきまえているらしい。


「──ナレア」


　ふと──カペルテータの後ろ姿を眺ながめながらレイオットが声を掛かけてくる。その声が普ふ段だんと少し違ちがう響ひびきを帯おびている様に聞こえて、ナレアは眼めを瞬またたかせた。


「何……？」


「君はカペルを避さけないな」


「へ……？」


　言われてナレアは一いつ瞬しゆん首を傾かしげ──


「ああ。そういえばＣＳＡだっけ」


「……そう言ってくれる人間はあいつにとっては貴き重ちようだよ。特に同世代ではな」


　先天性魔法中毒患者ＣＳＡ。俗ぞく称しよう──『半魔族ハーフ・ブルート』。


　それは一いつ般ぱん人じんにとって『魔族メレヴエレントのなり損そこない』でしかなく──理由の如何いかんを問わず忌き避ひすべき存在だった。


「そうかな？」


　出会った当初はさすがに『半魔族』だけに緊きん張ちようもしたし、未いまだに変な少女だとは思うが……実際に一緒に居ると、それ以外の側面も見えてくる。言動は素す直なおだし、付き合いも悪くない。今一つ嚙かみ合わない会話に苛いら立だつ時もあるが、ナレアにしてみればむしろ付き合い易やすい相手ではあった。


　だが──その事をレイオットに告げると彼は苦く笑しようして首を振ふった。


「それは君にとってのカペルテータだろう。多くの人間は『半魔族』ってだけで彼女を避ける。その事自体に意味なんて無いのにな」


「…………あ」


　ふとナレアは眼を瞬かせて声を漏もらした。


　ナレアにとってのカペルテータ。


　ナレアにとってのレイオット。


　つまりは──そういう事だ。


　人間が百人居れば百通りの見方が在ある。


　それは一つが正しくて後の全すべてが間違っているという事ではないだろう。それは全てその見方をする者の真実だ。


　だが──だからといってその『他人の眼から見た真実』を幾いくつ集めてもそれがナレアにとっての真実になるとは限らない。それらはあくまで借り物でしかない。


　ナレアにとって、ネリンにとって、レイオットがどういう人物か──それはそれぞれの関係性において各個人にしか判断できない事だ。集めた意見が食い違おうと、まとまりが無かろうと、問題ではない。それはあくまで自分が下す判断の参さん考こうでしかないのだから。


　要は──自分で見て自分で感じるしかないという事である。


　その末にしかナレアにとってのレイオット・スタインバーグは見えてこないだろう。


「そっか……」


　フィリシスの言っていたのは恐おそらくこの事を指しているのだ。


「そういう事か……」


　小さく呟つぶやいて頷くナレア。


　そんな彼女の様子をレイオットは束つかの間ま怪け訝げんそうに眺めていたが──


「君さえ良かったら、これからもあいつと遊んでやってくれ」


　どうもレイオットは今日一日、ナレア達が二人して遊びに出ていたのだと勘かん違ちがいしているらしい。まあ──あながち外れとも言い切れない部分があるが。


「うん。当とう然ぜんよ」


　レイオット・スタインバーグ。


　無資格の戦術魔法士タクテイカル・ソーサリスト。


『馬ば鹿か』で『子供』で『不器用』で『不誠実』な男。


　だがそれはただそれだけの情報に過ぎない。それは未だナレアにとっての真実ではない。


　だから──


「まだ私は何も分かってないからね。カペルテータの事も──」


　そして貴方あなたの事も。


　そんな言葉をナレアは胸の内で呟いた。
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　他に選せん択たく肢しなど無かった。


　採とるべき未来はどうしようも無い位に明白である。絶望とは断だん絶ぜつではなく狭きよう窄さくなのだと彼女は知った。これ以上は無いという位にはっきりとただ一本残された道。見えるのはそれだけだ。他の可能性など曖あい昧まいに霞かすんで見えない。くっきりと視し界かいに刻きざみつけられた一線をなぞる事だけが彼女に出来る全すべてだった。


　元々運の良かった方ではない。


　何かをすると大たい抵ていの場合に裏うら目めに出た。何もしなければしないで自然と周囲の状じよう況きようは悪化していった。幸福などという言葉は絵え空そら事ごとでしかない。幸福という言葉の意味が分からない。少なくともそれは自分には関係の無いものなのだと彼女は思った。何も無い田舎いなかで、楽しい事など何も無い場所で一生を終わるのが嫌いやで、十七の春に都会へと出てきて──半年後そこで思い知らされた。


　だから……


「……お母さん？」


　傍かたわらの娘むすめが不ふ思し議ぎそうな声で聞いてきた。


　だが彼女は努つとめて娘の方を見ない様にしながら黙もく々もくと階段を上っていく。


　不ふ憫びんでないと言えば噓うそになる。


　だが仕し方かたが無いのだ。不運な自分の処ところに生まれてきたのが娘の不運だった。不運は連れん鎖さする。不運は伝でん染せんする。無力な人間の思おも惑わくなどまるで関係なくそれは人間の人生を侵しん略りやくして破は壊かいする。後に残るのはただ絶望という名の一本道だけである。


　誰だれからも愛されない娘。


　これまでも。これからも。この娘は愛情という言葉の意味を知らずに一生を終えるだろう──彼女が幸福の意味さえも知らない様に。母親の自分ですら心から愛してやる事が出来なかったのだから仕し方かたが無い。今も手を繫つないでいる事をおぞましいと感じる自分が居るのを彼女は自じ覚かくしていた。娘の手をまるで腐ふ敗はい物ぶつの様に『汚きたない』と思ってしまう自分が居る。今この瞬しゆん間かんにでも手を離はなして洗いたくなる自分が居る。


　大笑いだ。


　自分だけが汚けがれていないとでも言う積つもりなのか。真っ先に汚れたのは自分だというのに。汚れた自分から生まれたからこそ娘も汚れていたのだというのに。


　不幸の再生産。不運の無む限げん連れん鎖さ。


　だから……こんな馬ば鹿か馬鹿しい人生は早々に断ち切らねばならなかった。放ほうっておいてもどうせ未来など繫つながっては来ないだろうが、これ以上無意味に不幸だけが自分の頭の上に堆たい積せきしてゆくのを黙だまって見ていられる程ほど、彼女は無神経ではなかった。


　精せい算さんは一いつ瞬しゆんだ。


　文字通りに瞬まばたきを一度か二度。その程てい度どの時間で終わる。だから恐おそれる事は何も無いのだ。自分の生きてきた二十年余あまりと。娘の生きてきた五年と。それらが無に還かえるだけ。ほんの刹せつ那なの時間で終しゆう了りようする簡単な儀ぎ式しき。それは降り積もった不幸を軽かろやかに払ふつ拭しよくしてくれる絶対の解放であった。


　だから急ぐ必要は無い。


　ただ──


「……お母さん？」


「もうすぐよ」


　言って彼女は階段を上る。


　どうして此こ処こを選んだのか──ともし問われれば彼女は返答に困こまっただろう。明めい確かくな理由が在あった訳ではない。適てき当とうな場所を探していたら目に付いただけの事だ。だが他にいくらでも適当な場所が在った筈はずなのにそれでも此処を躊躇ためらいも無く選んだのは、ひょっとしたら最さい期ご位は母親らしい事をしたかったのかもしれない。全く望まずして産んだ我わが子であるし、眠ねむっている娘の首を絞しめかけた事も一度や二度ではない。それでもほんの僅わずかにだが母性本能というものが彼女にも在ったのだろう。あんな空も満足に見る事の出来ない場所に閉じ込められて、生しよう涯がいの殆ほとんどを過ごしてきた娘に、この広い世界を見せてやろう……そんな風に思ったのかもしれない。


「もうすぐだからね」


　繰くり返して彼女は階段を上る。


　その時──


「…………」


　彼かの女じよ等らとは反対に階段を下りてくる人ひと影かげが眼めに入った。


　中肉中背の青年である。ぼさぼさで中ちゆう途と半はん端ぱに伸のばした黒くろ髪かみと、鼻の先に何かの冗じよう談だんの様に引っかけたサングラスと、そしてよれよれのくたびれた蒼あおいコート。とても胡う散さん臭くさい雰ふん囲い気きを放ほう散さんしながら、何ど処こか面めん倒どうくさそうな足取りで階段を、ずるずるとブーツの靴くつ底ぞこを滑すべらせ、一段一段、踏ふみ外して落ちる様にして降りてくる。


「…………」


　すれ違ちがう。


　娘の頭に載のせた大きな大きな帽ぼう子しを風で飛ばない様に押おさえてやりながら、注意深くその青年の横を通り過ぎる。


　その時──


「──あ」


　娘が声を漏もらす。


　それは殆ど反射的な行動だったろう。男がごそごそとあさっていたコートのポケットからこぼれ落ちたハンカチを、娘が空中で受け止めたのである。白い──チンピラの様な風体の青年にはある意味で不ふ似に合あいな位に純白のハンカチ。


「ととっ」


　青年は振ふり返って手を伸ばす。


　ひょいと軽い動作で娘の手からハンカチを取り上げると、彼は左手の中指でサングラスを押し上げながら言った。


「すまんね」


「…………」
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　娘はただぼんやりと青年を見返す。


　どういう反応をして良いのか分からないのだろう。常じよう識しきなど何一つ教わる事の出来なかった娘だった。そもそも此この世に対たい等とうな人間同士の交まじわりが存在する事さえ知らないだろう。彼女と娘を取り巻く環かん境きようはひたすら一方的だったから。


「行くわよ」


　彼女は娘の手を引く。


　今いま更さらばれても大たい差さは無いが、最期くらいは少しでも穏おだやかな気持ちでいたかった。既すでに彼女も娘も慣なれたとはいえ──憎ぞう悪おや嫌けん悪おの表情を向けられるのは少なくとも楽しい気分ではない。


　娘はそのまま素す直なおに付いてきた。青年も特に興味を引かれた様子も無く、そのまま階段を下りていった。


「もうすぐよ」


　娘にそう繰り返し──彼女はゆっくりと、しかし確かく実じつに階段を上っていった。





　　　　●　　●　　●





　運が良いのか悪いのか。


　改めて問われれば──自分は間違いなく後者だと自信を持ってナレア・シモンズは断だん言げんできる。出来てしまう。不本意ながらも。


　そもそも此の世に生まれ出た瞬しゆん間かんこそがナレアにとっては不運の始まりである。子供に自分を生む親は選べないのだから。自じ堕だ落らくで親としての責任もろく果はたさぬまま死んでしまった父親。いつも何かに怯おびえながら家に閉じこもる母親。幼よう児じにとって親は強い影えい響きよう力を持つ事を思えば──自分や姉が変にグレたりせずここまで生きて来れたのは、一種の奇き蹟せきではないかとナレアは考えている位だ。


　無む論ろん……だからといってナレアは自分の不運にいじける様な少女ではない。


　彼女は諦あきらめない。運の良し悪しなど努力と根こん性じようでどうにかなると心の底から思っているのがナレア・シモンズという少女である。それを楽らつ観かん主しゆ義ぎと評された事も在るが、ナレア自身は違っていると思う。強しいて言えば征せい服ふく主しゆ義ぎか。充じゆう分ぶんな力が在れば不運はねじ伏ふせる事が出来る──そう考える彼女は、普ふ段だんからその力を付ける事に怠おこたりが無い。勉強しかり。運動しかり。大学に入って一山越こえれば女性としての魅み力りよくなんぞも磨みがき上げる算段をしていたりもする。まあ要するにナレアとはそういう少女だ。


　だが──これはつまり不運であるからこそ出来上がった性格であるとも言える。


　幸運な人間はいちいちその事を意識などしないからだ。


　何はともあれ、ナレアは自分があまり運の良い方ではないと知っている。悲ひ観かんする事は無いが、その事に溜ため息いきをついたり苛いら立だちを覚えたりする事はしょっちゅうである。逆にちょっと幸運だった時などは相対的に凄すごく嬉うれしかったりもする──例えば給きゆう食しよくのシチューに自分が予想したよりも一つ肉が多かった時とか。自分でも何というかやたら貧びん乏ぼう臭くさいというか小市民的な幸運の認識だとは思うのだが。


　では。


　投とう身しん自じ殺さつの現場に居合わせてしまうというのは幸運か不運か。腹を立てるべきなのか喜ぶべきなのか、かなり疑問な状じよう況きようの様な気がしてナレアはとりあえず溜め息をついた。


「…………」


　彼女等が居るのはトリスタン市のほぼ中央に位置する時と計けい塔とうの上である。


　煉れん瓦が造づくりのやたらに古びた代しろ物ものだが、尖せん塔とう部分の更さらに上、避ひ雷らい針しんを含ふくめた高さは実に八十八メルトル、建てられてから三世紀を経へてなお傲ごう然ぜんと空を目指してそびえるトリスタン市名物の一つ──とパンフレットには書いてあった。実際、一いつ般ぱん開放されている展てん望ぼう台だいの上に立ってトリスタン市街を見下ろせば、本当に三百年も昔に建てられたのかと疑いたくなる程の代物であった。あの〈イエルネフェルト事変〉の最中にも崩くずれずに建っていたという事で、大だい災さい害がいを経ても変わらぬその姿は、トリスタン市復ふつ興こうに際さいして市民の心の拠より所としても役立ったのだというが──まあそんな、いかにも後付臭い美び談だんもどきを書かねばならないパンフレットの作成者も苦労した事だろう。


　実の所……この時計塔はそれほど人気の在ある観光名所ではない。


　ただ高い所から街を見下ろせる、ただそれだけの場所である。


　盛さかり場が望みならリゴレット通りに行けば良いし、上品に買い物がしたければプーランク通りに行けば良い。トリスタンは都会だが主に産業都市として発はつ展てんしてきた側面を持っている為ために、観光名所は限られている。そしてそれらのどれもが何ど処こか端はしに偏かたよっていて──要するに時計塔はそれらの何処からも満まん遍べんなく遠いのである。これでは観光客も訪おとずれづらいし、わざわざ地元の者が何度も訪れる様な場所でもない。一時期、市の観光局がヤケ気味に『逢い引きデートに最さい適てき』などと広告を打った事もあるそうだが、恋こいを語るには少々時計塔の展望台は風がきつくて寒かった。


　ではどうしてナレアがそんな処ところに居るかというと──単に暇ひまが在ったからだ。


　受験生であるのだから勉強すれば良いものだが、とりあえず彼女の成績は希望する大学に入るには充分なものだし、一週間やそこら勉強せずに済ませたからと言って成績が急きゆう降こう下かする様な記き憶おく力りよくではない。


　そういう訳でナレアは知り合いで暇そうにしている人間を誘さそって──姉は見るからに忙いそがしそうだったので遠えん慮りよした──この時計塔に来たのである。


　その一番暇そうなのとは、言うまでもなくレイオット・スタインバーグだ。


　ただしこの場に彼は今居ない。


　先さき程ほど『トイレ』と言って何処かに行ったきり戻もどってくる気配が無い。


　故ゆえに──ナレアは、もう一人の連れと二人で、今まさに飛び降り自殺をせんとしている親子の前に居る。もう時刻は夕方で、ただでさえ人気の無い展望台は前記の四人以外に人ひと影かげは見えなかった。


「肝かん心じんな時にもう……」


　呟つぶやいてからナレアはそっと物もの陰かげから──時計塔の展望台には時計塔の縮小模型ミニチユアや中の機械式時計の等レ倍プ模リ型カが幾いくつも展てん示じしてあり、身を隠かくす場所には困らない──展望台の端に居るその親子の様子をうかがった。


　後ろ姿しか見えない上に、そろそろ暗くなってくる時刻なので詳しよう細さいは見えないのだが、それが親子らしいという事はすぐに分かる。小さな子供と母親が手を繫つないで展望台の周囲に張はり巡めぐらされた柵さくの側そばに居る。


　彼かれ等らが自殺を考えているのに気付いたのは、遺い書しよらしいものを母親が床ゆかに置き、靴くつを脱ぬいでその上に置いたからだ。恐おそらく風で飛ばされない様に──だろう。他ほかにも靴を脱ぐのは大地とのつながりを断つ為ためだとか諸しよ説せつ在るらしいが、それはこの際どうでもいい。


「どうしよう」


「…………」


　問うても仕し方かたの無い事だが、まず傍かたわらに居る連れに尋たずねてみる。


　だが紅あかい髪かみと紅い眼めとついでに言えば眉まゆ毛げの代わりに紅い球面を備そなえた無表情な少女は、ナレアの予想通りに無言だった。どうしたら良いのか分からないというよりも、何な故ぜナレアが『どうしよう』と尋ねたのか理解できていない様な雰ふん囲い気きさえ在った。


「さすがに放ほうってはおけないでしょ。人として」


「……そうですか」


　傍らの少女──半魔族ハーフ・ブルート、先天性魔法中毒患者ＣＳＡ、カペルテータ・フェルナンデスはさして興味もなさそうな口調で言った。


　不運不幸という意味ならナレアの比ではないこの少女は、しかし何処か超ちよう然ぜんとしていて自分自身に起こった出来事ですら他ひ人と事ごとの様に見ている節ふしが在る。そんな彼女にとって他人の生き死になどそれこそ関心の外であるのかもしれなかった。


　だが──


「…………」


　冷たい風が吹ふく。


　唐とう突とつなその一いち陣じんは子供の頭部に載のっていた大きな大きな白い帽ぼう子しを飛ばした。ふらふらと空中を漂ただよってそれは回転し……やがてナレア達の側に落ちた。


　だが子供も母親も帽子など最も早はやどうでも良いといった様子で振ふり返りもしない。


　ナレアは一瞬、その帽子に視線を向けてから──再び親子の背中に注意を戻した。


「飛びつく……とか。駄だ目めか」


　とりあえず駆かけ寄ってしがみつけばさすがに柵は越こえられまい。しかしどちらに飛びつくのか。母親か。子供か。普通に考えれば母親の方であろうが、自殺が──この場合は心中と言った方が良いのかもしれないが──親子双そう方ほう合ごう意いの上であった場合、子供だけ飛び降りる可能性も在る。柵はきちんとした鉄てつ製せいのものだが、それだけによじ登ってその向こう側に出るのはそう難むずかしい事ではない。


「カペル」


「はい」


「私がとりあえず母親の方にしがみつくから、カペルは子供の方にしがみついて」


「……分かりました」


　カペルテータは特に驚おどろいた様子も無く即そく答とうした。本当に分かっているのかどうか気になる口調だが、この際、いちいち確かめている時間が惜おしい。


「さすがに距きよ離りが在るから、途と中ちゆうまで足音殺して近付くわよ」


「はい」


　とりあえず二人してぶら下がれば柵の向こう側に行く事くらいは止められるだろう。


　そう思ってナレアはゆっくりと立ち上がる。


　呼吸を殺し、足音を殺し、衣きぬ擦ずれの音もせぬようにスカートを押おさえ──





　──みあ。





　そんなナレアの行こう為いを見事にぶちこわす声が展望台に響ひびいた。


　カペルテータの抱だいている黒くろ猫ねこ──シャロンである。


　先程まで寝ねていたので特に気にも留とめていなかったのだが、まさかこんな最悪の瞬しゆん間かんに鳴いてくれるとは。


「──!?」


　当然ながら柵の近くに居た親子はナレア達の方を振り返った。


　まさしく歩き出したその瞬間のナレアとカペルテータに隠れる時間などある筈はずも無い。


「うわ。最悪──」


　言いかけて。


　ナレアは眉を顰しかめてその親子を見た。


　正確には──その子供の方を。


　子供の額を。


「…………!!」


　一瞬それが何を意味するのか分からなかった。


　愕がく然ぜんと立ち尽つくし──そして半ば反射的に傍らのカペルテータを見み遣やる。紅い髪と眼をしたＣＳＡの少女はいつもの如ごとく目ま深ぶかにフードを被かぶっているので、その表情は見えないが──彼女はやはり無表情なままなのだろうか。


　それとも……


「誰……!?」


　公共の場で誰すい何かする事にどれだけの意味が在るのか分からないが、とりあえず母親がそう尋ねてくる。その口調と仕し草ぐさには痛いた々いたしい程の緊きん張ちよう感かんが漂ただよっていて、今にも飛び降りてしまいそうだった。恐らく……彼女等にとって他人とは緊張感を挟はさんでしか相対できない存在なのだろう。


　無理もない。本当に無理もない事だ。


　しかし──


「え……ええと。通りすがりの者ですけど」


　我ながら間ま抜ぬけだと思いつつもそう答えるナレア。


　母親はしばしナレアとカペルテータを見つめていたが、すぐに『そう』とつまらなさそうに言って──穏おだやかな微び笑しようを浮うかべた。


　ナレアはぞっとする。


　穏やかな微笑。穏やかすぎる微笑。死を前にしてそんな笑えみを浮かべる者の気持ちを想像してナレアは心底から恐おそろしいと思った。


「ごめんなさいね。気持ち悪いでしょ。私達はすぐに居なくなるから」


　自じ嘲ちよう的てきに言って母親は子供と──恐らくは五、六歳さい位であろう娘むすめと顔を見合わせる。


「ちょっと待っ……居なくなるって」


　分かっているがそう尋ねてしまう。


「飛び降りるから」


　母親はむしろ晴れやかな表情で言った。


　これで解放されるとでも言うかの様に。


「なんでっ!?」


「──『なんで』？」


　反はん射しや的てきに叫さけんだナレアの言葉を母親が口の中で転がす。


　穏やかに微笑ほほえんだまま彼女はじっとナレアを見つめ……そして言った。


「貴女あなた……なんでと聞いたの？」


「…………」


　ナレアは思わず黙だまり込んだ。


　咄とつ嗟さの事とはいえ、自分の発したのは何という──残ざん酷こくな一言なのか。


　一いち目もく瞭りよう然ぜんの事を問う程ほど、惨ひどい事は無い。


「なんで……って当たり前でしょう？」


　母親は微笑みながら言った。


　だが次の瞬間──その微笑がくしゃりと歪ゆがんだ。


「当たり前でしょ!?　違う？　当たり前なのよ！　何ど処こに疑問を差し挟はさむ余よ地ちなんて在あるの!?　どうしようも無い位にこれって当たり前の事でしょう!?」


　そう叫ぶ母親の隣となりには。


「…………」


　何処かで見た様な無表情をたたえた少女の姿。


　可愛かわいらしい顔立ちだった。


　成長すれば男達が放っておかないだろう──もしその額ひたいに生えた角さえ無ければ。


　ＣＳＡ。先天性魔法中毒患かん者じや。魔族の子。


　見み間ま違ちがいようが無かった。それはカペルテータと同じく、魔族に性的暴行を受けた女性が産み落とした異い形ぎようの子供だ。彼かれ等らは胎たい内ないで発生する段階から魔法の影えい響きようを受ける為ために、何処かに人間とは違う形状の部位を持つ事になる。


　無論──魔法で肉体を制せい御ぎよできる魔族と異ことなり、その出で鱈たら目めな肉体部品が人間の一部としてまともに機き能のうする可能性は著いちじるしく低く、多くのＣＳＡは先天的に肉体機能に障しよう害がいを抱かかえる事になる。またその特とく異い性せいが生理機能に影響を与あたえない外形的部分に留とどまったとしても、同じく普ふ通つうの人間として生活を送る事は出来ない。


　魔族の異形を容た易やすく連想するその姿は蔑べつ視しの対象となり、また、その異形故ゆえに魔族や魔法を研究する者達にとっては彼等は生きた資料──最悪生きた実じつ験けん材ざい料りようでしかない。今でこそ法ほう整せい備びが進み、最低限の人権は彼等にも保ほ障しようされているものの、あくまでそれは最低限でしかなく、『保護』と『治ち安あん維い持じ』の名目の元に彼等の権利は様々な角度から制限を受ける。転居、就職、婚こん姻いん、その他諸もろ々もろ。


　子供は自分を産む親を選べない。


　そう──ナレアは不運な方ではある。彼女の父も母もお世辞にも良い親とは言えなかった。それは恐おそらく彼等自身が認めるところでもあろう。


　だが最悪ではない。


　少なくとも彼女は人間として法が認める形で生まれてきた。今は未成年で幾いくつかの権利を制限されている身ではあるが、成人すれば選挙権や転居、婚姻の自由を含ふくめて基本的人権の全すべては当然の如く彼女に帰き属ぞくする。


　だが──目の前の、そして隣の少女にはそれら当然のものすら生まれる前から与えられないと決められてしまったのだ。自分とは遠く離はなれた何処かの誰だれかの手によって。何の責任も無いままに。


「まさか──」


　母親は泣き笑いの様な表情で言った。


「死ぬななんて言わないわよね？　そんな残ざん酷こくな事、言わないわよね？」


「…………」


　ナレアは声も出ない。


　忘れていた。現実を忘れていた。カペルテータやレイオットと共に過すごす内にそうした現実に対する感覚が麻ま痺ひしていた。現実は──もっと優やさしいものだと思っていた。


　しかし……


　此こ処こに一つの現実が在る。


　ナレア個人の力では覆くつがえせない、どうしようもない位に残酷で、容よう赦しやの無い現実ははっきりと横たわっている。


　この親子の未来に幸福は無い。


　この親子に行くべき場所も無い。


　ＣＳＡとその母親が心中するという例は実の処ところそう珍めずらしくない。母親が生まれ出た異形の我わが子を殺す事も多い。親子揃そろって精神に異常をきたす場合も在るし、そもそもＣＳＡはまともに生きる力も無いままに死ぬ例も在る。外を歩けば忌き避ひと嫌けん悪おの視線に晒さらされ、路ろ地じ裏うらにでも入れば腐くさった卵が飛んでくる。


　ＣＳＡにとっては悲ひ劇げきとは人生そのものである。少なくとも何不自由なく幸福な人生を送るＣＳＡなど有り得ない。生まれ出た瞬しゆん間かんに不幸が約束された存在──それがＣＳＡ、半魔族ハーフ・ブルート、『成り損そこない』なのだ。


　だが──


「だから見過ごせっての？」


　ナレアは唸うなる様に言った。


「そう」


　母親は至し極ごく当とう然ぜんといった様子で言った。


　むしろうっとりした様子で母親は柵さくの向こうに広がる空を両手で指し示した。


「これが私達に最後に残された希望よ。絶望だけしかないこの世界の中で唯ゆい一いつ見いだせる、希望。それを奪うばうなんて残酷な事、しないわよね？」


「…………」


　ナレアはしばし沈ちん黙もくしてから、言った。


「聞いていいですか？」


「……え？」


　意表を突つかれたのか母親が眼めをしばたたかせて声を漏もらす。


「聞きたいことがあるんですけど、聞いていいですか？」


「…………」


「遺書なんて書いてるんだから言いたい事は在るんじゃないですか？」


「…………」


「答えてくれないのなら、その遺書、貴方あなた達たちが飛び降りた後で破やぶいてゴミ箱に棄すてます」


「…………」


　母親の表情が歪む。


　哀あい切せつと憤ふん怒ぬがない交ぜになった奇き妙みような表情。


　遺書とは大たい抵ていの場合に恨うらみ言だ。死を選ばざるを得なかった人間が最さい期ごに行う弾だん劾がいの言葉だ。たとえ家族や親しい友人知人への別べつ離りの言葉であったにせよ、それは『どうして此処まで追い詰つめられていた私を救ってくれなかったのか』という泣き言を含まざるを得ない。そしてそれは──死という絶対的断絶の向こう側から、生者を糾きゆう弾だんするその行こう為いは、死を選ばざるを得なかった人間にとって、最後の矜きよう持じである筈はずなのだ。


　だからこそ……その最後の誇ほこりを犯おかされる事が母親は許せないのだろう。


　ナレアとしても酷ひどい事を言っている自じ覚かくは在ある。


　だが遺書をしたためている以上は、言いたい事が在る筈なのだ。黙だまって消えてしまいたい訳ではない筈だ。それが恨み言であれ呪のろいの言葉であれ。


　それが──それだけがナレアの付け入る隙すきだった。


「何が聞きたいの？」


「今さっき絶望って言いましたよね」


「……そうね」


「具体的には何が絶望なんですか？」


「…………」


　母親は呻うめく様な声を漏らす。


　それは確かに敗はい残ざん者しやを鞭むち打うつ様な容よう赦しやない質問であったろう。絶望した者にその絶望の中身を聞く。それを手紙に書き残すのではなく、自分の口で、面と向かった相手に言わせる。それは傷口に塩を塗ぬり込むどころではなく──傷口にもう一度ナイフを差し込んで傷を二度付けする様な行為であった。


　だが──


「説明しなければ分からない？」


「分かりません」


　ナレアは眼も眩くらむ様な罪ざい悪あく感かんを覚えながらも言った。


　ここで引いたら意味がない。もうあの親子を留とどめる手だてが無い。無論、ナレアの説得そのものが全く効果を発はつ揮きしない可能性も低くは無いのだが。


「いいわ……そんなに聞きたいなら教えてあげるわ、幸せで残酷なお嬢じようさん」


　母親は──恐らくはネリンと同じ歳としかそれよりも若いその女は、仇きゆう敵てきでも睨にらむかの様な眼でナレアを見つめた。


「良い事なんて一つも無かったわ。苦労して苦労して、都会に出てきて働いて、でも生活は楽にならなくて。それだけならまだ我が慢まんも出来たけど。でも──運の悪い事に私は魔族に犯されちゃった。犯されてこの子を産んだ。


　私が何をしたの!?　何か悪い事をした!?　ただ普ふ通つうに幸せになりたかっただけよ。幸せっていうものの意味を知りたかっただけよ。それがそんなに悪い事!?　皆みなに後ろ指さされて、口くち汚ぎたなく罵ののしられて、石を投げられる位に悪い事だっていうの!?」


「…………」


「この子は絶望そのものよ。魔族の子。人間になれない人間以外。出来損ない。産んだ私も、生まれたこの子も、汚いものとして世界から隔かく離りされたわ。後はお決まりの人体実験」


「人体実験？」


「知らないの？」


　嘲あざける様に母親は言った。


「半魔族ハーフ・ブルートを治ち療りようするとか言いながら、収しゆう容よう所じよじゃ人体実験をしてるのよ。魔族の肉体構造を解明する為ためにね。ああごめんなさい──人体実験じゃないわね。だって半魔族は半分しか人間じゃないから。意味が在るのか無いのかも分からない注ちゆう射しやを打たれたり、薬を飲まされたり、場合によっては手術されたり」


「…………」


　確かに一部の収容所が、そうした人体実験紛まがいの行為をしていたとして摘てき発はつされた事件は在る。


　ＣＳＡの肉体は前記の通り普通人の肉体と異なるために、機き能のう不ふ全ぜんを起こし易やすい。単なる怪け我がの類たぐいであればいくらでも治療はきくが、生まれ持った不都合となると現代医学には手の施ほどこしようが無い事も多い。そしてＣＳＡはその肉体的特異性について個体差が大きく、共通点が少ない。臨りん床しよう例れいもあまり意味が無いのが実情だ。


　それでも収容所では可能な限りにＣＳＡの治療行為について精せい密みつな資料作成を行おうとする。それは少ない手て掛がかりから希望を見いだそうとする様な崇すう高こうな意志に基もとづくものも在ろうが、同時に研究者達の純じゆん然ぜんたる知的欲求を満たす為の意味合いも在った筈だ。そしてＣＳＡに限らず、医学というものの常として両者の境界線は常に曖あい昧まいである。故ゆえにそれをあっさりと踏ふみ越こえる者が──治療と称しようして人体実験を行うだけの医者が出てくるのは当然とも言えた。


　また──機能不全を起こしたＣＳＡの肉体に関しては前記の様に満足な臨床例が揃そろわず、結果的にぶっつけ本番の治療を行わざるを得ない事も多い。その失敗によって死亡したＣＳＡもまた貴き重ちような資し料りようとして記録される事になる訳だが──同じＣＳＡやその親にしてみれば人体実験の末に殺された様にも見えるだろう。


　無論、この親子が晒さらされた現実がどちらかはナレアには分からない。


　本当に人体実験をされていたのかもしれないし、単なる治療行為であったのかもしれない。何にせよそれは自分達が社会にとって異い物ぶつであるという認識を強めるものではあったのだろう。


「そこから脱だつ走そうしてきたのよ、私達は。あそこでは……死ぬ事さえ自由に出来なかったから。あんな檻おりの中で実験動物みたいに扱あつかわれて死ぬ位なら……」


「そうですか」


　ナレアは頷うなずいた。


「それが貴女あなたの絶望ですか」


「そうよ」


　むしろ得とく意いげに──不幸である事を誇ほこるかの様に母親が頷いたその瞬しゆん間かん。


　ナレアの中で何かのスイッチが入った。


「……それなら貴女だけが死ねばいいじゃないですか」


「──!?」


　愕がく然ぜんとする母親を冷れい然ぜんと見み据すえながらナレアは続けた。


「自分の娘むすめまで道連れにする事は無いでしょう？」


「貴女、何を聞いていたの？　この子は──」


「黙だまれ」


　ナレアは言い放った。


「貴女はもういいです。今度は貴女の娘に聞きたい。貴女の絶望って何？」


「…………」


　娘は無表情。


　だがその双そう眸ぼうは困こん惑わくを示して何度も瞬またたいていた。


「答えて」


「何を言ってるの、貴女は、この子は──」


「黙れって言ったわよ」


　ナレアは叩たたき付ける様に言った。


　腹が立つ。全く腹が立つ。あまりにもこの母親はナレアの知っているある人物を連想させる。細かい言動は違ちがうが──自分の不幸に酔よって視し野や狭きよう窄さくを起こす辺りなどは本当にそっくりだ。


　自分の母親と。


「娘の首を絞しめる母親が偉えらそうに娘の内面まで代だい弁べんしないで。冗じよう談だんじゃない。ええもう全く冗談じゃないわよ！」


　ナレアは喚わめいた。


「不幸だ不幸だって。酔ってんじゃないわよ。貴女、自分の母親に殺される娘の気持ちとか考えた事あんの!?」


「……何を」


　母親は呻うめく様に言った。


「何を知った風な──」


「知ってるのよ、私は」


　畳たたみ掛かける様にナレアは言った。


「二度ほど母親に首絞められたわ。姉共とも々どもね」


「…………」


　母親は絶ぜつ句く。


「それと。貴女達の絶望って何？　とりあえず手近に居た連中が酷ひどい奴やつらだったから？　外げ道どうだったから？　それがどうしたってのよ。世界も人間も随ずい分ぶんとなめられたもんよね。自分が知ってる狭せまい世界だけが全すべてだとか思ってんじゃないでしょうね!?」


「うるさいっ！」


　母親は喚いた。


「綺き麗れい事ごとを言わないで！　貴女だって、貴女だって、この子の顔を見たら驚おどろいてたじゃないの！　気持ち悪いって思ったんでしょ？　忌いまわしいって思ったんでしょ？　この子も私も、これから一生、そんな感情だけを浴あびて生きていく位なら──」


「──カペル。ごめん」


　囁ささやく様に言って、ナレアは──


「だから見くびるなって言ってるの！」


　カペルテータのフードをひっつかんで後ろに引っ張った。


　紅あかい髪かみが。紅い瞳ひとみが。そして紅い球面が。


　黄昏たそがれの光の中で露あらわになる。


「──そ、その子……」


　カペルテータの顔を見て母親が顔を引きつらせる。


　ナレアは半ばやけくそ気味に叫さけんだ。


「そりゃ驚いたわよ！　ええ、ええ、そりゃちょっとは気持ち悪いとか思ったかもしれないわよ！　だからなに？　それを理性で御ぎよせない馬ば鹿かばっかりだと思ってるの!?　それを『ごめんなさい』って言う暇ひまも許さないつもり!?　そんな一瞬の気持ちでその人間の全てを分かった気になってんの!?　馬鹿じゃない!?」


「…………」


　母親はナレアの剣けん幕まくに圧おされ、ぱくぱくと口を開閉させるばかりで、何も言葉が出てこない。


「あんたみたいなのが絶望を語るんじゃないわよ！　希望を語るんじゃないわよ！　そういうのはね、今際いまわの際きわに、やるだけの事やって、もうあと数秒で死ぬって時にだけ語ればいいもんなのよ！」


　ナレアは言いながらも前に出る。


　何というか、口が止まらなくなっているのも事実だが──その一方でナレアは自分のすべき事を忘れてはいなかった。相手が自分の勢いきおいに呑のまれている間にどれだけ近付けるかが勝負の分かれ目だ。


「少なくとも私はあんたの見てきた狭い世界になんか属ぞくしてないわよ。ＣＳＡだから何だってのよ。私は少なくともＣＳＡと一いつ緒しよに暮くらしている人間や、ＣＳＡを友達だと堂々と断言できる人間を知ってるわよ。今は違うかもしれないけど、私だってそうなりたいと思ってる。そういう人間も全部ひっくるめて世界なのよ。それを、ちょっと自分が見てきただけで──絶望？　今言った人達に失礼でしょ、謝あやまりなさいよ！」


　無む茶ちや苦く茶ちやだ。


　自分でかなり破は綻たんした事を言っているのは分かるが、止められない。止めてもいけない。今は喚き散らしながら一歩でも親子に近付くだけだ。


「大体ね。絶望絶望ってまるで既き成せい事じ実じつみたいに！」


「な……な……」


「絶望は覆くつがえせる。少なくとも私は絶望が覆るその瞬しゆん間かんを見てる」


　あの血けつ臭しゆうの渦うず巻まく船の上で。


「絶望なんてね。その程度のもんでしかないのよ！」


　自分でも笑ってしまいそうだ。


　たかだ十八の小娘が言う事ではない。だが──それはナレアの本音だった。


　征せい服ふくできない不運は無い。


　覆せない絶望は無い。


　少なくとも自分はそう思う。たとえ現実に征服できず、覆せなかったとしても、それはその時に間違いを認めれば良い事だ。そしてそれは今ではない。ナレアにとってもこの親子にとっても今ではない。断じて。


　だから──


「私も一つきいていいですか」


　ふと思いだしたかの様にカペルテータが口を開く。


「貴女あなたは死にたいですか。それとも生きたいですか」


　紅い瞳はただ何の感情を映す事も無く静かに──夜の湖面の様に自分と同じ立場の少女を見つめている。


「どちらかしか無いとしたら、どちらを採とりますか」


「…………」


　少女は困こん惑わくした様に母親とナレアを見比べる。


　幸せの意味を知らない少女。生きている意味すら知らない成り損そこない。人生を語るにはあまりに幼く決断を下すにはあまりに無む知ちで。


「……お母さん。わたし死にたくない」


　だからこそ希望を棄すてられる筈はずも無く。


　絶望を悟さとるにはあまりにその人生は短い。


　故ゆえに──


「…………」


　母親は震ふるえながら己おのれの口元を押おさえる。


　それこそが彼女にとって本物の絶望であったのかもしれない。


　同じ境きよう遇ぐうであると信じた、そして自分よりも不幸であると、自分よりも絶望していると、勝手に思いこんでいた娘むすめの汚けがれない裏切り。それは即すなわち愚おろかな、母親にもなれなかった、被ひ害がい者しやで居る事さえ満足に出来なかった愚か者の独どく善ぜんを、これ以上無い位にはっきりと示してみせたのだから。


　母親は震えながら自分の──無表情に自分を見上げる娘を見つめ。


　そして。


「────！」


　ナレアは飛び出した。


　発ほつ作さ的てきな動作で柵さくを乗り越こえる母親──その足に飛びつく。視界の隅すみで同様に飛び出したカペルテータが、娘の方を抱だき留めるのを見てナレアは──ほんの一瞬ではあるのだが──笑った。


（やるじゃん）


　自分で頼たのんでおきながら意外と言えば意外だった。娘の方は自殺を否定してはいたが、それでもカペルテータが抱き留めたのは、母親につられて一緒に飛び降りない様にとの判断なのだろう。


　だが──


「くっ──」


　がくんと身体からだがひっくり返るのをナレアは感じる。


　飛び降りようとした母親の勢いの方が強かったのだ。引きずられてナレアは母親共々柵を越え、その外側の張はり出だしに落ち、しかしそこで止まる事が出来ずに──


「くあっ……！」


　恐きよう怖ふが全身を貫つらぬく。


　支えるものも無く身体が空中に浮ういた。


　高度約八十メルトル。言うまでもなく自由落下状態で落ちれば間ま違ちがいなく即そく死しだ。


　瞬間的な絶望がナレアの爪つま先さきから頭とう頂ちようまでを貫いていく。


　──何か助かる手段を。


　恐怖と焦しよう燥そうで高速回転する彼女の頭。


（諦あきらめるな。諦めるな。絶望するな。希望を見み限かぎるな。何か。何か手段を）


　だが……一度空中に投げ出されてしまっては、鳥ならぬ身のナレアにはどうする事も出来ない。手を伸のばせる範はん囲いには何も無く、たとえ何かに摑つかまる事が出来たとしても、人間二人分の体重を、落下の加か速そくも含ふくめて支えきる腕わん力りよくはナレアには無い。大の男でも果たして可能かどうか。


　故に。


　これはもうどうしようもない事じ態たい。


　紛まごうこと無き正しよう真しん正しよう銘めいの──絶望。


　けれど……


「──ととっ」


　浮ふ遊ゆう感かんは全くの一瞬だった。


　がくん、と落下が止まる。


「──え？」


　展望台から落ちたのは距きよ離りにしてわずか三メルトルほどであったろう。


　ナレアと母親は──空中で吊つり下げられていた。


　何に？


「危あぶない危ない。全く……専門外の事はするもんじゃないよな」


　溜ため息いきの様に言うのは、ナレアと母親の襟えり首くびを摑んでいる黒い手の主だった。
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　振ふり返るナレアの目に入ったのは、黒い甲かつ胄ちゆう姿。


　レイオット・スタインバーグ──


「演えん説ぜつ御ご苦く労ろう。色々と聞いていて耳が痛かったが」


　彼は何の緊きん張ちよう感かんも無く──むしろ面めん倒どうくさそうな口調で言ってくる。


「ひょっとしてあれか。人の痛い所を直球で抉えぐるのはシモンズ家の家か訓くんか何かか？」


　しばしナレアは呆ぼう然ぜんとその黒い仮面を眺ながめていたが……


「なかなかトイレから帰ってこないと思ったら……！」


　とりあえず怒おこってみる事にした。


　嬉うれしさで眼めが潤うるんだ処ところを誤ご魔ま化かす為ために。


「いや、ちょっとこう、思い詰つめた顔してる親子とすれ違ったもんでな。『あー。飛び降りかなあ』とは思ったんだよな」


　レイオットは仮面の奥おくから左手で吊り下げた母親に一いち瞥べつを投げて言った。


「仕方ないから戻もどらずに、下まで降りてモールド付けてから〈アクセラレータ〉かけて階段上ってきたんだよ」


　言うレイオットの背中からは、ワイヤーが四本、のびている。


　これを塔とうの何ど処こかに引っかけて身体からだを固定しているのだろう。両手でナレアと母親を苦もなく吊り下げているのは、〈アクセラレータ〉の効果のお陰かげか。


「正直、余よ計けいなお世話だとは思ったんだがな。人助けなんて俺の趣しゆ味みじゃないし、俺に人様の自殺を批ひ判はん出来た義ぎ理りでもないしな」


「…………じゃあ、どうして？」


「とはいえこの下には俺の車も停とめてあるしな。上に落っこちてこられたらさすがにちょっとな」


「……レイオット・スタインバーグさん？」


「なんだ？」


「…………」


　しばらく空気を肺一いつ杯ぱいに吸い込んでから、ナレアは大声で喚わめいた。


「折せつ角かく格かつ好こう良い場面なんだからもうちょっと取り繕つくろいなさいよっ!?　『俺が居る限りお前を死なせはしないとか』なんとか、なんかもっと感動的な台詞せりふで！」


「それは君に任せる」


　仮面の奥の苦く笑しようが見えるかの様だった。


　そして──


「…………」


　振り返ってみれば、母親は呆然とナレアを見ていた。


　何が起こったか未まだ理解できていない……そんな表情だ。当然ではあるだろう。ああも偉えらそうな事を宣のたまったナレアですら一いつ瞬しゆんは完全に絶ぜつ望ぼうした位なのだ。こんな馬ば鹿か馬鹿しい位に都合の良い現実を見せつけられても、にわかには信じられないかもしれない。


　けれども。


　だからこそ。


　ナレアは苦く笑しようして──言った。


「ほら──ね？　こんなに簡単に覆くつがえる」


「…………」


　母親はしばらく喜き怒ど哀あい楽らくが複雑に入り交じった表情でナレアとレイオットを見つめていたが──やがて叱しかられた小こ娘むすめの様に大声で泣き始めた。





　　　　●　　●　　●





　結局──心中未み遂すいの親子はとりあえず警察が一時期身み柄がらを保護する事になった。


　もし母親の言う通りに人体実験が行われていたのであれば、それは刑けい事じ犯罪であるし、そうでなかったとしても非人道的な扱あつかいを受けていたというのであればそれは収容所に対して追つい及きゆうすべき問題点だろう。


　面おも白しろいもので、世論というものは割合簡単に敵を乗り換かえる。


　つい先日まではＣＳＡとその親を嫌けん悪おし批ひ判はんしていた者達が、その収容所の非人道的な行こう為いを糾きゆう弾だんするなどという事も珍めずらしくはない。この心中未遂事件が新聞で報道されれば、世論は多少なりともＣＳＡに同情的にはなるだろう。それは毎度の如ごとくごく一時的なものに過ぎないだろうが、それでも収容所その他、ＣＳＡ関連の状じよう況きようを改かい善ぜんする一助にはなるかもしれない。


　要するに誰かを罵ののしりたいのが人間というものなのだろう。それは決して誇ほこるべき事ではない訳だが、一朝一夕に人間全体が変われない以上、一個人としてはそれを利用して最さい善ぜんを模も索さくするだけだ──とナレアは思う。不運や不幸の征せい服ふくは、出来る処ところから地道にやるのがコツである。


　まあそういう訳で。


「──だからあんたはいつも考え無しで危なっかしい事ばっかりして！　そんなんだから私も母さんも安心できないのよっ!?」


　警察車両によって護ご送そうされていく親子を見送りながら、ナレアは姉の小言に溜め息をついた。


　レイオットがモールドを使った事で──正確にはモールドを着た魔法士が時計塔の上で女性二人をぶら下げているのを、数多くの通行人が目もく撃げきしてしまった為に、魔法管理局にも連れん絡らくが行ってしまったらしい。姉の事は尊そん敬けいしているが、どうも細かい事に口うるさいのが玉に瑕きずである。もっとも──それはそのままナレアにも当てはまる事ではあるのだが、彼女自身は当とう然ぜんながら自覚していない。


「カペル」


　ナレアは近くで黙もく然ねんと飼かい猫ねこを抱だいて立つＣＳＡの少女に呼び掛かける。


「ありがとう」


「……礼の意味が分かりませんが」


　と無ぶ愛あい想そにカペルテータが言う。


「一いつ緒しよに頑がん張ばってくれたし」


「『人として放ほうっておくわけにはいかない』とおっしゃいましたから」


　やはり表情など微み塵じんも刻きざまず、淡たん々たんと言う──愛らしい異形の少女。


　この少女にとってはただそれだけの事ではあるのだろう。


　全くレイオットといいカペルテータといい、どうしてこうも壊こわれているのか。どうしてこうもねじ曲がっているのか。


　壊れていて、ねじ曲がっていて、呆あきれる位に変な癖くせに、どうしてこうも──


「ま……いっか」


　笑いながらナレアはカペルテータに向けて手を差し出す。


　カペルテータはしばらく黙だまって意味不明の物体を眺ながめる様に、ナレアの手を見つめていたが……


「…………」


　何をどう思ったのか、シャロンをひょいとナレアの手に載のせてきた。


「──何やってんのよ」


「猫を抱いてみたいのかと」


「姉さんじゃあるまいし。違ちがうわよ。手をこう、右手だけでいいから」


「…………」


　カペルテータは左手でシャロンを抱きながら右手を前に出す。


「──ん」


　ナレアは半ば強引にその手を握にぎって振る。


　不思議そうなカペルテータには全く構わず、ひとしきり手を上下に振ってからナレアは言った。


「でもやっぱり、ありがとうね」


「…………」


　しばらく沈ちん黙もく。


　それは単に照てれていたのか、適てき当とうな言葉を探して苦く悩のうしていたのかは分からない。やはり意味が分からなくて困こまっているだけだったのかもしれない。


　だが──


「………………どういたしまして」


　と──やはり無表情のまま紅あかい少女は言った。
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　駅えき舎しやの中は混こん雑ざつしていた。


　人。人。人。人。人。人。人…………


　無む数すうに往おう来らいする人間達の姿が灰色の構こう内ないに雑ざつ然ぜんたる情じよう景けいを描えがき出している。人々の醸かもし出す個々の雑音も、互たがいに混じり合い潮しお騒さいの様な低くざらついた大きな一つの音となって、広大な空間を満たしていた。


　トリスタン駅。


　市と同じ名を冠かんされる駅の常つねとして、このトリスタン駅も市内交通の要かなめとしての役やく割わりを課されている。民みん営えい官かん営えい合わせて路ろ線せんは六本。人は元より出入りする物ぶつ資しの量も半はん端ぱではない。駅舎はトリスタン市内でも屈くつ指しの規き模ぼを誇ほこる建けん築ちく物ぶつである。


　人と物は都市にとって血ち潮しおであり息い吹ぶきである。その往来が都市に生命を吹き込む。


　貨か物もつ列車や夜行列車まで含ふくめればトリスタン駅は昼夜片時も休む事無く、巨きよ大だいな心臓として都市の新しん陳ちん代たい謝しやを促うながしていた。もしこの煉れん瓦が造づくりの駅舎に静せい寂じやくの帳とばりが降りる日が来るとすれば、それは即すなわちトリスタン市が滅ほろび去る日の事だろう。


　そんな雑ざつ踏とうの片かた隅すみ──七つ在ある改かい札さつの内の一つ。


　その脇わきで別れを惜おしむ者達の姿が在った。


　当然ながらトリスタン駅では別に珍めずらしい光景ではない。現にあちこちで同様の場面が同時進行中である。大声で泣きながら抱だき合う者達も居れば、激はげしく罵ば詈り雑ぞう言ごんを投げ合った末すえに背を向け合う者達も居る。特に彼かれ等らが周囲の注目を集めている訳ではない。むしろ別べつ離りの情景としては平へい凡ぼんなものでもあったろう。


　ただ……


「わざわざ……有り難がとう」


　見送られるのは少女が一人。


　見送るのは五人。少年が二人。娘むすめが一人。青年が一人。そして──少女らしき人ひと影かげが一人。断だん言げんを避さけるのは最後の人物が余よ人じんの視線を避けるかの様に深くコートのフードを被かぶっているからである。


　この見送る側の五人にはどうも統とう一いつ感かんが無かった。


　年ねん齢れいも服ふく装そうもまるでばらばら──なのは別に良いとしても、身に纏まとう雰ふん囲い気きすら異ことなっているのだ。


　きちっと制服に身を包み、いかにも『学生』然とした少年二人や『公務員』然とした娘に比して──その隣となりの青年はというと、よれよれの蒼あおいコート、鼻先に引っかけたサングラスに中ちゆう途と半はん端ぱに伸のびた髪かみと、かなりその風ふう体ていが胡う散さん臭くさい。素す顔がおを人目に曝さらすのを避けるかの様に、室内でもなおフードを被ったままの少女も同じである。


　親しん戚せきという訳でもなかろうし、友人知人というには少々年齢や風体に差が在りすぎる。それぞれ一体どういう関係なのか……想像力の豊かな人間ならばしばらく考え込むに違ちがいない。


「皆みな忙いそがしいのに……」


　見送られる少女──ナレア・シモンズは頰ほおを上気させて言った。


　相変わらず闊かつ達たつを絵に描かいた様な雰囲気の少女であるが、口く調ちようや表情に今日は殊しゆ勝しようさが垣かい間ま見えるのは典てん型けい的てきな『別れ』の場面であるからか。案あん外がい──様式美に弱い性格なのかもしれない。


「来年の春にはまた会えるよね」


　と少年の一方──フレッド・クラプトンが言うと、傍かたわらの相あい棒ぼうたるエリック・サリヴァンが苦く笑しようを浮うかべて言った。


「その前に入学試し験けんがあるだろ」


「言うな。考えないようにしてたんだから」


　ナレアと同じく受じゆ験けん生せいである処ところのフレッドが顔をしかめて言う様を見て、一同は笑った。


「それじゃ、もう列車の時間だから」


　ナレアが言うと、フレッドやエリックが別れの言葉を口にする。


　そして──


「また。いずれ」


　それまで黙だまっていたフードの少女──カペルテータ・フェルナンデスがささやかな暗くらがりの中から言った。


「…………」


「…………」


　サングラスの青年と制服の娘──戦術魔法士レイオット・スタインバーグと魔法監かん督とく官かんネリン・シモンズは怪かい現げん象しようでも見たかの様な表情を浮かべて顔を見合わせた。


「……どうしたの？」


「いや。別に」


　不ふ思し議ぎそうに尋たずねてくるナレアにレイオットは首を振ふってそう言う。


　ネリンは妹に微笑ほほえんで締しめくくる様に言った。


「じゃあ気を付けてね」


「大だい丈じよう夫ぶよ。今度は船じゃないし」


　余よ程ほど、船での移動が懲こりたらしい。


　最後に一同を見回して笑顔を浮かべると、季節外れの竜たつ巻まきの様に一同の間を引っかき回した少女は、むしろ颯さつ爽そうとした足取りで改札の向こうへと消えていった。


「──やれやれ」


　肩かたを竦すくめてそう呟つぶやくとレイオットはこれで用は済すんだとばかりに踵きびすを返す。


　この無モ資グ格リの戦術魔法士は、元々こうした儀ぎ式しき的てきな場面は苦手な性格であるらしい。どうしてもとネリンが説せつ得とくしなければこの場には居いなかったろう。


　だが──


「あ。あの──スタインバーグさん」


　とその背中に声を掛かけたのはフレッドである。


　単純一直線というか、何よりもまず根こん性じようと素す直なおさが取り柄えの様な少年は、少し緊きん張ちよう気ぎ味みの口調で言った。


「えっと。ちょっと教えて欲ほしい事が。戦術魔法士の仕事について──」


「…………」


　レイオットは振り返って顔をしかめた。


「駄だ目めですか？」


　素直な──眩まぶしい位に真まっ直すぐな憧どう憬けいをたたえた瞳ひとみに見み据すえられ、レイオットは身を竦める様にして身体からだを揺ゆらした。


　侮ぶ蔑べつと嫌けん悪おの視線を浴あびるのには慣なれていても、こうした羨せん望ぼうと畏い敬けいの念を受ける事にはまだ耐たい性せいが付いていないらしい。


「俺おれに聞いてもしょうがないと思うけどな」


「いや、しかしスタインバーグさんは俺の目もく標ひようなので」


　と真っ直ぐ自分を見つめながら言ってくる少年から視線を逸そらし──レイオットは労ろう務む省しよう魔ま法ほう管かん理り局きよく監かん督とく官かんの娘に皮肉の混じった口調で言った。


「有り難がたくも執しつ拗ように、資し格かくがどうのとおっしゃる前に、こういう前ぜん途と有ゆう望ぼうな少年が忌いまわしき無資格魔法士の方向へと道を踏ふみ外さない様、厳きびしく指し導どうするのも広こう義ぎでは貴女あなたの職しよく務むではないかと愚ぐ考こうする次し第だいなのですがね、シモンズ監督官」


「では指導がてら、そこの喫きつ茶さ店てんにでも入りますか。お昼も未まだですし」


　取りなす様に言ってネリンは苦く笑しようした。
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　ゆっくりと遠ざかっていく駅舎を窓まど越ごしに眺ながめながらナレアは短く息を吐はいた。


〈イエルネフェルト事変〉後の混乱期に敷ふ設せつされたこの路ろ線せんは、土地権けん益えきその他の関係で目的地に向けて真っ直ぐ敷しく事が出来なかった。この為ためどうしても非合理的な──わざわざ大きく蛇だ行こうするかの様に無意味な曲線を描えがいて市し外がいへと続いている。故ゆえに乗客はしばらくトリスタン市そのものを象しよう徴ちようするかの様な駅舎を眺め、しばしこの土地との別れに関して感かん慨がいに耽ふける事も多い。


「……またね」


　誓ちかいの様に呟くと、ナレアは大きな旅行鞄かばんの中から小さな籐とう製せいのバスケットを取り出した。中身は姉が持たせてくれたサンドイッチである。手作りでない処ところが微び妙みように手て抜ぬき臭くさいが、ネリンの料理の腕うで前まえはあまり褒ほめられたものではないので、ナレアとしては店売りのものの方が有り難い。


　続いて乗ホ降ー場ムで買った牛乳の紙パックの飲み口を開こうと指を掛けたその時──


「──っ!?」


　轟ごう音おんが車内を突つっ走る。


　事じ態たいを理解したが故の戦せん慄りつが列車を貫つらぬいたのは、数すう瞬しゆん後ごの事であった。乗客達が一様に聡そう明めいだった訳わけではない。戦慄の醸じよう造ぞう元もとは一いつ斉せいに一いつ般ぱん市民の仮面を脱ぬぎ捨すてて立ち上がり、御ご丁てい寧ねいにも声こわ高だかに自らの素す性じようと状じよう況きようを説明したからである。


「我々は革かく命めい組そ織しき〈秩ちつ序じよ成す炎ほのお〉である！」


　拳けん銃じゆうを掲かかげてそう叫さけぶ隣りん席せきの客を呆ぼう然ぜんと眺めるナレアの手から、牛乳のパックが落ちて白い飛ひ沫まつを飛び散らせた。
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　喫きつ茶さ店てんは平へい凡ぼんだった。


　何ど処こにでも在ある様な内ない装そうで、何処にでも居る様なウェイトレスが何処にでも在る様な珈琲コーヒーと香こう茶ちやを運んでくる。店の片かた隅すみに設もうけられたカウンター席の奥おくでやはり何処にでも在る様な平凡なラジオが何時でも聴きける様な平凡な世せ情じようについて蕩とう々とうと語っていた。


　だが──それらは殆ほとんどレイオットの意識には届かない。キャスターの淡たん々たんとした口調は、彼の耳に届く前に、妙みように熱のこもった声に大半が遮さえぎられてしまうからだった。


「そりゃ、資格そのものは高校卒業しないととれないですけど、出来る事は今の内にやっておきたいんですよ。やっぱり銃じゆうとかも今から覚えておいた方がいいでしょうか。スタインバーグさんは回リ転ボ弾ル倉ヴ式ア使っておられますけど、やっぱり自動装塡式オートより信しん頼らい性せいが高いからですか？」


　ぼんやりと少年の言葉を聞きながら──レイオットはどうして自分がこんな『明日はきっと良い日ですよ』とか真顔で言える様な少年を前にして香茶を飲んでいるのか、悩なやんでいたりしていた。


　一体どうしてこうなったのか。


　どうもネリンと知り合ってから、調子が狂くるってきた感じがする。由ゆ々ゆしき事じ態たいだ。何が由々しいといって、それを『まあいいか』と最近は思える様になってきたのが何よりも由々しい。狂っているのを自覚できなくなったら本格的に狂ってきた証しよう拠こだ。


「……魔族戦のみに関して言えば銃の命中率にあまり意味はない」


　自分の口が気け怠だるそうに──しかし律りち儀ぎにも答えを紡つむぐのをレイオットは他ひ人と事ごとの様に聞いていた。


「出来れば銃を使わねばならない事じ態たいに陥おちいらない様にするのが正しい在り方だろうな。実じつ際さい、俺おれの知り合いにはお守り代わりの小型拳けん銃じゆうしか持ってない奴やつも居る。


　君も知っているだろうが──〈ＳＳＳ〉や〈ＡＴＥＳＡ〉の使う〈サンダーボルト〉を除のぞけば、銃で魔族を殺せる場合は非常に少ない。変へん態たい終しゆう了りようした中級以上の魔族は恒常魔力圏コンスタントドメインを纏まとうから、まず奇き襲しゆうも効きかない。あくまで銃は補ほ助じよ武ぶ装そうであり──魔族の注意を引いたり一時的な足止めに使うのが殆ほとんどだ」


「なるほど」


　適てき当とうに思い付いたそれらしい話に──まあ、そんなに間ま違ちがってはいない筈はずだが──大おお真ま面じ目めに相あい槌づちを打たれたりすると、さすがのレイオットも困こまる。ましてやメモなどとられては背中が痒かゆくてしょうがなかった。とにかく彼は他人に何かを教えられる様な柄がらではないのだ。ジャックやフィリシスなどがこの光景を見たら指をさして爆ばく笑しようするに違ちがいない。


　ちらりと恨うらめしそうにネリンの方を眺めるが──この少年を紹しよう介かいした魔法監督官は、微び笑しようしたまま助けてくれる様子はない。ネリンの隣のエリックも同様である。カペルテータに至いたっては会話に関心さえ無さそうな様子で窓の外を眺めている。


（案あん外がい策さく士しだよな……）


　とレイオットは思う。


　いつまで経たっても生活態度を改めないレイオットの性格矯きよう正せい計画の一いつ環かんとして、ネリンがフレッドを連れてきたのは今や間違いなかった。模も範はんを示してその形になるよう促うながすのではなく、模範の型に塡はめた上で上から抑おさえ込む戦法なのだろう。こうも『目標』だの『憧あこがれ』だの会う度たびに言われていると背せ筋すじを正していないのが悪い事の様に思えてくる。


（……彼女に雇やとわれてんじゃないだろうな、この少年）


　と目の前のフレッドを見てそんな事を思ったりもする。


　思えば、妹がレイオットの様なチンピラ同然の人間の側そばをうろうろするのを、この生真面目を絵に描いた上で額がくに塡めて鉄てつ壁ぺきに溶よう接せつしたかの様な魔法監督官が止めなかったのもおかしい──などと、果はてしなく疑ぎ念ねんが暴ぼう走そう気ぎ味みに広がっていく。


（あー。結局疲つかれてるのか、俺は）


　とレイオットはそんな事を思った。


　その時……


「レイオット」


　不ふ意いにカペルテータの声が割り込む。


　何処か冷え冷えとした少女の声にレイオットの意識は瞬しゆん間かん的てきに緊きん張ちよう状じよう態たいへと移い行こうした。


　このＣＳＡ──半魔族ハーフ・ブルートの少女は今一つ何を考えているのかよく分からないが、それでももう長い付き合いなので、彼女が何か重要な事を言おうとしている際さいの微び妙みような口調の差はレイオットにも認にん識しき出来る。


「ラジオが──」


　とカペルテータの声に重なる様にして喫茶店にざわめきが広がる。
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　その真ん中にはうっすらとした興こう奮ふんを帯おびた口調で事件発生を報ほうじるラジオが在った。


『──繰くり返します。先さき程ほど、トリスタン駅十四時丁ちよう度ど発スーザフォン行急行列車〈エリーゼ二四四号〉を乗っ取ったとの犯行声明が〈秩序成す炎〉、の名で当社に送られて参りました。この〈秩序成す炎〉は共きよう産さん系けい過か激げき派は組そ織しきとして知られており──』


「…………！」


　強こわ張ばった表情を浮うかべ、椅い子すを蹴け立たてる様にしてネリンが立ち上がる。


　スーザフォン行〈エリーゼ二四四号〉。


　それは先程、帰き郷きようすべく彼女の妹が乗った列車の名前に相そう違いなかった。
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　最初の轟ごう音おん──銃じゆう声せいが効きいたのか、列車内は恐きよう慌こう状じよう態たいに陥おちいる事もなく、テロリスト達の粘ねばっこい威い圧あつの空気の中、乗客達は身を縮ちぢめて席に着いていた。


　ナレアもその一人である。


　何かと気の強い彼女ではあるが、さすがにすぐ隣となりに銃を携たずさえた狂きよう信しん者しやが立っていては、反はん抗こうする気力も萎なえる。勇気と無む謀ぼうを取り違ちがえる程、彼女は馬ば鹿かではなかった。ここでテロリストに組み付いて銃を奪うばう事位は出来るかもしれないが、次の瞬間には駆かけ付けた他のテロリストに彼女は射しや殺さつされるだろう。


　しかも──


「…………黒本」


　ナレアは呟つぶやいた。


　彼女の目の前に居る男が、持っていたバッグから銃を取り出す際──最近何かと話題になっている密みつ造ぞう本ぼんの特とく徴ちよう的てきな表紙が見えた。


　こいつらは間違いなく、あの〈グアルネーリ号〉を襲おそった狂人の同どう類るいだ。その気になれば自分自身を魔族化してこの列車の乗客全員を皆みな殺ごろしにする事も辞じさないだろう。


　しかも……


（もし全員が一いつ斉せいに魔族化でもしたら）


　走る列車の中では逃にげようがない。


　しかも……警察の行動を期待しようにも包ほう囲いするのは困こん難なんだろう。


　下手に列車を停とめれば彼かれ等らが魔族化して暴あばれ出すのは目に見えている。そうトリスタン市駅から離はなれていないこの街中で、何体もの魔族が発生すれば一体どれほどの惨さん事じが巻き起こるか──


「…………そこの女」


　拳銃を持ったテロリストが声を上げる。


　銃口が自分の眉み間けんを向いて初めて、ナレアはテロリストが声を掛かけているのが自分なのだと認にん識しきした。


「わ──私？」


「何だ。何を待っている？」


　苛いら立だたしげに男は問い詰つめてきた。


　銃口の向こうで血走った眼めが憎にく々にくしげにナレアを睨にらみ付けている。迂う闊かつな事を言えばその瞬間に引き金を引きそうな雰ふん囲い気きが男には在あった。


「……え？」


　何を言っているのだろうか、この男は。


「何の事……ですか？」


「貴き様さまはおかしい。先さき程ほどから見ていたが貴様は何を落ち着いている？」


「落ち着いてる？　私が？」


　言われて──ナレアは眼を瞬またたかせた。


　いや。落ち着いてなどいない。充じゆう分ぶんに焦あせっている。戦せん慄りつしている。自分が置かれている状じよう況きようが分からない程、馬鹿ではない積つもりだ。現に今も男がわずかでも人差し指を引き絞しぼれば、銃じゆう弾だんは当然の如ごとくナレアの額を撃うち抜ぬくだろう。絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいとはこの事だ。


「御お前まえだけが違う。何を企たくらんでいる？」


　だが──それでもこのテロリストの眼から見れば、他の者に比べてナレアは落ち着いて見えるらしい。


　もっとも一番落ち着きが無いのはテロリスト自身ではあった。圧あつ倒とう的てきな暴ぼう力りよくを背にこの場を支配している筈はずの男が、まるで追い詰つめられた獣けものの様に緊きん張ちようを漲みなぎらせている。無む論ろん、こんな規き模ぼの大きな犯罪行こう為いに手を染そめているのだから興奮と緊張は当然の事ではあるが、それにしても男の表情には怯おびえの色が強い。


　そんな男をにらみ返しながら──


「……あ」


　ナレアは理由に思い至いたった。


「〈グアルネーリ号〉」


「……なに？」


「あの船に乗ってたの。テロに遭あうのは二度目。だから──少し落ち着いていられる……んだと思います」


　もっとも……これは噓うそではないが理由の全すべてでもない。


　九死に一生を得た経験の在る者は、恐きよう怖ふに対する感覚が鈍どん磨まする事が在るという。これが単に恐怖に対する慣なれなのかもっと別の精神的作用なのかはナレアには分からない。ただ確かに魔族事件ケースＳＡの凄せい惨さんさや異い常じようさに較くらべればテロリストによる列車ジャックは未まだ理性の領りよう域いきに属ぞくする状況だ。居合わせた者の神経と本能を削そぎ落としながら問もん答どう無む用ようで迫せまり来る圧倒的な絶ぜつ望ぼう──魔族に較くらべれば恐怖は薄うすい。


　逆に言えば魔族事件とはそれだけ経験者の精神を圧あつ迫ぱくする悪あく夢むなのだ。


　下手をすれば一生、心理的外傷トラウマとして残りかねない。現に魔族事件の現場に居合わせた者達の中には精神科や神経科通いを止やめられない者達も少なくないそうだ。


　だがナレアは違う。


　悪夢に囚とらわれる訳でもなく恐怖を忘れた訳でもない。


　それでも尚なお、テロリストが言う様に彼女が落ち着いているのだとしたら──それはあの〈グアルネーリ号〉事件の魔族が倒たおされた事を実じつ感かんとして知っているからだ。あの惨さん劇げきを創つくり出して見せた様な怪かい物ぶつでさえ、決して無む敵てきでも不死身でもなく、人間の手で倒す事が出来るのだと──今この瞬間に生きている自分自身が何よりも確かな証しよう拠ことなって彼女に教えているのだ。


　あの黒い甲かつ胄ちゆうの後ろ姿。


　レイオット・スタインバーグ──あのどうしようもないろくでなし。


　何もかもがどうでもいい様な顔をしながら、血の繫つながりも無いＣＳＡの少女を養やしない、全てを斜ななめに見ている様な態たい度どを採とりながらも、自分を慕したう少年を無む視し出来ず、そして利り己こ主しゆ義ぎを気取る癖くせに、散歩する様な気軽さで自分の命を盾たてにして彼女の命を救ってくれた男。


　今日も明日も明後日も彼はああいう奴やつだろう。


　不ふ真ま面じ目めに、面めん倒どう臭くさそうに、中ちゆう途と半はん端ぱに、そして何気なく闘たたかって、誰だれかと何かを救っているに違ちがいない──その自覚さえ無いままに。


　しかし……いや。だからこそ。


　その後ろ姿を脳のう裏りに想そう起きする限り、ナレアにとって希望は無限の彼方かなたを意味しない。何よりも強固と思えた絶望ですらも、時に人の力はひっくり返して見せるのだという事を、彼女は彼の背中から学んだからだ。


「〈グアルネーリ号〉……」


　しばし男はナレアの言葉を、真しん偽ぎも含ふくめ頭の中で吟ぎん味みしている様であったが──


「…………そうか」


　引きつった様な笑えみを浮うかべて男は言った。


「運が無いな──女」


「本当にね」


　ナレアは心しん底そこから頷うなずいた。
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　喫きつ茶さ店てんから慌あわただしく立ち去る男女。


　その後ろ姿を静かに見送り──カウンター席についていたドースン・サラバンドは冷めきった珈琲コーヒーの残りを一気に飲み干ほした。


　レジで珈琲の料金を支し払はらいつつ、わざわざ彼の要よう望ぼうに従ってラジオのチャンネルを合わせてくれた店員に礼を言う。


「さて──」


　ドースンは昏くらい笑顔を浮かべながら呟つぶやいた。


「急げよ──レイオット・スタインバーグ。さもないと君の知ち己きが死ぬぞ」


　事件のせいか──普ふ段だんよりも何割か濃のう度どを増した喧けん噪そうも知らぬげに悠ゆう然ぜんと駅えき構こう内ないを横切り、駅門の脇わきで待っていた同志の車にドースンは乗り込んだ。
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　テロリスト達の細かな政治的主張については、正直言ってナレアは興きよう味みが無かった。


　彼女に言わせればテロリストなぞは皆みな同じだ。自分の欲ほしいものが買って貰もらえないからと手足をばたつかせる子供に等しい。結けつ局きよく、暴力に訴うつたえて何かを主張する人間は、ただ単に自分の思い通りにならない事が存在するのが我が慢まんならない者達なのだとナレアは思っていた。


　不運に足首を摑つかまれる辛つらさは彼女も知っている。


　迫はく害がいや差別を受けた経けい験けんは数知れない。だが大たい抵ていの場合それは単に歯は車ぐるまが一つ嚙かみ合っていないだけの様な──些さ細さいな事が原因でもある。一歩引いた位置から全体を見み渡わたし、ほんの少し自分が周りに歩み寄るだけで問題が解決されてしまう事も少なくない。


　些細な努力だ。


　だがそれで姉もナレアも今日まで生きてきた。


　自分達の様な地位も財力も教きよう養ようも無い小こ娘むすめに可能だったのだ。大の大人にそれが出来ないのは怠たい慢まんだと彼女は思う。自分から歩み寄る努力をせずに周りが歩み寄ってくれないからと拳こぶしを振ふり回すのでは幼児と変わらない。


　だが──


「……どうだ？」


　隊長役らしい男が拳けん銃じゆうを片手にやってきて、ナレアの側そばに居る仲間に尋たずねる。


「今のところは何も」


「そうか」


　隊長役の男は小さく頷うなずく。


「ここはいい。三両目に回れ」


「──は？　しかし」


　怪け訝げんそうな表情を浮かべるテロリスト。


　だが隊長役の男は念を押おす様な口く調ちようでゆっくりと言った。


「命令だ」


「──はいっ！」


　命令の一言には弱いらしい。テロリストは一も二もなく頷くと円盤フリスビーを投げられた犬の様に懸けん命めいな仕し草ぐさで列車の中を走っていった。


　そして──


「──ナレア・シモンズ？」


　不意に自分の名前を呼ばれてナレアは目を丸くした。


「……え？」


「君には悪いと思っているよ」


　ふと優やさしいとさえ言える様な眼めで見つめられてナレアはうろたえた。


　先のテロリストと異なり、この男には追い詰つめられた様な雰ふん囲い気きが無い。代わりにある種しゆの諦てい観かんを滲にじませた静かな表情が、その平へい凡ぼんな顔を覆おおっていた。


「な……なんで私の名を？」


「君が乗っていたからこの列車は乗っ取られたのだよ。無む論ろん、その事を知っているのは私と同志サラバンドだけだが」


「……ど……どういう事ですか？」


　テロリストに目を付けられたり恨うらまれる様な事をした覚えは無い。


　男は穏おだやかに笑って言った。


「レイオット・スタインバーグをおびき出す為ためだ」


「…………？」


　意味が分からない。


　この男は一体──何の話をしているのか。


　確かにまだレイオット達が駅周辺に居て、この列車乗っ取りをラジオか何かで聞いていたら、駆かけ付けてきてくれるかもしれない。


〈秩ちつ序じよ成す炎ほのお〉の魔族化テロはレイオットもネリンも知っている。レイオットはともかくネリンの性格からすれば、万一の事じ態たいに備そなえてレイオットを列車の近くに配置しようとするだろう。更さらに言えば──確かレイオットの車には整備が終わった直後のモールドが載のっていた筈はずだ。下手に魔法管理局に通つう報ほうして正規の魔法士を手配するよりも、レイオットにその場で依い頼らいを回した方が早い。


　しかし。


　レイオットが来る事でこの男達には何の意味が在あるのか。〈グアルネーリ号〉の一件を逆さか恨うらみしていて彼を倒たおそうというのか。あるいは他ほかにも幾いくつかの事件でレイオットに邪じや魔まをされているのか。


　それとも──


「どういう事ですか？」


　繰くり返されるナレアの問いに──しかし男は答えない。代わりに何ど処こか疲ひ労ろうの影かげが染しみ付いた薄うすい笑顔で彼はこう尋たずねてきた。


「君は家に帰る処ところかね？」


「…………そうです」


「そうか。帰る場所があるのは良い事だ」


　しみじみとした口調で男は言った。


「…………」


「人は皆何ど処こかに帰る。それは必ずしも土地や建物ではなく、組織であったり、主義信条であったり、家庭そのものであったり、様さま々ざまだが、とにかく人は帰る場所を必要とする生き物だ。拠より所と言っても良いだろう。


　だが帰る場所が無い者は……望んでも何処にも居場所が得られぬ者は、一体、どうすればいいのだろうね？」


「……作ればいいんです。自分で」


　何か勘かんに障さわるものを感じてナレアは言った。


　何を幼よう稚ちな事を言っているのだろうか──この男は。


「そう、その通りだ」


　微び笑しようして男は頷うなずいた──出来の良い生徒を眺ながめる教師の様に。


「だがそれが許されない場合はどうするね？　貴女あなたが作ろうとする帰るべき場所の存在が、誰かの利り害がいと衝しよう突とつしてしまい、それを許さないと宣せん言げんされたら？」


「…………話し合います」


「そう。素す晴ばらしい。君は聡そう明めいな子だ」


「…………」


　馬ば鹿かにされている様な気がしてナレアは顔をしかめた。


「だが。世の中には話し合いでは解決しない事もある。どれだけ言葉を重ねても分かり合えないどころか、互たがいに上うわ滑すべりするだけで何も通じ合わないという事は往おう々おうにしてある。百万の言葉を連ねても理解してくれない相手も確かに居る。こんな事は誰だって知っている。その内君も経験するだろうがね」


「だから、こんな事をするんですか？」


「そうでもありそうでもない」


　察しの良い生徒に満足したのか、男は微び笑しようを浮うかべて頷いた。


「これは居場所を獲かく得とくする為ための行こう為いではないのだよ──ナレア・シモンズ君」


「…………？」


「切せつ実じつに居場所を求める余あまりその熱ねつ意いは時に他を傷つけ、しかしそれ故ゆえに周囲から弾はじかれ、追われ、ひたすらに孤こ立りつを、世界との断だん絶ぜつを深めていき──世界の不理解と無情を言葉と暴力で以もつて糾きゆう弾だんしようにも世界はあまりに大きく、我われ等ら一人一人はあまりに小さい……」


「…………」


「ならば──」


　自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑うテロリスト。


　その時ナレアの視し界かいに見覚えのある物体が映うつった。


　やけに四角い──鋼はがねの箱の様なごつごつした形状。決して優ゆう美びでも繊せん細さいでもないが、その分実じつ利り的てきな性能を追求したその姿にはある種の機き能のう美びがはっきりと備そなわっていた。


　小型の蒸じよう気き式しきトラック。


　それが窓の外を走っている。


「…………！」


　努つとめて表情に出さない様にした積つもりではあったが、やはりナレアの様子から何か感じ取ったのか、テロリストはナレアの視線を追って窓の外を眺ながめた。


「──来たか」


　微笑を──ナレアが思わず息を呑のむ様な透とう明めいな微笑を浮かべてテロリストは言った。


　その瞬しゆん間かんに分かった。


　いや。今までも想像はついていたが、信じられなかった。しかしその笑顔はナレアの中のそれを一気に確信の域いきにまで押おし上げる。


　この男は──


「やめて。そんな──」


「言葉は無力だと言わなかったかね？」


　男は言ってコートの懐ふところから一冊の黒い本を取り出して見せた。
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　列車にはさして苦労も無く追いつく事が出来た。


　トリスタン市内に在る限り、列車の軌き道どうはどうしても右へ左へと蛇だ行こう気ぎ味みになる。鉄道が敷しかれた当時、用地買収の関係でどうしても直線的な線路用敷しき地ちを確かく保ほする事が出来なかったからである。その結果──市内に限って言えば車で列車を追い抜ぬく事も出来るのだ。無論それは抜け道や裏道に精せい通つうしていればの話ではあるが。


「ととっ……」


　呟つぶやきながらレイオットは大きくハンドルをきった。


　道路の真ん中を歩いていた野の良ら犬いぬを際きわどい所で回かい避ひしつつ、再びアクセルを踏ふんで列車に追いすがる。無論、列車に追いつく為ためには交通法ほう規きや信号をいちいち守っている余よ裕ゆうなど在る筈はずが無く、五分に一度はこうした冷や汗あせものの状じよう況きように出くわしているが……レイオットは慣なれているのかあまり緊きん張ちようした様子も無い。


「さて。どうするかね」


　左横を走る急行列車にちらりと一いち瞥べつを投げてレイオットは呟く様に言った。


　実を言えば列車に追いついてから後の事に関しては、レイオットもネリンも何か具体的な考えが在あった訳ではない。ネリンに関して言えば焦しよう燥そうと不安で千々に乱れる己おのれの意識に論ろん理り的てき思し考こうを取り戻もどさせるべく、列車を追うという当とう座ざの目もく標ひようを据すえただけの事であるし、レイオットはといえば『あるいは戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストが必要とされる事があるかもしれない』程度の考えでしかなかった。


　無論、レイオットもネリンも一いつ緒しよに居た少年二人に駅で待っている様言い渡わたし、連れて来ない程度の分ふん別べつは在ったが。


「魔族メレヴエレントが出てこない限りは俺の出番じゃないしな……」


　テロ対たい策さくは警察の管かん轄かつである。相手に魔法士が居る事が確かく認にんされれば戦術魔法士に協力要よう請せいが行く事も在るが、現時点では列車乗っ取りの犯人達の人数も武ぶ装そうも分かっていないのだ。銃じゆうを振ふり回しているだけの連中なら戦術魔法士の──それも無む資し格かくであるレイオットの出番は無い。


　ある意味でそれはネリンも同じだ。


　労務省魔法管理局の魔法監かん督とく官かんという職しよく業ぎようにテロ対策の権けん限げんは無い。特に乗客が人質に取られている以上はまず説せつ得とく交こう渉しようの専門家に事を任せるべきだろう。今の彼女に出来る事は何も無い。


　しかし──相手はあの〈秩ちつ序じよ成す炎ほのお〉だ。


　レイオット達が直接知るだけでも四件の魔族テロを彼かれ等らは引き起こしている。しかも内二件は自ら魔族化するという自じ爆ばくテロだ。


　狂きよう信しんとも言うべき行こう動どう理り念ねんに支えられた彼等に説得交渉がそうそう効きくとも思えない。


　いや。むしろ──


「──レイオット」


　鈴を鳴らす様な──冷たくも可か憐れんな声が伝声管から響ひびく。後部貨物室の中で装そう備びの点てん検けんをしているカペルテータである。


「魔族です」


「…………そうなるか。やはり」


　まるで遠い親しん戚せきの訃ふ報ほうを聞いたかの様な微び妙みような表情を浮かべると、レイオットはいきなり隣となりのネリンの腕うでを摑つかんだ。


「な──なにを」


「運転頼たのむ」


　レイオットはそのままネリンにハンドルを握にぎらせ、彼女がそれをきちんと保ほ持じしているのを確認すると、運転席側の窓を開けた。


　途と端たんに轟ごう々ごうと車体が風をきる威い嚇かく的てきな音が車内に流れ込んでくる。ネリンは助手席からずりずりと尻しりで這はいずる様にして運転席へ移動しながら悲鳴じみた声を上げた。


「ちょっと──スタインバーグさん？」


「俺はモールドを装そう着ちやくする」


「いや。あのでも──」


　モールド・キャリアは時速六十キロ余あまりで走行中。停車している暇ひまは無い。またレイオットのモールド・キャリアでは運転席から貨物室へは直接移動出来ず──彼がモールドを装着するには一いつ端たん車外に出なければならない。


「カペル──後部ハッチ開放」


「はい」


　金属の軋きしむ音が走行雑音ロードノイズに混じって聞こえてくる。カペルテータが後部貨物室の扉とびらを開いたのだろう。


「ちょ……ちょっと!?」


　ネリンの悲鳴じみた声は無視。


　レイオットは運転席の窓から身を乗り出すと──車体のリベットや溝みぞに指を引っかけてその身をモールド・キャリア車外へと引き上げた。
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　車内は一気に恐きよう慌こう状じよう態たいへと陥おちいっていた。


　当然だ。


　それは存在そのものが理性と常識を腐くさらせる猛もう毒どくなのだから。それは存在するだけで周囲を地じ獄ごくに変える。狂きよう気きと絶望を呼吸し鏖おう殺さつの詩を歌う最強最悪の化け物だ。


　魔法中毒患者ソーサリイ・アデイクト──通つう称しよう・魔族メレヴエレント。


「さびしいさびしいああさびしい」


　魔族は言いながら手にした拳けん銃じゆうを乱らん射しやした。


　いや。


　それは本当に手であったろうか。


　ぞわぞわと蠢うごめくそれはまるで蚯蚓みみずの塊かたまりの様に見えた。大量の──それも直ちよつ径けい一センチ程ほどの蚯蚓を無理矢理人型の中に流し込んでいるかの様な姿だった。それも──人型とはいっても微び妙みように全体の均きん衡こうが狂くるっている。人間よりもその姿はゴリラやチンパンジーといった類るい人じん猿えんの体たい軀くに近い。腕うでも、蚯蚓が寄り集まってそれに近い形になっているだけの代しろ物ものでしかなかった。


　しかも何より醜しゆう悪あくなのは……あくまで頭部だけは人間のままだという事である。まるで食人蚯蚓の群むれにたかられているかの様で、その顔にも文字通り蚯蚓腫ばれの如ごとき血管が浮うき上がり、それどころかぞわぞわとそれらが顔の上を──皮ひ膚ふ一枚下を這はい回っている。


　先程まで苦にがい諦てい念ねんを纏まとってナレアに言葉を掛かけていたテロリストは、今や唯ゆい一いつ残った人間の顔から涎よだれを垂たらしながら車内を徘はい徊かいする怪かい物ぶつとなっていた。


「さびしいの。ぼくさびしいの。だから」


　魔族は弾たまの切れた拳銃を投げ捨てると、手近な処ところに居た乗客を捕つかまえた。


「つながろう。つながろう。ぼくとつながろう。あっちこっちつながろう」


「ひいいいいあああああああっ!?」


　その乗客──小太りの中年女性が悲鳴を上げる。


　じゅるじゅると音を立てながら指先が溶とけて蚯蚓と──いや触しよく手しゆとなる。更さらに触手の先せん端たんに十字の切れ込みが走ると、それが花の様に開き、内側にびっしりと細かい歯のついた『口』になった。


　次の瞬しゆん間かん。


「ぼくとせつぞく～！」


　全身の触手が溶ける。爆ばく発はつ的てきに広がった何百本という触手は先端の小さな牙きばで犠ぎ牲せい者しやの身体からだに食らい付き、涙なみだと血を流して抵てい抗こうする女性の身体をずるずると自分の方に引き込んでいく。


　触手が耳の穴に差し込まれる。触手が手の甲こうに突つき刺ささる。触手が首くび筋すじに潜もぐり込こむ。いずれもぎちぎちと音を立てながら肉を食い、血を啜すすり、骨を嚙かみ砕くだきながら相手の体内に潜り込んでいく。


　触手の一本が恐きよう怖ふに見開かれた眼がん球きゆうに食らい付いた瞬間、ようやく犠牲者は悲鳴を上げるのを止めて断だん末まつ魔まの痙けい攣れんを開始した。


「ひいいいいっ!!」


　他の乗客達が悲鳴を上げる。


　怪物から逃にげようとした彼かれ等らは、走り出した先にも同様の化け物を見たからである。


「カカ。カカカカ。カカカカ──」


　かくかくと震ふるえながら車内を歩いて来るのは──明らかに人間とは異ことなる動きで『歩行』して来るのは、一言で言えば巨きよ大だいな昆こん虫ちゆうだった。


　形状は基本的に楕だ円えん。


　眼めが無い。鼻も無い。口は在あるが──進しん化かの途と中ちゆうで何かを間ま違ちがえたかの様に、丸い穴に四方八方から不ふ規き則そくに動く牙が生えているだけだ。『嚙み切る』のではなく『磨すり潰つぶす』事で対たい象しようを喰くう肉体構造は、基本的に現在生存する恒こう温おん動どう物ぶつには有り得ないものだった。


　目鼻の代わりにそのつるりとした頭部には四本の触しよつ覚かくらしき突とつ起きが生えており、それらは妙みように機き械かい的てきな動きで何かを探さぐる様に蠢うごめいていた。


「ウカ。ウカカ。カカカカッ」


　楕円の胴どう体たいに生えた六本の節せつ足そくを動かしつつそれは車体中央の通路をやってくる。


　その左右にはばらばらに分ぶん解かいされた乗客の無む惨ざんな残ざん骸がいが散さん乱らんしていた。


　双そう方ほうに挟はさまれて乗客達が硬こう直ちよくする。


「…………」


　その中にナレアも居た。


　だが彼女は化け物の事など見てはいなかった。


　ナレアはただひたすら窓の外を──列車と併へい走そうするレイオット達のモールド・キャリアを見み据すえていた。モールド・キャリアはぎりぎりまで線せん路ろに近付いている。そしてその貨物室の上には黒い人ひと影かげが在った。


　モールド。


　人間が自らを人間の形に押おし留とどめ置きながら魔族と同じ力を使うための鋳い型がた。外がい敵てきではなく自らの内に秘ひめられた怪物を外に顕あらわさない為ための鎧よろい。


（ちょっと──まさか飛び移る気!?）


　腰こしを落として身み構がまえているレイオットの姿を見つつナレアは思う。


（でも──）


　列車は尚なおも殺人的な速さで尚も走行中である。


　飛び移るのに失敗すればモールドを纏まとっていても良くて重傷、悪くすれば即そく死しだ。いや、むしろモールドをまとい長大な魔法増ぞう幅ふく装そう置ち──スタッフを携たずさえている分、飛び移るのには不利だろう。だからこそ少しでも確実を期す為にレイオット達はモールド・キャリアを近づけているのだろうが──
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　モールド・キャリアの上に膝ひざをついて安定を図りながら、レイオットは素す早ばやく呪文書式選択器スペル・セレクターを操そう作さ。六種類装そう塡てんされた基き礎そ級きゆう魔ま法ほうの中から目的のものを選び出し──無音詠唱ダムキヤスト。


　魔法増幅器たるスタッフの中で、装そう桿かんの動きに連れん動どうした疑ぎ似じ詠えい唱しよう端たん子しが滑すべり、呪文書式板の上の魔法回路を読み込む。同時に賢けん者じや石いしによる共感作用によりレイオットの脳のう裏りに魔法の術式が描き出された。


　魔法名〈カタパルト〉。


　それの出力と照しよう準じゆんに関する記き述じゆつをレイオットは調ちよう整せいする。汎はん用よう性せいの高い魔法はその分使いこなすのが難むずかしい。攻こう撃げき魔法でなくても調整次し第だいでは破は壊かい的てきな作用を周囲に──あるいは魔法士自身に及およぼす事が在るからだ。


　そして──


「──イグジスト！」


　撃発音声と共に魔法が発動する──
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　魔族が近付いてくる。


「つぎはだれとつながろう。つながろう。ぷっつりがっつりぼくとせつぞく～」


　悲鳴を上げて身を寄よせ合う乗客達。


　逃げ場は無い。前にも後ろにも魔族が居る。強しいて言うのならば窓の外だが──走行中の急行列車から飛び降りれば、待っているのは確実な死だ。それでも魔族に嬲なぶり殺されるよりはマシだと客の一人が立ち上がって窓まど枠ぎわに手を掛かけた。


　その時──


「──!?」


　客の鼻先を何かが通り過すぎる。


　反はん射しや的てきに彼は振ふり返ってそれを眼めで追い──


「つなが──ふへっ!?」


　ぼすっ。


　鈍にぶい音と共に触手魔族の上半身が揺ゆれた。


　右から左──水平に引かれた一線が車内の情じよう景けいを上下に分けている。そして一線は魔族の身体からだの中央を貫つらぬいていた。


「つながる？　るるる？　つながるる？」


　不ふ思し議ぎそうに魔族がその線を──細いワイヤーを見る。ナレアは反射的に眼でワイヤーを辿たどり──その先せん端たんに付けられた三つ又またの鉤かぎ爪づめが車内の座ざ席せきの一つに食い込んでいるのを見た。


「…………!!」


　振り返ったナレアは、モールド・キャリアの上から跳ちよう躍やくするレイオットの姿を見た。


　無理だ。さすがにモールドやスタッフを帯おびたまま人間の脚あしで跳とべる距きよ離りではない。


　レイオットが列車壁へき面めんに跳はね飛ばされ、地面に激げき突とつして果てる様を想像して、思わず眼を瞑つぶるナレア。


　しかし──


「ははっ──！」


　まるで波乗りを楽しむサーファーの如ごとき歓かん声せいがナレアの瞼まぶたを開かせた。


　レイオットは死んではいなかった。ワイヤーを己おのれの身体に結び付けた彼は地面にぶつかる事無く、疾しつ走そうする列車に引かれながら、振り子の様に大きく旋せん回かい。呆ぼう然ぜんと見つめるナレアの目の前で親指を立てて見せる余よ裕ゆうさえ示しつつ、黒いモールドに身を固めた戦術魔法士は鈍い衝しよう突とつ音おんと共に列車の側そく壁へきに張り付いた。


「つながる？　つながれ。つながられ。れれれ。られられ？」


　魔族は意味不明の言葉を漏もらしながら身じろぎすると、ずるりとその身体を貫いていたワイヤーが抜ぬけた。元々触しよく手しゆの集合体でしかないその体たい軀くには、貫かれるべき部分など無いのかもしれない。


「カカっ!?」


　レイオットが飛び移った事にさすがに気付いたのだろう。昆こん虫ちゆう型の魔族は音のした方向を振り返る。


　そこへ──


　しゃっ！


　壁かべを突つき抜けて極ごく薄うすの力場平面──厚あつさ十万分の一ミリメルトルという如い何かなる刀とう剣けんよりも鋭するどい刃はが挿そう入にゆうされる。不ふ意いを突かれた魔族は身体を斜ななめに切り裂さかれ、奇き怪かいな色しき彩さいの体たい液えきを撒まき散らしながらその上半身が下半身より滑すべり落ちた。


　だが、これでも魔族には致ち命めい傷しようではない。


　魔族は脳のう組そ織しきを──最強の魔法機き関かんである処ところの脳のう神しん経けい細さい胞ぼうの五割を破は壊かいされなければ死ぬ事は無い。魔法を使う事だけに特化した生物である魔族の魔法は、人間のそれに比べても遥はるかに強力で、肉体組織の九割を失っても再さい構こう築ちくが可能だ。


　だが──


「カカカカッ。カカ……カカッ!!」


　がくがくと身を震ふるわせる昆虫型魔族。


　魔族も生物である以上、どうしても肉体が破は損そんすればその身を反射的に庇かばう。具体的には敵への攻撃よりも再構築を優ゆう先せんしてしまう魔族が多いという事だ。


　昆虫型魔族は上半身に付いていた節足を動かして突っ立ったままの下半身によじ登り、切せつ断だん面めんを癒ゆ着ちやく。すぐに活動を再開する。


　その間にレイオットは列車の屋根によじ登った様であった。
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　天てん井じようを通してモールドの硬かたい足音が響ひびく。


「カカカカアっ!!」


　レイオットを敵と認にん識しきしたのか、昆虫型魔族は窓に取り付き、まさしく昆虫の如ごとく壁を這はって外部に出て行った。


「つながる。ぼくつながるる。つながるー」


　触手の魔族も興味を引かれたらしく、唯ゆい一いつ人間の形状を残している顔で天井を見上げる。


「つながるるんッ！」


　叫さけびと同時に──天井が見えない砲ほう弾だんでも受けたかの様に外へ向けて破は裂れつ。


　言うまでもなく魔族の魔法である。


　一声で鋼こう鉄てつの車体に二メルトルにも達する穴を開けた魔族は、これまた四方八方に伸のばした触手で身体を支えながら、列車の上へと移動していった。


「スタインバーグさん……！」


　ナレアは唇くちびるを嚙かんで破は砕さい孔こうを見上げた。
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　轟ごう々ごうと空気が唸うなる。


　窓まど硝子ガラスと鋼こう板ばんで隔かく離りされた車内から、流れていく景色を見ている限りでは、さしたる速度にも見えないが──実じつ際さいに車外へ出て風と音の威い嚇かくをその身に浴びると、どれだけ現在の速度が殺人的なものなのかが分かる。


　まして街中である為ためか、時とき折おり、門の様に線せん路ろ脇わきから張り出した鉄柱や構造物が列車のすぐ上を──二メルトルと無い処をかなりの勢いきおいで通り過ぎて行く。迂う闊かつに背伸びでもしようものなら、頭部を強打されて列車から転げ落ちるのは間ま違ちがいなかろう。


　気の小さい者ならばその場に立ち竦すくんだまま一歩も動けなくなる様な状じよう況きようである。


　だが──


「さて。これからどうするかだな」


　レイオットは物もの憂うげに呟つぶやいた。


　天井を破やぶって、窓を破って、あるいは隙すき間まから滲にじみ出す様にして、魔族が続々と列車の上に上がってくる。


　その数──七体。


　対してレイオットに残された拘束度デユラビツト数すうは十一デュラビット。基礎級魔法でも十二回分。


「とりあえず全部出てきたか……」


　カペルテータが感じ取った魔族の数は七。一体ずつ挑ちよう発はつするまでも無く、レイオットの存在をどうにかして感かん知ちし出てきたらしい。


　とりあえず魔族の注意を車内の人間から引き剝はがしたのは良い。これで犠ぎ牲せい者しやがこれ以上出る事は無かろう。列車に飛びついた際さいにちらりと見えたが──ナレアもまだ無事の様だった。


　だが──


「時間稼かせぎもさせてくれそうにないしな」


　狭せまい列車の上──右にも左にも逃にげ場は無い。車内に逃げれば乗客が巻き込まれる。動けるのは列車の上──ただ一線のみ。


　しかも警察にしろ戦術魔法士にしろ、援えん軍ぐんは到とう底てい間に合いそうにない。


　かといって破壊力の強い魔法を下手に使う訳にもいかない。強力な魔法攻こう撃げきは足あし下もとの列車の乗客を巻き込み、それどころか列車そのものが脱だつ線せんして周辺地ち域いきも巻き込んだ大だい惨さん事じになる危険性が高かった。つまり〈ブラスト〉や〈アサルト〉といった爆ばく破は系けいの魔法は使えないか、使うにしてもその使い方がかなり限定されてしまうという事だ。


「カカカッ!!」


　昆虫型魔族が列車の天井を踏ふみ締しめながら向かってくる。その頭部に生えた四本の触しよつ角かくの間に青白い光が跳ねた。


　電光だ。恐おそらく電でん圧あつは天然の雷かみなりにも匹ひつ敵てきするだろう。


　レイオットは半ば反射的に後方へと下がりながらスタッフの操そう桿かんを操作して素早く無音詠唱ダムキヤスト。選せん択たく呪じゆ文もんは〈デフィレイド〉。


「──イグジスト！」


　撃発音声トリガー・ヴオイスと共に防ぼう御ぎよ力場平面が展てん開かい。


　魔族が放ってきた雷らい撃げきは力場平面に激げき突とつして拡かく散さん、激しい稲いな妻ずまが四方八方に飛ひ散さんして行く。突っ込んできた魔族本体もその平面に衝しよう突とつ、動きが止まる。


　だが同時にレイオットは背後から伸びてきた魔族の触手に捕ほ捉そくされていた。


「ちっ──」


「きみとぼく～もうひとりじゃないんだよ～ひとつになろお～ふたりでひとり～ひとりがごにん～ごにんがさんにん～たくさんさくさん。けけけけ」


　何十本という触手がモールドの表面を這はい回り、隙間から侵しん入にゆうする。黒い拘こう束そく装そう甲こうの内側──一次拘束図版を印刷された革かわ製せいの内装服インナーに無数の小さな顎あごが食いつきその中へと潜もぐり込こもうとする。


　だが。


「くっ──」


　レイオットは身を屈かがめながら触手の魔族を蹴けり上げる。


　無論それだけでは魔族は蚊かに刺さされた程ほどの痛みも感じないが──


「つなが──ぐへっ!?」


　高速で迫せまってきた信号機──線路脇に建てられた鉄てつ塔とうに固定されている──が魔族の後頭部を直ちよく撃げき。触手魔族はレイオットから引き剝がされて列車の進行方向から見て後方へと吹ふっ飛ばされていく。


　対象が空中に在ある間にレイオットは素す早ばやく反転し無音詠唱ダムキヤスト。


「──イグジスト！」


〈ブラスト〉発動。


　空中で避さけ様の無い魔族はその頭部へまともに〈第一の劫ごう火か〉を喰くらって弾はじけ飛んだ。赤い炎ほのおと血が花の様に空中に開く。


「おほおうほおっ！」


「きれいきれいきれいーん」


　魔族達がげたげたと笑い声を上げる。


　強大な魔法の力によって己おのれに近付くありとあらゆる脅きよう威いを排はい除じよ出来、たとえ傷ついても脳の半分を失わない限り数秒で己の身体からだを復元してのける魔族。彼かれ等らには仲間を尊たつとぶ概がい念ねんやその死を悼いたむ概念は無いと言われている。それは脆ぜい弱じやくで生きる事さえままならぬが故ゆえに群むれる人間の様な社会性生物の習性であって、地上最強の生物たる魔族には本来縁えん遠どおいものらしい。


　魔族が元々人間であった事を思えば、これは忌いまわしい話ではあるが──これがレイオット達の様な戦術魔法士のつけ込み処どころでもある。魔族が連れん帯たい意い識しきを持って向かってくれば何かと制限の多い人間の魔法士などひとたまりもあるまい。むしろ生物として脆弱であるが故に人は協調と知ち恵えを獲かく得とくし──魔族には無い戦術という武器で立ち向かう事が出来る。


　とはいえ──


「……残りは九か」


　胸むな元もとの拘こう束そく端たん子しに触ふれて呟くレイオット。


　残り拘束度デユラビツト数九デュラビット。


　残り魔族数六体。


　倒たおせない数ではないが余よ裕ゆうの在る状じよう況きようでもない。この狭せまい列車の上で一体ずつ倒していてはいつか殺さつ到とうする魔族をさばききれなくなる。実際──魔族達はじりじりと列車の上を移動してレイオットに近付きつつあった。


　だが──


「……そろそろか」


　レイオットは呟いた。


　列車がトリスタン市を出る。


　モールドを装そう着ちやくする直前、先に地図を見て確かく認にんしておいた通り──市し街がいを何度も何度も曲がりくねって進んでいた線路が一気に直線状に変化した。列車もそれに合わせて蛇へびの様にうねっていた己の身を真まっ直すぐに伸のばす。


　そして──


「るおおおおおおおおおおっ……」


　後方に居た魔族達が一いつ斉せいに突つっ込んで来る。


「イグジスト！」


　振ふり返りざまにレイオットは〈デフィレイド〉を無音詠唱ダムキヤスト。


　瞬しゆん時じに展てん開かいした遮しや蔽へい力りき場ば平面は魔族達の突とつ進しんを阻そ止し。無む論ろん、その衝突の衝しよう撃げきや圧力は殆ほとんどが力場平面に備そなわった拡かく散さん機き能のうによって減げん衰すいするものの、殺しきれなかった何割かがレイオットの処ところに押おし寄せてくる。


　レイオットは踏ふん張ってこれに耐たえるものの──その姿勢のままずるずると列車の上を滑すべり、前方から近寄ってくる魔族達の方へと押おしやられていく。万事休す──レイオットが魔族達の手に捕つかまり引き裂さかれるのは時間の問題であるかに見えた。


　しかし──


（──来た）


　レイオットはモールドの仮面の奥おくで、目の前で力場平面を引っ搔かく魔族ではなく、背後から迫せまる魔族でもなく──ただ近付いてくる線路脇の鉄塔を見つめていた。


　口の中で数字を数えながら機きを計はかる。


　そして──


「よっ──」


　何ど処こか真しん剣けん味みの足りない口調でレイオットは跳ちよう躍やくした。


　革かわ手て袋ぶくろと手しゆ甲こうに覆おおわれた左手が線路をまたぐ様にして張り渡わたされていた電話線を摑つかむ。


　空中に取り残されたレイオットの脚あしの下を凄すさまじい速度で魔族を載のせた列車が通り過ぎていく。レイオットの脚の半メルトル下を魔族達が通つう過かしていくが──咄とつ嗟さに何か仕し掛かけてくる魔族はさすがに居なかった。


　再び機を見計らい、レイオットは彼とモールドの重量に耐たえかねて大きくたわみ始めた電話線を手放す。


　彼は最さい後こう尾び列車の更さらに後こう端たん近くに飛び降りた。


　列車の速度に振り落とされそうになるものの、一回転して勢いきおいを殺し、更には咄嗟にフック──先に列車に乗り移る際に使ったのと同じものである──を手近な出っ張りに引っかけて身体からだを固定。


「ととっ──」


　やはり緊張感の無い声を漏もらしながらレイオットは身を起こした。


　前方を見み遣やると──ようやくレイオットの行動を理解した魔族達が揃そろって最後尾車両に押し寄せてくる処であった。


「……さて」


　レイオットは呟きながら呪文書式選択器スペル・タグセレクターを操そう作さ。


「理り屈くつの上じゃいける筈はずなんだがね──」


　選せん択たくしたのは先にも列車に向けてワイヤーを射しや出しゆつした際さいに使った補助魔法──〈カタパルト〉である。元々は救命魔法士達が使う魔法で、攻こう撃げき目的で記き述じゆつ開発されたものではない。レイオットも使った通り、ビル火か災さいや船せん舶ぱく火災等の場面で、手っ取り早く避ひ難なん用のワイヤーを張り巡めぐらせて被ひ害がい者しやを救きゆう助じよする為ためのものである。


　ただし……


「ジャックの『理論上可能』はいまいち信用ならんからな」


　先まず脳内に描えがき出される仮想魔力回路の出力を最高理論値に設定。


　それだけではなくレイオットは同時に単純な〈ブースト〉──魔法の出力そのものの増ぞう幅ふくを目的とした汎はん用よう追加呪じゆ文もんを口頭詠唱リアルキヤスト。


「我・法を破り・理ことわりを越え・更なる力・欲する者なり・より強大なる事を以もつて・我わが目的を果たさん！」


　こちらも最高増幅率に設定。


　構かまえたスタッフの先せん端たんに発生し相そう互ご反転しつつ回る二重の赤い魔法陣エイリアス──それは超ちよう効こう率りつ稼か働どうを強しいられた魔力回路から、撃発音声を待たずして現実界面に漏もれ落ちてくる『力』の影かげだ。


「つっ……」


　レイオットは顔をしかめる。


　脳内を駆かけ巡る血が沸ふつ騰とうしているかの様な錯さつ覚かくを覚える。安全限界値を無む視しした設定により仮想魔力回路の中を巡る魔力が暴ぼう走そう寸すん前ぜんになっているのである。先の魔法陣と同様にこれが現実事象にまで──つまりはレイオットの脳の生理作用にまで影えい響きようを及およぼしている。下手をすると脳のう溢いつ血けつを起こしてしまう可能性すら在あった。


　だがレイオットは構わず魔力回路を維い持じしたまま腰こしの後ろから愛用の拳けん銃じゆう──〈ハード・フレア〉を引き抜ぬくと、魔法陣の中心へと向けた。


　銃口の先には殺さつ到とうしてくる魔族の姿が在る。


　距きよ離りにすればわずかに十メルトル。列車の上である事を考こう慮りよしても三秒も在れば消えてしまう距離であった。


　そして──


「〈カタパルト〉──イグジスト！」


　撃発音声トリガー・ヴオイスと共に魔法が発動。


　一いつ瞬しゆん。


　風景が──ぐにゃりと筒つつ状じように歪ゆがんだ。


　レイオットの魔法──〈カタパルト〉によって発動した強きよう電でん磁じ場ばのトンネルが、周囲の光までねじ曲げているのである。通常は此こ処こまで出力を上げる事は無い。色々な意味で危険だからだ。


　事実レイオットは全身にかかる強い力を感じている。うっかり踏ん張り方を間ま違ちがえれば、そのままトンネルの中に引きずり込まれそうな感かん触しよくがあった。


　魔族達も異い様ような状じよう況きように気付いたのだろう。レイオットに飛びかかるのも忘れて曲げ鏡の如ごとく湾わん曲きよくする風景を眺ながめている。強電磁場の影響を受けたのか、ふらふらと酔よった様にその場でよろめく個体さえ居た。


　無論、魔族達が脚あしを止めていたのは僅わずかに数秒の事ではあったが──


「良い子だ──ちゃんと一列に並んでろよ!?」


　叫さけびと共に〈ハードフレア〉が吼ほえた。


　火薬の爆ばく発はつ力りよくに叩たたかれ銃身内旋条ライフリングによって回転を与あたえられた四五口径マグナム弾だんが猛もう然ぜんと飛ひ翔しようする。


　通常──弾体そのものに推すい進しん機き能のうが備わっているロケット弾と異ことなり、銃弾が最高速度に達するのは銃口を出た瞬間だ。逆に言えば銃口を出た後は銃弾の速度はひたすら減げん衰すいしていくのみである。


　しかし──


「──!?」


　最初に着ちやく弾だんした魔族は声も残さずに爆ばく散さん。


　魔族の魔力圏ドメインでさえ防ぼう御ぎよが間に合わない程ほどの超ちよう々ちよう高こう速そく弾だんが命中した結果であった。通常であれば高速弾は対象物をそのまま貫かん通つうしてしまい、むしろ殺傷力は低いとされているのだが──この場合はその速度の桁けたが違った。ちっぽけな弾頭が大気をぶち抜く事でその身にまとう衝しよう撃げき波はがそのまま対象に炸さく裂れつ。爆ばく弾だんの様な破は壊かい力りよくを発はつ揮きして魔族を引き裂さいたのである。


　無論、通常の四五マグナム弾にここまでの初速は無い。


　銃口を出た後──更に銃弾を何倍もに加速した〈カタパルト〉の効こう果かだ。


　極きよく限げんまで──実に音速の三十三倍、秒速十一キロメルトルにまで加速された四五口こう径けい弾だん頭とうは放射状に衝撃波を放ち、自身は大気との摩ま擦さつで溶よう解かいしつつも魔族の身体からだを貫かん通つう、更にその背後に居た魔族に突つき刺ささった。


　赤黒い破片が放射状に散る。


　爆散。爆散。爆散。爆散──


　最も早はやそれは銃撃などという生なま易やさしいものではない。


　二体目の魔族を貫通した弾丸は更に次の魔族、その次の魔族へと突き刺さり、魔族の肉体を瞬間的に爆ばく砕さいしてゆく。わずか数十グロムの鉛なまり玉だまは戦せん車しや砲ほうにも優まさる衝撃波と、溶とけた自身の一部を飛ひ沫まつの様に撒まき散らしながら六体の魔族を破壊、自身はその後、空中に抜けて完全蒸じよう発はつした。


「…………ビンゴ」


　レイオットは仮面の下でにやりと笑いながら呟つぶやいた。


　警察の対魔族用ライフルにヒントを得てジャックが考え出した方法なのだが──一応使える様だ。もっとも電磁加速トンネルを構こう築ちくしている間に相手が右か左に逃にげてしまえばそれで意味の無くなる手段ではあるので、使える状況というものは限られているのだが。


「──スタインバーグさん!?」


　焦しよう燥そうに震ふるえる声が足あし下もとから届く。


　最後尾列車の窓から身を乗り出しながらナレアが彼を見上げていた。


「だ──大だい丈じよう夫ぶ!?」


「一いち応おうな」


　と呟き──声が届いていない様なのでレイオットは頷うなずいて見せた。


「ごめん、だったらちょっと──こっちも手伝って！」


　風圧に負けじとナレアが叫さけぶ。


「手伝う？」


「運転手が殺されてるの！　何とかして停車させないと脱だつ線せんするわ！　でも運転室の扉とびらが開かないの！　魔法でこじ開けられない!?」


「…………そりゃ大変だ」


　他ひ人と事ごとの様な口調で言うと──レイオットは先頭列車に向かって駆かけ出した。





　　　　●　　●　　●





「……の結果、死者二十七名を出したものの、〈エリーゼ二四四号〉は脱線する事無く次のカベソン駅で停車、警けい察さつは──」


　車のラジオが事件の結けつ末まつを伝えてくる。


　無む論ろん、ラジオの報ほう道どう程てい度どでは詳しよう細さいは分からないが……少なくとも死者は〈秩ちつ序じよ成す炎ほのお〉側の予想より遥はるかに少なかった様だ。しかも事件の鎮ちん圧あつが異い様ように早い。恐おそらくはレイオット・スタインバーグが早々に魔族を駆く除じよしてしまったのだろう。正せい規きの戦術魔法士を手配していたのならどんなに早くても後、半時間は解決が遅おくれた筈はずだ。


　結局──今回の作戦行動は十名近い同志を失っただけで、さしたる効果を挙げる事は出来なかった。つまりは失敗だ。少なくとも〈秩序成す炎〉の殆ほとんどの構成員達はそう考えるだろう。


「……残念です」


　事実、運転席の同志が悔くやしそうに言ってくる。


　だが……


「いやいや。彼かれ等らはよくやったよ」


　助手席に座すわるドースンの表情はむしろ満足気ですらあった。


「同志サラバンド？」


「……あれはあれでいいのだよ」


　ドースンの言葉に運転席の同志は怪け訝げんそうな表情を見せる。


「しかし……」


「済まないが何ど処こかのパブにやってくれないか」


　ドースンは言った。


「パブ……ですか？」


「退たい廃はい的てき資し本ほん主しゆ義ぎの象しよう徴ちようの様な場所ではあるがね、少し酒を飲むには良い場所だ」


「…………分かりました」


　同志は何処か不満げな表情を浮うかべつつも、それ以上の会話を続けようとはしなかったが──ドースンは口の中で小さく呟いた。


「一杯ぱい捧ささげよう──一足先に自由になった同どう胞ほう達たちに」


　暮くれなずむ空を見上げながら筋すじ金がね入りのテロリストはひどく透とう明めいな笑えみを浮うかべていた。






　あとがき







　今回のテーマは妹です。萌もえ萌えです。


　上うわ目め遣づかいに『お兄ちゃん……』とか言いながら服の肘ひじの辺りをちょんとつまんできたりします。枕まくら抱かかえて『一いつ緒しよに寝ねてもいーい？』とか聞いてきたりもします。たまには『お兄ちゃんなんか嫌きらい！』と拗すねたり、風ふ呂ろ場ばでいきなり一糸まとわぬ妹に出くわして『お兄ちゃんのエッチ！』とか言われたりするのは基本です。当然ながら最後には血が繫つながっていない事が分かったりして大変な事になります。はうはう。





　…………すいません。噓うそです。





　と言うわけでどうも、軽小説屋の[image: ]です。


　ストレイト・ジャケット・フラグメント１「トモガラのエン」をお届とどけ致いたしまする。


　とはいえ出だしは完全にクリムゾンな噓なのですが妹が出てくるのは事実。


　そういえば最近のゲームでは『血の繫がった妹』と登場人物紹しよう介かいに書かれていたりするらしいのですが、最も早はや妹ってのは『血の繫がってない』のが基本デフオルトなのか。そうなのか。








　閑かん話わ休きゆう題だい。


　本書は月刊「ドラゴンマガジン」増刊・「ファンタジアバトルロイヤル」に連れん載さいされたものに加か筆ひつ修しゆう正せいしたものです。敢あえて書き下ろしの長編とは少し雰ふん囲い気きを変えてありますが、まあこういうのもアリと思って貰もらえると有り難がたかったりします。


　ちなみに第四話は書き下ろしですが、どうにもぎりぎりまでネタを思い付かず、実はこれ実じつ質しつ一日で書いてます。先に書いては消し、書いては消ししていた原げん稿こうでは、なんかレイオットの後をナレアを筆ひつ頭とうにエリック、フレッド、カペルテータがカルガモ親子のよーにぞろぞろと付いて歩く変な話を書いていたのですが、何がどうなってかこんな話に。








「時期的に本編との関係上このフラグメントはどの辺りに相当するの？」


　というご質問を受けたことがありますが──実はあまり細かく考えておりません（汗）。というか最初に「ストジャ」の企き画かく書しよ出した時はまさか短編なんぞ書く事になるとは思ってもみなかったもんで。慌あわてて温おん存ぞんしていた「ネリンの妹」を引っ張り出してきたりしてる処ところからどうかお察しください。まあシャロンが出てきているので五巻と六巻の間位が一番無理が無いのではとか思いますが。





　何にせよ「ストジャ」の連載なんて、当初、編集部から依い頼らいを頂いただいた時は無理だと思っていたのですが、実じつ際さいやってみると何とかなるもんですな。





　ただ季刊というのが微び妙みような間合いでして。何というか忘れた頃ころに締しめ切りが来るという何とも意地悪な代しろ物ものです。私も担当さんも忘れ果てていた処に『そろそろ次のストジャだよ』と言われて慌てて先に作っておいたプロットを引っ張り出してきて書き始めるという事を三か月に一度繰くり返しております。





　予想もしなかったという意味では一番驚おどろきなのが──六巻の予告通り動き始めた「ストレイト・ジャケット」コミック版。白泉社「ヤング・アニマル嵐」誌し上じようで西川秀明氏の手により不定期ながら連載されております。


　まさか白泉社からコミック化のオファーが来るとは思ってなかった私としてはそれだけでも大だい興こう奮ふんでしたが、独どく特とくの味と緻ち密みつさを両立させている西川氏の予告コミックや第一話（現時点ではネームですが）を見て更さらに感かん無む量りようです。雑誌の性質上、女性読者の方はちと購こう読どくに抵てい抗こう在あるかもしれませんが、よろしければ御ご一いち読どくの程ほどを。「ヤングアニマル嵐」はコンビニでも買えますよ～。





　そういう訳で──この場を借りてコミック化に際し御ご助じよ力りよく頂いただいた方々にお礼を。





　ヤングアニマル編集者・Ｔ様──


　何百、いやひょっとしたら何千というライトノベルの中から拙せつ作さくに眼めを止めて頂き、あまつさえコミック化のお話まで頂いた事、感謝してもしきれません。





　あかほりさとる先生──


　先生のお口くち添ぞえが無ければこのコミック化企き画かくは闇やみに消える処でした。本当にありがとうございます。





　西川秀明先生──


『職業・殺し屋。』面おも白しろいです。個人的には[image: ]ＡＡが好──いやそうじゃなくて。何かとこれからも御ご迷めい惑わくをかけるかもしれませんが、どうかよろしく御お願ねがい致いたします。





　無論、本書出版に当たってお世話になったいつもの方々にも変わらぬ感謝を。


　絵師の藤城先生、担当のたなぽん、そしてお名前もお顔も知らないですが校正及および印刷その他出版作業に携たずさわる方々。


　そして何より読者の方々。


　毎回代わり映ばえのせん感謝の言葉で申し訳ないのですが、これを忘れたらやっぱ駄だ目めだと思うので。


　いつもありがとうございます。今後ともよろしく。





　ではでは。





　二〇〇四／九／六


　ＭＡＣＨＩＮＥ：自作機（ＣＰＵ：ペンティアム４　２・４Ｇhz　ＲＡＭ：１ＧＢ）


　ＢＧＭ：風のセルフェリアス（by　電奏楽団）




初　出





『ファンタジアバトルロイヤル』２００３年ＳＰＲＩＮＧ号～


２００４年ＷＩＮＴＥＲ号に連載されたものに加筆して収録
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